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アングル

知 床 の 四 季
21

水仙花咲く原野と残雪の知床連山
　戦後間もない1950年頃、知床五湖と地続
きの不毛の大地、岩尾別の原野に20軒ほど
の開拓農家が入植していた。雪解け後、そ
の当時の足どりを探し求めて熊笹やイタド
リ等の雑草が生い茂る脇道に踏み入った。
　嘗ての開拓者の廃屋が草むらに散在して
いた。厳しい風土や生活に耐えて生きてき
た住人の名残であろうか、そこには枯草を
もたげて数株の鮮やかな黄色の水仙花が
残雪の知床連山を背景に咲き誇っていた。
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０６
年
頃
か
ら
貧
困
問
題
に
か
か
わ
っ
て

い
て
、
常
々
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
東
京
な
ど
で
出
会
う
ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
に
北
海
道
出
身
の
人
が
多

い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
れ
は
北
海
道
出
身
の
私
に
と
っ
て
シ

ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
現
在
私
は
３５
歳
だ
が
、

同
世
代
の
北
海
道
出
身
の
人
が
地
元
か
ら

遠
く
離
れ
た
東
京
で
路
上
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
態
。
い
や
、
同

世
代
だ
け
で
は
な
い
。
４０
代
、
５０
代
の
人

も
多
い
。
１
年
前
の
年
越
し
派
遣
村
に
来

た
４０
代
後
半
く
ら
い
の
男
性
は
、
釧
路
出

身
。
出
稼
ぎ
に
来
て
い
た
関
東
で
仕
事
を

失
っ
た
彼
は
、
暖
房
も
何
も
な
い
狭
い

「
レ
ン
タ
ル
倉
庫
」
で
し
ば
ら
く
暮
ら
し

て
い
た
と
い
う
。

「
北
海
道
は
派
遣
会
社
の
草
刈
り
場
」

「
北
海
道
に
仕
事
が
な
い
か
ら
本
州
へ

働
き
に
出
る
」。
そ
ん
な
人
た
ち
が
０８
年

の
「
派
遣
切
り
」
で
真
っ
先
に
職
と
住
む

場
所
を
同
時
に
失
い
、
地
元
に
帰
る
お
金

も
な
く
途
方
に
暮
れ
、
路
上
生
活
が
長
期

化
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

北
見
で
出
会
っ
た
２０
代
の
若
者
は
、「
北

海
道
は
派
遣
会
社
の
草
刈
り
場
」
と
表
現

し
て
い
た
。

仕
事
が
な
い
か
ら
ど
ん
な
に
低
賃
金
で

も
道
外
の
派
遣
の
仕
事
に
飛
び
つ
い
て
し

ま
う
。
そ
う
し
て
待
っ
て
い
る
の
は
知
り

合
い
も
な
く
土
地
勘
も
な
い
ま
っ
た
く
見

知
ら
ぬ
地
で
の
路
上
生
活
だ
。
そ
ん
な
人

た
ち
が
今
、
都
会
の
炊
き
出
し
に
並
ん
で

い
る
。
若
者
の
姿
も
目
立
つ
。「
帰
る
の
が

申
し
訳
な
い
」「
帰
っ
て
も
仕
事
が
な
い
」。

そ
ん
な
言
葉
も
耳
に
す
る
。

生
活
保
護
受
給
の
壁

昨
年
末
、
生
活
保
護
申
請
に
同
行
し
た

４０
代
の
男
性
も
そ
ん
な
「
出
稼
ぎ
」
の
人

だ
っ
た
。
彼
の
出
身
は
北
海
道
で
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
地
元
に
仕
事
が
な
い
の
で

上
京
し
て
働
き
、
家
族
に
結
構
な
額
の
仕

送
り
を
し
て
い
た
の
だ
。
子
ど
も
も
孫
も

い
る
そ
の
男
性
の
妻
は
病
気
で
医
療
費
が

月
に
２０
万
円
ほ
ど
か
か
る
。
結
婚
し
て
い

る
子
ど
も
の
収
入
は
月
に
５
〜
６
万
円
ほ

ど
。
そ
う
し
て
東
京
で
働
い
て
い
た
も
の

の
、
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
職
も

住
む
場
所
も
失
っ
た
そ
の
男
性
が
そ
の
後

ど
う
や
っ
て
１２
月
の
東
京
で
暮
ら
し
て
き

た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
私
が

出
会
っ
た
時
は
既
に
無
一
文
で
、
荷
物
も

捨
て
て
し
ま
っ
て
い
た
。
着
替
え
も
何
も

持
た
な
い
男
性
を
前
に
、
私
は
思
っ
た
。

「
も
し
か
し
て
自
殺
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
。
も
ち
ろ

ん
、
家
族
は
何
も
知
ら
な
い
。

そ
の
日
、
彼
と
一
緒
に
生
活
保
護
申
請

に
行
っ
た
も
の
の
、「
出
稼
ぎ
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
生
活
保
護
申
請
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
生
活
保
護
は
世
帯

単
位
な
の
で
、
出
稼
ぎ
の
人
の
場
合
、
保

護
義
務
は
出
稼
ぎ
元
に
あ
り
、
出
稼
ぎ
先

で
受
け
ら
れ
な
い
の
だ
と
い
う
。
４
時
間

粘
っ
て
も
結
果
は
同
じ
。
今
現
在
一
円
も

持
た
ず
、
地
元
に
帰
る
交
通
費
も
な
い
人

を
「
救
う
」
手
立
て
が
な
い
の
で
あ
る
。

「
死
ね
っ
て
こ
と
で
す
か
？
」

男
性
は
、
福
祉
事
務
所
の
職
員
に
そ
う

詰
め
寄
っ
た
。
私
も
同
じ
気
も
ち
だ
っ

た
。
結
局
、
男
性
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
緊
急

一
時
保
護
施
設
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
の
、
相
部
屋
な
ど
の
環
境
に
耐
え
ら
れ

な
か
っ
た
の
か
、
数
日
で
出
て
い
っ
て
し

ま
い
、
連
絡
が
取
れ
な
い
ま
ま
だ
。
こ
う

し
て
「
出
稼
ぎ
」
か
ら
困
窮
に
至
っ
た
人

は
、
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら
も

漏
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

貧
困
の
根
は
地
方
に
あ
る

都
会
で
な
い
場
所
に
行
け
ば
行
く
ほ

ど
、「
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
は
東
京
や
大
阪

な
ど
の
大
都
市
の
問
題
」
と
い
う
認
識
に

出
会
う
。
し
か
し
、
そ
の
内
実
は
正
反
対

だ
。
都
会
で
ホ
ー
ム
レ
ス
を
し
て
い
る
人

は
圧
倒
的
に
地
方
出
身
者
が
多
く
、
特
に

北
海
道
、
沖
縄
、
東
北
が
目
立
つ
。
こ
れ

ら
の
地
域
の
失
業
率
を
見
れ
ば
そ
の
か
ら

く
り
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

近
所
で
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
オ
ジ
サ

ン
や
お
兄
ち
ゃ
ん
が
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
時
代
。
私
た
ち

は
、
そ
ん
な
時
代
を
生
き
て
い
る
。

あ
ま
み
や
・
か
り
ん

１
９
７
５
年
北
海

道
生
ま
れ
。
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
代

表
、『
週
刊
金
曜
日
』
編
集
委
員
。
０９
年
末
よ

り
厚
生
労
働
省
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
研
究

会
委
員
。
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ホ
ー
ム
レ
ス
を

生
み
出
し
続
け
る
時
代

作
家雨

宮

処
凛
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巻
頭
辞

ホ
ー
ム
レ
ス
を
生
み
出
し
続
け
る
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
作
家

雨
宮

処
凛

３

北
欧
に
は
な
ぜ
死
刑
が
な
い
の
か
？

神
で
は
な
い
国
家
に
人
命
は
奪
え
な
い

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館

ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ー
ル
バ
リ
公
使
参
事
官
に
聞
く

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

８

残
虐
な
犯
罪
者
の
命
に
も
価
値
が
あ
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ノ
レ
ー
ン
大
使
に
聞
く

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１１

犯
罪
防
止
に
死
刑
は
意
味
が
な
い

ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館

ド
ッ
テ
・
バ
ッ
ケ
一
等
書
記
官
に
聞
く

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１４

無
実
の
人
を
処
刑
す
る
リ
ス
ク
を
避
け
る

デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館

フ
ラ
ン
ツ＝

ミ
カ
エ
ル
・
ス
キ
ョ
ル
・
メ
ル
ビ
ン
大
使
に
聞
く

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１７

〈
特
別
寄
稿
〉死
刑
制
度
に
つ
い
て
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
視
点
か
ら

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
立
防
衛
大
学
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
名
誉
教
授

オ
ー
ベ・
ブ
リ
ン
グ

１９

死
刑
と
メ
デ
ィ
ア
―
―
一
〇
〇
年
前
に
死
刑
を
廃
止
し
た
北
欧
か
ら
考
え
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
同
志
社
大
学
教
授

浅
野

健
一

２２

あ
お

治
安
が
良
い
の
に
恐
怖
が
煽
ら
れ
る
不
思
議
な
国
ニ
ッ
ポ
ン

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家

森

達
也

２６

ロ
ン
ド
ン
で
暮
ら
し
て
�
英
国
の
薬
物
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
系
銀
行
勤
務

由
紀
子
ア
ン
ダ
ー
セ
ン

３０

よ
う
こ
そ
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
へ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３４

北
の
自
然
�
〈
拡
大
版
〉
札
幌
・
街
な
か
の
野
鳥
素
描
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
写
真

足
立

栄
治

文

小
川

巌

３６

森
の
国
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
現
場
主
義
林
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森
林
・
林
業
研
究
者

内
田

健
一

４２

ロ
シ
ア
・
サ
ハ
共
和
国
の
教
育
と
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教

立
澤

史
郎

４６

朝
鮮
学
校
の
言
語
教
育
①
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
出
版
部
長

山
田

寿
彦

５０

英
語
教
育
を
考
え
る
―
―
日
本
に
お
け
る
課
題
と
教
師
の
役
割
…
…
…
…
…
…
北
海
道
工
業
大
学
准
教
授

坂
部

俊
行

５４

聴
覚
障
害
児
教
育
の
体
制
作
り
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
支
援
―
―
そ
の
成
果
と
課
題

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ
ィ
リ
ピ
ン
耳
の
里
親
会
理
事
長
・
北
海
道
旭
川
聾
学
校
教
諭

中
泉

貢
一

６０

フ
ィ
リ
ピ
ン
見
聞
記
―
―「
フ
ィ
リ
ピ
ン
耳
の
里
親
会
」の
活
動
の
現
場
か
ら
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
国
際
協
力
部

松
居

慶
子

６２

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
生
物
多
様
性
保
全
事
業
に
携
わ
っ
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
前
環
境
省
国
立
公
園
課
長

元
ボ
ゴ
ー
ル
駐
在
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家

鍛
治

哲
郎

６６

ア
ン
グ
ル
�
知
床
の
四
季
水
仙
花
咲
く
原
野
と
残
雪
の
知
床
連
山
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
撮
影
・
文

綿
引

幸
造

２

新
・
北
の
美
田
中

良
「
バ
ス
停
の
あ
る
浜
辺
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
北
の
ア
ル
プ
美
術
館
館
長

山
崎

猛

３８

〈
新
連
載
〉「
こ
れ
か
ら
」の
ひ
と
①
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
写
真
・
文

酒
井

広
司

４１

〈
新
シ
リ
ー
ズ
〉
名
誉
領
事
に
聞
く
①
在
札
幌
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
名
誉
領
事

横
山

清
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５８

〈
新
連
載
〉
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ

こ
ん
に
ち
は

…
…
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校
�
遊
�
共
同
代
表

林

炳
澤

６４

「
韓
国
併
合
」
１
０
０
年
目
に
あ
た
っ
て

中
島
み
ゆ
き
と
帯
広
市
の
中
島
公
園

…
…
…
…
…
…
…
…
…
苗
字
研
究
家

岸
本

良
信

６８

〈
新
連
載
〉
タ
ー
ノ
フ
先
生
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

第
１
回

チ
ッ
プ
（T

ip
p
ing

）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
北
海
道
医
療
大
学
教
授

ハ
ワ
ー
ド
・
Ｎ
・
タ
ー
ノ
フ

６９

〈
新
連
載
〉
北
の
さ
か
な�
ニ
シ
ン
�…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
美
術
家

阿
部

典
英

７８

●
第
８
回
北
方
圏
講
座

福
祉
大
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
支
え
る
鍵
と
は
？
…
…
…
…
…
…
…
講
師

エ
レ
ー
ナ
・
デ
ィ
ン
グ
・
シ
ュ
ー
ク
ル
ン
ド
さ
ん

６５

オ
ピ
ニ
オ
ン
の
ひ
ろ
ば
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７１

Ｎ
Ｒ
Ｃ
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７３

さ
る
ー
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７５

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
掲
示
板
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７６

編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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ⒸChristopher Serra　死刑廃止を世界に呼びかけるEU（欧州連合）のパンフレットのイラスト

日本人の８５．６％が死刑を容認――。
内閣府の世論調査結果を２月７日、
新聞各紙は一斉にこう報じた。自分
の考えが多数派であることを確認し
て安心した日本人がいるかもしれな
い。しかし、国際社会で死刑存置国
は圧倒的少数派。世界の３分の１に
過ぎない。先進国に限ると日本と米
国だけ、とさらに分が悪い。
民主党政権になり、死刑廃止派の
千葉景子氏が法務大臣に就任して以
来、日本では執行が止まっている。
民主党政権が検証される過程で、死
刑執行の停止が今後クローズアップ
されるだろう。裁判員制度の下で裁
判員が死刑求刑事件に直面する日も

近い。日本人にとって今年は死刑制
度に否応なく向き合う年になるはず
だ。
死刑を廃止した国々はどのような
歴史を経て死刑廃止に到達したの
か。国民はどのような論理で死刑廃
止を受け入れたのか。それを知るこ
とは死刑の是非を考える貴重な材料
になるに違いない。死刑廃止国の北
欧４カ国（フィンランド、スウェー
デン、ノルウェー、デンマーク）の
在日大使館に、死刑廃止に至るまで
の歴史と論理をずばり聞いた。犯罪
者に対する恐怖と憎悪をあおる日本
のメディアの問題を併せて考える。
（インタビューの聞き手は北方圏センター出版部長・山田寿彦）

特集：北欧にはなぜ死刑がないのか？
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―
―
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
理
由
で
死
刑
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

か
。

最
後
の
執
行
は
１
８
２
５
年

◆
完
全
に
廃
止
さ
れ
た
の
は
１
９
７
２

年
で
す
。
１
９
７
０
年
代
に
北
欧
の
ほ
と

ん
ど
の
国
で
死
刑
が
完
全
に
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
戦
時
を
除
き
、
最
後
の
死
刑
が
執

行
さ
れ
た
の
は
１
８
２
５
年
で
す
。
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
は
１
８
０
５
年
ま
で
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
一
部
だ
っ
た
の
で
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
法
律
に
準
じ
て
死
刑
が
あ
り
ま

し
た
。

１
８
２
３
年
以
降
は
死
刑
の
代
わ
り

に
シ
ベ
リ
ア
へ
の
流
刑
が
宣
告
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
死
刑
は
基
本
的
に
は

法
律
か
ら
は
消
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
執

行
さ
れ
な
く
な
り
、
執
行
は
１
８
２
５

年
が
最
後
で
す
。

内
戦
の
ト
ラ
ウ
マ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
独
立
し
た

１
９
１
７
年
前
後
に
も
の
す
ご
い
独
立

戦
争
（
内
戦
）
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の

人
口
３
０
０
万
人
の
う
ち
、
赤
衛
軍
か

白
衛
軍
と
い
う
理
由
で
法
的
根
拠
も
な

く
、
２
万
人
以
上
が
政
治
的
な
理
由
で
処

刑
さ
れ
た
り
、
収
容
所
で
命
を
落
と
し
ま

し
た
（
注
１
）。

意
味
も
な
く
多
く
の
人
を
処
刑
し
た
こ

と
は
１
９
２
０
年
代
以
降
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
人
の
ト
ラ
ウ
マ
に
な
り
ま
し
た
。
当

時
の
状
況
を
描
い
た
映
画
が
最
近
や
っ
と

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
ト
ラ
ウ
マ
や
ロ
シ
ア
と
の
関
係

へ
の
配
慮
か
ら
映
画
は
作
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

―
―
１
８
２
５
年
の
死
刑
執
行
は
一

般
的
な
犯
罪
で
す
か
。

◆
殺
人
で
す
。
遺
体
は
教
会
か
ら
外
れ

た
所
に
埋
め
ら
れ
、（
死
刑
囚
は
さ
ら

に
）
罰
金
と
し
て
銀
貨
２４
枚
を
支
払
わ
さ

れ
ま
し
た
。

―
―
そ
れ
を
最
後
に
な
ぜ
死
刑
が
執
行

さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
す
か
。

◆
独
立
戦
争
ま
で
死
刑
の
是
非
は
国
民

的
議
論
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
９
３
０
年
代
に
共
産
党
の
リ
ー
ダ
ー

が
捕
ま
り
、
検
察
が
死
刑
を
求
刑
し
ま
し

た
。
こ
の
事
件
が
国
際
的
に
メ
デ
ィ
ア
の

注
目
を
浴
び
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
を
処
刑
す

べ
き
か
、
す
べ
き
で
な
い
か
と
い
う
賛
否

の
議
論
が
国
内
で
初
め
て
起
き
ま
し
た
。

１
９
３
０
年
代
は
右
派
が
力
を
増
し
て

い
た
こ
と
が
、
死
刑
が
求
刑
さ
れ
た
背
景

に
あ
り
ま
す
。

議
論
は
１
９
３
０
年
代
か
ら

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
死
刑
廃
止
論
が
議

論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
リ

ー
ダ
ー
は
結
局
、
終
身
刑
の
判
決
を
受

け
、
第
二
次
大
戦
後
に
放
免
さ
れ
て
戦
勝

国
の
ソ
連
に
渡
り
ま
し
た
。

第
二
次
大
戦
中
に
あ
っ
た
ソ
連
と
の
冬

戦
争
（
１
９
３
９
年
１１
月
〜
４０
年
３

月
）
と
継
続
戦
争
４１
年
６
月
〜
４４
年
９
月

の
結
果
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
数
百
人
が

死
刑
と
な
り
、
処
刑
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

半
が
ソ
連
人
で
９０
％
が
ス
パ
イ
容
疑
。
国

に
対
す
る
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
の
容
疑
も
あ
り

ま
し
た
。
１
８
２
５
年
の
最
後
の
死
刑

は
平
時
の
も
の
で
、
戦
時
の
死
刑
と
し
て

は
１
９
４
４
年
に
ソ
連
人
の
捕
虜
３
人

を
処
刑
し
た
の
が
最
後
で
す
。

１
９
４
９
年
に
平
時
の
死
刑
が
正
式

に
廃
止
さ
れ
、
１
９
７
２
年
に
戦
時
も

含
め
て
死
刑
は
完
全
に
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
１
９
７
０
年
代
は
死
刑
廃
止
の
動

き
が
北
欧
全
体
に
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

第
二
次
大
戦
が
終
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

神
で
は
な
い
国
家
に
人
命
は
奪
え
な
い

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館

ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ー
ル
バ
リ
公
使
参
事
官
に
聞
く
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と
を
経
て
始
ま
っ
た
動
き
で
す
。
１
９
９

５
年
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
憲
法
に
死
刑
廃

止
が
初
め
て
う
た
わ
れ
、
２
０
０
０
年

に
改
正
さ
れ
た
憲
法
に
も
死
刑
廃
止
を
う

た
っ
て
い
ま
す
。

―
―
そ
の
間
、
国
民
の
間
に
は
ど
の
よ

う
な
賛
否
の
議
論
が
あ
り
ま
し
た
か
。

◆
こ
の
１
０
０
年
間
の
内
乱
や
第
二

次
大
戦
の
後
、
政
治
的
理
由
で
法
的
根
拠

も
な
く
処
刑
さ
れ
た
人
々
が
い
た
こ
と
に

つ
い
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
心
の
中
に

は
葛
藤
が
あ
り
ま
し
た
。
北
欧
特
有
の
考

え
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
凶
悪
な
犯
罪

者
で
も
生
き
る
権
利
と
人
権
が
あ
り
、
国

家
で
あ
ろ
う
と
も
神
で
は
な
い
の
だ
か

ら
、
そ
れ
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
考
え
方
が
背
景
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
Ｅ
Ｕ
は
死
刑
制
度
の
廃
止
は
世
論

の
動
向
で
は
な
く
、
政
治
家
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
決
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い

ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
そ
の
よ
う
な

経
過
を
た
ど
り
ま
し
た
か
。

政
治
的
に
決
め
る
べ
き
問
題

◆
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
も
Ｅ
Ｕ
と
同
じ
考
え
で
す
。
確
か
に
世

論
を
尊
重
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
問
題
は
政
治
家
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
政
治
的
に
決
定
す
べ

き
で
す
。
国
民
感
情
に
左
右
さ
れ
る
べ
き

問
題
で
は
な
い
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
考
え

て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
死
刑
廃
止
は

遅
か
っ
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と
（
死
刑
廃

止
反
対
の
世
論
を
押
し
切
っ
た
）
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
政
治
家
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
世
論
を
啓
蒙
す
る
態

度
が
必
要
で
し
ょ
う
。
も
う
一
つ
、（
無

実
の
人
を
死
刑
に
し
て
し
ま
う
）
冤
罪
の

可
能
性
に
つ
い
て
も
政
府
は
国
民
に
説
明

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―
死
刑
制
度
の
賛
否
に
つ
い
て
の
世

論
調
査
の
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
す
か
。

死
刑
復
活
賛
成
は
２９
％

◆
２
０
０
６
年
の
調
査
結
果
が
あ
り

ま
す
。
１
２
６
２
人
が
対
象
で
、
平
時

の
死
刑
は
２９
％
が
賛
成
と
答
え
て
い
ま

す
。
政
党
支
持
者
別
の
死
刑
賛
成
は
左
派

連
合
が
１６
％
、
中
道
右
派
が
約
３０
％
。
男

女
別
で
は
男
性
３６
％
、
女
性
２２
％
で
す
。

か
つ
て
の
内
乱
時
の
右
派
・
左
派
の
影
響

が
今
で
も
残
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

―
―
死
刑
制
度
を
復
活
す
べ
き
だ
と
主
張

し
て
い
る
政
党
は
あ
り
ま
す
か
。

◆
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
刑
事
罰
の
最
高
刑
は
。

◆
終
身
刑
で
す
（
注
２
）。

―
１
年
間
に
発
生
す
る
殺
人
事
件
は
ど
の

く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

◆
２
０
０
７
年
が
１
１
６
件
、
２
０

０
８
年
が
１
１
９
件
で
し
た
。

―
―
死
刑
を
廃
止
し
た
こ
と
で
治
安
が
悪

化
し
ま
し
た
か
。

◆
そ
の
よ
う
な
影
響
は
あ
ま
り
な
い
と

思
い
ま
す
。
平
時
の
最
後
の
死
刑
執
行
は

２
０
０
年
も
前
で
す
か
ら
、
死
刑
制
度

と
治
安
は
あ
ま
り
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
死
刑
を
復
活
さ
せ
る

べ
き
だ
と
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
死
刑
が
犯
罪
防
止
の
役
割
を
果

た
す
と
は
言
え
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
昨
年
１２
月
３１
日
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
銃
の
乱
射
事
件
が

あ
り
ま
し
た
（
注
３
）。
自
殺
し
た
犯
人

を
含
め
６
人
が
死
亡
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
無
差
別
殺
人
事
件
が

あ
っ
て
も
世
論
は
死
刑
を
復
活
す
べ
き
だ

と
い
う
方
向
に
傾
か
な
い
の
で
す
か
。

事
件
の
背
景
を
追
求
す
る

◆
ほ
か
に
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に

仕
掛
け
ら
れ
た
爆
弾
が
爆
発
し
た
事
件

（
注
４
）
や
、
学
校
で
の
銃
乱
射
事
件
が

２
回
（
注
５
）
あ
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
は
近
年
、
重
大
な
殺
人
事
件
が
計

４
回
起
き
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
死
刑
を
復

活
せ
よ
と
い
う
発
想
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人

は
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
件

が
起
き
た
の
か
を
考
え
ま
す
。
事
件
を
起

こ
し
た
人
間
が
２０
代
の
若
者
で
、
社
会
か

ら
孤
立
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
ど
う
し
た

ら
事
件
を
防
げ
る
か
、
真
似
す
る
人
が
出

な
い
よ
う
に
で
き
る
か
、
議
論
は
そ
ち
ら

の
方
向
に
行
っ
て
い
ま
す
。
死
刑
復
活
論

に
は
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

―
―
身
内
を
殺
さ
れ
た
家
族
は
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
被
害

者
の
家
族
が
「
犯
人
を
死
刑
に
し
て
ほ
し

い
」
と
思
っ
た
り
、
メ
デ
ィ
ア
で
そ
の
気

持
ち
を
訴
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

◆
私
は
日
本
に
来
て
１
年
半
に
な
り
ま

す
。
日
本
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
含
む
Ｅ

Ｕ
諸
国
で
は
死
刑
に
対
す
る
被
害
者
家
族

や
メ
デ
ィ
ア
の
受
け
取
り
方
が
違
い
ま

す
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
凶
悪
事
件
の
デ

ィ
テ
ー
ル
を
追
い
、
家
族
は
こ
う
悲
し
ん

で
い
る
と
詳
し
く
伝
え
ま
す
ね
。

事
件
報
道
に
慎
重
な
メ
デ
ィ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
新
聞
や
メ
デ
ィ
ア
は

そ
う
し
た
こ
と
を
細
か
く
報
道
し
ま
せ

ん
。
犠
牲
者
の
家
族
は
自
分
た
ち
の
経
験

や
感
情
を
他
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
と
共
有

し
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
日
本

と
は
と
て
も
違
う
と
こ
ろ
で
す
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
容
疑
者
の
容

疑
が
確
定
す
る
前
に
事
件
を
細
か
く
報
道

す
る
こ
と
に
は
と
て
も
慎
重
で
す
。

―
―
被
害
者
の
家
族
に
対
す
る
公
的
な
救

済
制
度
は
あ
り
ま
す
か
。

９ HOPPOKEN ２０１０SPRING VOL．１５１



◆
精
神
的
、
金
銭
的
援
助
を
含
め
た
公

的
な
制
度
は
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

で
は
地
方
自
治
体
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
地
方
自
治
体
の
社
会
保
障
局
が

さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を
提
供
し
ま
す
。
国
の

法
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
救
済
を
受
け
ら
れ
る
連
絡
先
が
載
っ
て

い
ま
す
。

―
―
犯
罪
や
犯
罪
者
と
社
会
は
ど
の
よ
う

に
向
き
合
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

刑
罰
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
ど
の
よ
う
に

考
え
ま
す
か
。

◆
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
教
育
に
も
言
え

る
の
で
す
が
、
学
校
で
落
ち
こ
ぼ
れ
を
作

り
ま
せ
ん
。
社
会
に
お
い
て
も
落
ち
こ
ぼ

れ
を
作
ら
な
い
。
飛
び
抜
け
て
優
秀
な
人

を
学
校
で
も
社
会
で
も
作
ら
な
い
。
み
ん

な
平
等
に
、
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い

ま
す
。

犯
罪
の
予
防
を
重
視
す
る

銃
の
乱
射
の
よ
う
な
事
件
を
起
こ
す
人

は
社
会
で
孤
立
し
て
い
た
り
、
生
活
で
大

変
な
思
い
を
し
た
り
し
て
い
る
人
た
ち
で

す
。
一
番
い
い
の
は
、（
そ
う
い
う
人
の
存

在
に
）早
く
気
付
い
て
予
防
す
る
こ
と
。

そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
社
会
復
帰
を
図
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
が
と
て
も
必
要
だ
と
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
は
考
え
て
い
ま
す
。

死
刑
や
刑
罰
の
役
割
に
つ
い
て
、
日
本

と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
哲
学
の
違
い
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
を
含
め
ア
ジ

ア
で
は
死
刑
に
な
る
よ
う
な
罪
を
犯
し
た

人
間
に
対
し
、
被
害
者
の
家
族
は
自
分
に

代
わ
っ
て
国
家
が
復
讐
し
て
く
れ
る
と
考

え
る
。
自
分
は
復
讐
で
き
な
い
け
れ
ど

も
、
国
家
に
よ
る
復
讐
と
い
う
機
能
が
死

刑
に
は
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
の
半
面
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
に
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
哲
学
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
家
は
神
で
は
な

い
。
凶
悪
な
犯
罪
人
で
あ
っ
て
も
命
を
奪

わ
な
い
。
犯
罪
の
予
防
や
犯
罪
者
の
リ
ハ

ビ
リ
に
力
を
入
れ
る
。
そ
こ
が
刑
罰
の
役

割
に
つ
い
て
の
認
識
の
違
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
と
言
い
ま
し

た
が
、
実
は
北
欧
の
人
々
は
あ
ま
り
宗
教

的
で
は
な
い
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
的
価

値
観
と
い
う
よ
り
は
、
潜
在
的
に
人
権
や

命
を
尊
重
す
る
気
持
ち
が
北
欧
の
人
に
は

強
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
一
般
論
と
し
て
国
家
は
税
金
を
集
め

た
り
、
犯
罪
者
の
身
柄
を
拘
束
し
た
り

と
、
国
民
に
対
し
て
一
定
の
強
制
力
を
持

っ
て
い
る
存
在
で
す
。
独
裁
者
が
い
た

り
、
民
主
主
義
的
で
は
な
い
国
ほ
ど
国
家

の
国
民
に
対
す
る
強
制
力
は
暴
力
的
に
な

り
ま
す
。
自
国
民
の
デ
モ
隊
に
軍
隊
が
発

砲
し
た
り
す
る
の
が
よ
い
例
で
し
ょ
う
。

人
間
の
進
歩
の
た
め
に
国
家
の
暴
力
は
極

力
抑
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

考
え
方
と
死
刑
廃
止
は
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
か
。

◆
質
問
の
意
図
は
分
か
り
ま
す
し
、
そ

の
意
見
に
賛
成
で
す
。
私
は
高
校
生
だ
っ

た
１
９
８
３
年
に
交
換
留
学
生
と
し
て

ピ
ノ
チ
ェ
ッ
ト
政
権
下
の
チ
リ
に
い
ま
し

た
。
あ
る
日
の
反
政
府
デ
モ
で
１
日
に
４０

人
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
経
験
を

し
て
い
ま
す
。

民
主
的
で
あ
る
ほ
ど
暴
力
に
反
対

そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。
一
つ
の
国
が

民
主
主
義
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
国
民
は

国
家
に
よ
る
暴
力
に
反
対
だ
と
。
そ
こ
に

死
刑
廃
止
の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
最

後
の
死
刑
が
２
０
０
年
前
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
も
、
そ
れ
は
表
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
注
１
）
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
１
８
０
９

年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
ロ
シ
ア
に
割
譲

さ
れ
、
自
治
権
を
持
つ
大
公
国
に
な
っ

た
。
ロ
シ
ア
革
命
直
後
の
１
９
１
７
年

１２
月
、
ス
ヴ
ィ
ン
フ
ー
ブ
ド
首
相
の
下
で

独
立
を
宣
言
し
た
が
、
革
命
に
よ
る
政
権

奪
取
を
主
張
す
る
赤
衛
軍
（
左
派
）
が
政

府
軍
で
あ
る
白
衛
軍
（
右
派
）
と
翌
年
１

月
に
軍
事
衝
突
し
て
内
戦
が
勃
発
。
赤
衛

軍
は
革
命
政
権
を
一
時
樹
立
し
た
が
、
約

３
カ
月
余
り
で
敗
北
し
た
。
両
軍
の
死
者

は
約
３
万
６
０
０
０
人
に
達
し
、
こ
の

間
、
特
に
赤
衛
軍
の
捕
虜
に
対
し
虐
殺
や

拷
問
が
加
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
）
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
懲
役
刑
は
有

期
刑
か
終
身
刑
で
、
有
期
刑
は
最
短
２
週

間
、
最
長
１２
年
。
一
定
期
間
服
役
し
た
後

に
仮
釈
放
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
終
身
刑

の
仮
釈
放
は
大
統
領
の
特
赦
に
よ
っ
て
の

み
認
め
ら
れ
る
。

（
注
３
）
男
（
４６
）
が
銃
を
乱
射
し
４
人

が
死
亡
。
近
く
で
男
の
元
妻
が
射
殺
さ
れ

て
い
る
の
が
見
つ
か
り
、
男
も
自
殺
。

（
注
４
）
０２
年
１０
月
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
爆
弾
が
爆
発
し
７
人
が
死
亡
、

約
８０
人
が
負
傷
。
死
亡
し
た
化
学
専
攻
の

大
学
生
の
犯
行
と
み
ら
れ
、
自
宅
パ
ソ
コ

ン
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
爆
弾
の
製
造
方

法
を
調
べ
た
痕
跡
が
あ
っ
た
。

（
注
５
）
０７
年
１１
月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
南

部
の
高
校
で
男
子
生
徒
（
１８
）
が
拳
銃
を

発
砲
し
８
人
が
死
亡
。
０８
年
９
月
に
は
西

部
の
職
業
訓
練
学
校
で
男
が
銃
を
乱
射
し

１０
人
が
死
亡
、
男
も
自
殺
。
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―
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
死
刑
は
い
つ
、

ど
ん
な
理
由
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
か
。

最
後
の
執
行
は
１
９
１
０
年

◆
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
最
後
に
死
刑
が
執

行
さ
れ
た
の
は
１
９
１
０
年
で
す
。
も

う
一
人
、
１
９
１
７
年
に
死
刑
判
決
を

受
け
た
受
刑
者
が
い
ま
し
た
が
、
収
監
中

に
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
執
行
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
死
刑
制
度
が
廃
止
さ
れ

た
の
は
１
９
２
１
年
で
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
平
時
の
犯
罪
が
対
象
で
、
戦
時
の

死
刑
制
度
は
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
戦
争
が

そ
の
後
な
か
っ
た
の
で
、
戦
時
の
死
刑
執

行
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
７
２

年
に
戦
時
も
含
め
て
全
面
的
に
死
刑
は
禁

止
さ
れ
、
そ
の
後
、
憲
法
で
も
死
刑
が
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
か
。
死
刑
は
非
人

道
的
な
刑
罰
で
あ
る
か
ら
で
す
。
死
刑
の

代
わ
り
に
私
た
ち
は
終
身
刑
を
設
け
ま
し

た
。
人
道
的
な
観
点
か
ら
命
の
価
値
に
か

ん
が
み
、
い
か
に
残
虐
な
犯
罪
者
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
命
を
国
家
が
奪
う
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

死
刑
は
不
可
逆
的
な
刑
罰

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
死
刑
は
不
可
逆

的
な
刑
罰
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
執
行
し
て

し
ま
え
ば
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。
司

法
の
シ
ス
テ
ム
は
間
違
い
を
犯
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
誤
審
の
可
能
性
は
否
定
で
き

ま
せ
ん
。
無
実
の
人
が
刑
を
受
け
た
場

合
、
受
刑
中
な
ら
再
審
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ

り
ま
す
が
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
後
に
無

罪
だ
と
分
か
っ
て
も
取
り
返
し
が
つ
き
ま

せ
ん
。
死
刑
は
執
行
さ
れ
て
し
ま
え
ば
減

刑
も
か
な
わ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方

に
理
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
平
和
時
の
死
刑
廃
止
、
戦
時
を
含

む
死
刑
廃
止
と
い
う
二
つ
の
局
面
で
、
国

内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
ど
の
よ
う
に
取
り

ま
し
た
か
。

◆
１
９
２
１
年
の
平
時
の
死
刑
廃
止

の
時
は
意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
。
国
民
の

１
０
０
％
が
議
会
の
決
定
に
賛
成
し
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
議
会
は
リ
ベ
ラ

ル
派
と
左
派
の
社
民
党
が
多
数
派
で
し

た
。
正
直
に
言
っ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は

第
一
次
、
第
二
次
大
戦
と
も
に
参
戦
し
な

か
っ
た
こ
と
が
追
い
風
に
な
り
ま
し
た
。

当
然
視
さ
れ
た
完
全
廃
止

１
９
７
２
年
の
戦
時
の
廃
止
の
時
は

誰
も
驚
か
な
か
っ
た
し
、
大
し
た
議
論
に

も
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
７
６
年

に
憲
法
で
死
刑
が
禁
止
さ
れ
た
時
も
当
然

の
こ
と
と
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初

の
死
刑
廃
止
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初

に
廃
止
し
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
で

１
８
６
７
年
。
保
守
勢
力
の
台
頭
に
対

す
る
揺
り
戻
し
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体

で
リ
ベ
ラ
ル
派
が
席
巻
し
た
こ
と
が
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
が
死
刑
廃
止
に
同
調
す
る
方

向
に
向
か
っ
た
背
景
に
あ
り
ま
す
。

死
刑
復
活
の
動
き
は
皆
無

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
死
刑

を
廃
止
し
た
最
初
の
国
で
も
最
後
の
国
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
会
で
は
反
対
も
あ

っ
た
も
の
の
、
割
と
す
ん
な
り
死
刑
廃
止

は
実
現
し
ま
し
た
。
今
日
の
議
会
で
は
死

刑
を
復
活
す
る
べ
き
だ
と
い
う
声
は
聞
か

れ
ま
せ
ん
。
死
刑
を
復
活
す
る
べ
き
だ
と

い
う
動
き
は
今
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
言
え
ま
す
。

―
―
国
民
の
中
に
死
刑
を
復
活
す
べ
き

だ
と
い
う
声
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す

か
。
最
近
の
世
論
調
査
な
ど
が
あ
れ
ば
。

残
虐
な
犯
罪
者
の
命
に
も
価
値
が
あ
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ノ
レ
ー
ン
大
使
に
聞
く
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◆
最
近
は
誰
も
そ
う
い
っ
た
疑
問
を
持

ち
ま
せ
ん
。
議
会
も
死
刑
廃
止
に
１
０

０
％
賛
成
な
の
で
、そ
う
い
う
デ
ー
タ
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
個
人
的
に
は
自
分

の
娘
が
殺
さ
れ
た
ら
「
犯
人
を
死
刑
に
」

と
思
う
人
は
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―
現
在
の
最
高
刑
の
終
身
刑
に
仮
釈

放
は
あ
り
ま
す
か
。

◆
仮
釈
放
は
あ
り
ま
す
。
終
身
刑
で
あ

っ
て
も
、
受
刑
中
の
態
度
が
良
け
れ
ば
早

く
釈
放
さ
れ
ま
す
。
個
別
の
ケ
ー
ス
に
も

よ
り
ま
す
が
、
重
大
で
残
虐
な
殺
人
罪
は

大
抵
終
身
刑
に
な
り
ま
す
（
注
１
）。
日

本
で
は
死
刑
廃
止
論
者
の
方
々
が
仮
釈
放

な
し
の
終
身
刑
の
制
度
化
を
死
刑
廃
止
の

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
よ
う
と
主
張
し
て

い
ま
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
そ
の
よ

う
な
重
無
期
刑
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
日
本
で
は
オ
ウ
ム
真
理
教
の
信
者

た
ち
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
と
か
、

若
者
が
秋
葉
原
で
通
行
人
を
次
々
と
ナ
イ

フ
で
殺
傷
す
る
と
い
っ
た
無
差
別
殺
人
事

件
が
近
年
起
き
て
い
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
は
そ
の
よ
う
な
事
件
が
最
近
起
き
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

◆
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
時
々
、
残
虐
な

犯
罪
が
あ
り
ま
す
。
被
害
者
の
親
族
や
家

族
は
厳
し
い
被
害
者
感
情
を
当
然
持
ち
ま

す
。
し
か
し
、
犯
人
を
死
刑
に
す
べ
き
と

は
誰
も
言
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
犯
罪
者

が
重
い
刑
罰
を
受
け
る
の
は
当
然
で
す
。

例
外
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い

死
刑
に
反
対
す
る
以
上
、
ど
ん
な
場
合

で
も
死
刑
を
適
用
し
て
は
い
け
な
い
と
主

張
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

死
刑
に
な
っ
た
イ
ラ
ク
の
サ
ダ
ム
・
フ
セ

イ
ン
元
大
統
領
の
場
合
も
そ
う
で
す
。
彼

は
大
統
領
の
時
に
多
く
の
人
命
を
奪
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は

い
か
な
る
人
も
死
刑
に
す
べ
き
で
は
な
い

と
い
う
立
場
な
の
で
、
こ
の
時
の
裁
定
に

も
反
対
し
ま
し
た
。

死
刑
を
廃
止
し
て
も
、
例
外
的
に
残
虐

な
犯
罪
に
は
死
刑
を
適
用
し
て
も
い
い
と

い
う
立
場
を
取
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
残
虐

な
犯
罪
は
い
つ
で
も
存
在
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
例
外
の
連
続
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
憎
む
べ
き
罪
を
犯
し
た
人
に
重
罰
を

科
す
の
は
当
然
で
す
が
、
命
を
取
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

―
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
身
内
を
殺
さ

れ
た
家
族
が
犯
人
を
死
刑
に
す
べ
き
と
は

言
わ
な
い
と
い
う
お
話
で
し
た
が
、
た
と

え
そ
う
思
っ
て
も
言
葉
に
し
な
い
の
か
、

そ
の
よ
う
な
家
族
の
気
持
ち
を
メ
デ
ィ
ア

は
報
道
し
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
ど

ち
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
日
本
で
は
被
害
者

感
情
が
重
視
さ
れ
て
、
犯
人
を
死
刑
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
家
族
の
声
が
メ
デ
ィ
ア

で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
本
で
は
死
刑
制
度
が
あ
り
、
死
刑

の
宣
告
が
日
常
的
に
あ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト

（
文
脈
）
が
異
な
り
ま
す
。
死
刑
制
度
が

あ
れ
ば
、
息
子
や
娘
を
殺
さ
れ
た
家
族
が

犯
人
の
死
刑
を
望
む
の
は
当
然
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

「
犯
人
を
死
刑
に
」
の
発
想
が
な
い

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
場
合
、
殺
人
事
件
の

被
害
者
の
家
族
・
親
戚
は
大
き
な
喪
失
感

を
持
ち
ま
す
が
、
犯
人
の
命
を
奪
っ
て

も
、
殺
さ
れ
た
命
は
返
っ
て
こ
な
い
と
考

え
る
と
思
い
ま
す
。
死
刑
執
行
が

１
０
０
年
間
な
い
の
で
、
人
々
の
考
え

に
死
刑
が
な
い
の
で
す
。
従
っ
て
死
刑
制

度
が
あ
る
日
本
と
比
較
す
る
の
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―
被
害
者
の
家
族
に
対
す
る
国
と
し

て
の
精
神
的
・
経
済
的
な
救
済
制
度
は
あ

り
ま
す
か
。

◆
あ
り
ま
す
。
殺
人
者
に
は
損
害
賠
償

の
義
務
が
発
生
し
ま
す
が
、
支
払
え
な
け

れ
ば
国
家
が
肩
代
わ
り
し
ま
す
。
精
神
的

な
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
殺
人
の
被
害

に
よ
っ
て
収
入
を
失
っ
た
家
族
に
は
財
政

的
な
支
援
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

よ
う
な
社
会
的
支
援
は
あ
り
ま
す
。
殺
人

者
は
死
刑
に
な
っ
て
被
害
者
の
家
族
に
対

し
て
罪
を
償
う
べ
き
だ
と
い
う
意
見
は
今

の
と
こ
ろ
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
１
年
間
に
発
生
す
る
殺
人
事
件
は

ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

◆
デ
ー
タ
が
載
っ
て
い
る
サ
イ
ト
を
お

教
え
し
ま
し
ょ
う
（
注
２
）。

（
死
刑
存
置
国
の
）
米
国
や
日
本
で

は
、
死
刑
の
廃
止
に
よ
っ
て
犯
罪
が
増
え

る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
死
刑
の
廃
止
と

犯
罪
の
増
加
と
の
間
に
は
全
く
関
連
が
な

い
と
思
い
ま
す
。
死
刑
廃
止
後
も
殺
人
事

件
な
ど
の
犯
罪
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

飲
酒
の
方
が
犯
罪
を
誘
発

第
二
次
大
戦
後
は
や
や
増
え
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
量
と
の
関

係
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
飲
酒
し
て
犯
罪
に
走
る
こ
と
は
非

常
に
よ
く
あ
り
ま
す
。
我
々
は
ア
ル
コ
ー

ル
の
消
費
を
減
ら
そ
う
と
努
力
し
て
い
ま

す
。
犯
罪
（
の
抑
止
）
も
理
由
の
一
つ
で

す
。
日
本
で
も
飲
酒
税
を
導
入
し
た
方
が

死
刑
を
存
続
さ
せ
る
よ
り
も
効
果
的
な
犯

罪
の
抑
止
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

―
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
犯
罪
や
犯
罪

者
、
刑
罰
を
ど
う
と
ら
え
て
い
ま
す
か
。

◆
刑
罰
の
役
割
は
端
的
に
は
犯
罪
の
抑

止
で
す
。
刑
を
受
け
た
人
は
受
刑
中
に
社

会
復
帰
に
向
け
た
再
教
育
を
受
け
る
べ
き
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で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
格
・
行
動
が
変
容

す
る
た
め
の
時
間
と
い
う
意
味
も
刑
罰
に

は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
も

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
刑
罰
と
は
犯
罪
を
抑

止
し
、
罪
を
犯
し
た
人
の
行
動
を
修
正
し

再
教
育
す
る
機
会
と
と
ら
え
ま
す
。

犯
罪
抑
止
効
果
に
証
拠
な
し

国
際
的
な
統
計
を
み
る
と
、
死
刑
の
存

置
に
よ
っ
て
殺
人
率
・
犯
罪
率
が
低
下
し

た
と
い
う
証
拠
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ

ん
。
米
国
、
そ
し
て
民
主
主
義
で
は
な
い

国
で
、
死
刑
の
存
置
に
よ
っ
て
犯
罪
を
減

ら
し
た
と
い
う
統
計
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
死
刑
存
置
が
犯
罪
の
抑
止
力
に
な

る
と
い
う
統
計
は
存
在
し
な
い
の
で
す
。

今
回
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も

メ
ン
バ
ー
の
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
の
加
盟

国
は
死
刑
を
廃
止
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
存
置
し
て
い
れ
ば
メ
ン
バ
ー
に
な
れ

ま
せ
ん
。
現
在
の
加
盟
２７
カ
国
の
中
に
は

最
近
ま
で
死
刑
制
度
が
あ
っ
た
国
も
あ
り

ま
す
が
、
今
は
す
べ
て
が
廃
止
国
で
す
。

―
―
大
き
な
歴
史
の
流
れ
と
し
て
世
界

で
は
死
刑
廃
止
国
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
単
に
命
や
人
権
を
尊
重
す
る
価
値
観

が
高
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
家

が
合
法
的
に
行
使
で
き
る
暴
力
を
必
要
最

小
限
の
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

方
が
根
底
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

◆
そ
れ
は
非
常
に
的
を
射
た
考
え
で

す
。
世
界
の
３
分
の
２
の
国
々
で
現
在
、

死
刑
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
主
主
義

国
で
存
置
し
て
い
る
の
は
日
本
と
米
国
だ

け
で
す
。
米
国
も
州
に
よ
っ
て
は
廃
止
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
開
発
途
上
国
、
民

主
主
義
で
は
な
い
国
で
死
刑
を
存
置
し
て

い
る
国
は
多
い
。
中
国
と
イ
ラ
ン
で
は
多

く
の
死
刑
が
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
日
本
政
府
の
内
閣
府
が
５
年
ご
と

に
行
う
世
論
調
査
で
、
死
刑
容
認
の
世
論

が
過
去
最
高
の
８５
％
に
達
し
ま
し
た
。

◆
世
論
調
査
の
質
問
の
仕
方
に
ど
う
か

と
思
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。「
死
刑
は
や
む

を
得
な
い
か
」
と
い
う
聞
き
方
は
「
死
刑

に
賛
成
か
、
反
対
か
」
と
い
う
聞
き
方
と

は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
全
く
違
い
ま
す
。

政
治
家
が
世
論
の
啓
発
を

死
刑
に
反
対
す
る
国
会
議
員
が
日
本
に

も
い
ま
す
。
そ
の
考
え
は
選
挙
区
の
有
権

者
の
意
見
と
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
国
民
の
意
見
を
リ
ー
ド
す
る
行

動
を
政
治
家
が
率
先
し
て
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
政
治
家
が
国
民
の
意
見
を
そ
の

方
向
に
持
っ
て
い
く
の
で
す
。
韓
国
で
は

死
刑
制
度
は
存
続
し
て
い
ま
す
が
、
執
行

が
１０
年
以
上
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
も
最
近
ま
で
死
刑
制
度
が
あ
り
ま

し
た
が
、
国
民
の
意
見
は
別
に
し
て
、
国

際
社
会
の
潮
流
に
同
意
す
べ
き
だ
と
い
う

方
向
に
動
い
て
い
ま
す
。
死
刑
廃
止
は
政

治
家
が
責
任
を
持
っ
て
国
民
を
リ
ー
ド
す

る
こ
と
が
大
事
な
問
題
で
す
。

日
本
の
国
会
議
員
に
非
公
開
で
調
査
を

す
れ
ば
、
死
刑
制
度
に
賛
成
す
る
議
員
は

８５
％
に
満
た
な
い
で
し
ょ
う
。
国
民
で
も

存
置
を
本
当
に
望
む
声
は
５０
〜
６０
％
ぐ
ら

い
で
は
な
い
で
す
か
。
国
会
議
員
が
「
死

刑
廃
止
」
と
い
う
旗
を
立
て
て
選
挙
活
動

を
し
な
い
の
は
、
死
刑
廃
止
を
公
約
に
掲

げ
る
と
当
選
し
な
い
と
い
う
心
配
が
あ
る

か
ら
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
亀
井
静
香
大

臣
（
注
３
）
は
死
刑
制
度
に
反
対
で
も
１１

回
も
当
選
し
て
い
ま
す
よ
。
死
刑
に
反
対

で
も
政
治
生
命
を
失
わ
な
い
こ
と
を
表
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

高
ま
る
執
行
停
止
の
可
能
性

新
し
い
民
主
党
政
権
に
は
死
刑
制
度
に

反
対
の
人
が
多
い
。
中
に
は
国
会
で
表
立

っ
て
死
刑
反
対
を
唱
え
て
い
た
人
も
い
ま

す
。
一
夜
に
し
て
日
本
で
死
刑
を
廃
止
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
モ
ラ
ト

リ
ア
ム
（
執
行
停
止
）
の
可
能
性
は
今
後

数
年
間
で
高
ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

今
の
日
本
は
死
刑
制
度
を
論
議
す
る
時

期
で
す
。
Ｅ
Ｕ
議
長
国
と
し
て
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
も
主
催
者
に
加
わ
り
、
昨
年
１２
月
に

早
稲
田
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た

理
由
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
（
注
４
）。

（
注
１
）
近
年
、
日
本
で
報
道
さ
れ
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
殺
人
事
件
と
し
て
は
、
０３

年
９
月
に
あ
っ
た
ア
ン
ナ
・
リ
ン
ド
外
相

（
４６
）
刺
殺
事
件
が
あ
る
。
犯
人
の
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
系
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
男
性

（
２５
）
に
対
し
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
地
方

裁
判
所
は
０４
年
３
月
、
求
刑
通
り
終
身
刑

を
言
い
渡
し
た
。

（
注
２
）N

ationalC
ouncilforC

rim
e

Prevention
in
Sw
eden

こ
の
サ
イ
ト

に
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
犯
罪
統
計

２
０
０
８
」
に
よ
る
と
、
０８
年
に
殺
人

罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
の
は
１
１
４

人
。
そ
の
う
ち
９０
人
が
懲
役
刑
で
、
１６
人

が
精
神
鑑
定
に
回
さ
れ
た
。
懲
役
刑
の
９０

人
の
う
ち
、
１０
人
が
終
身
刑
、
８０
人
が
有

期
刑
。
有
期
懲
役
刑
の
平
均
は
７
年
７
カ

月
だ
っ
た
。

（
注
３
）
亀
井
静
香
・
金
融
・
郵
政
改
革

担
当
大
臣
。
亀
井
氏
は
衆
院
広
島
６
区
選

出
で
、
国
民
新
党
代
表
。
０１
年
か
ら
「
死

刑
廃
止
を
推
進
す
る
議
員
連
盟
」
会
長
。

（
注
４
）
０９
年
１２
月
２
日
、「
い
の
ち
の

意
味
を
考
え
る
―
死
刑
制
度
に
関
す
る
欧

州
と
ア
ジ
ア
の
視
点
」
を
テ
ー
マ
に
Ｅ
Ｕ

Ｉ
Ｊ
早
稲
田
・
駐
日
欧
州
委
員
会
代
表
部

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
が
共
催
。
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（
オ
ス
ロ
大
学
で
法
律
学
修
士
課
程
を
修

了
し
た
研
修
生
、ト
ニ
エ
・
ア
イ
レ
ル
ト
セ

ン
さ
ん＝

写
真
左＝

が
同
席
し
て
助
言
）

―
―
昨
年
１０
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
ノ

ル
ウ
ェ
ー
は
世
界
で
囚
人
に
最
も
寛
容
な

国
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
（
注
１
）。

再
犯
防
止
を
重
視

◆
番
組
を
見
て
い
な
い
の
で
正
確
な
コ

メ
ン
ト
は
差
し
控
え
ま
す
が
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
は
犯
罪
者
の
再
犯
防
止
、
犯
罪
の
予
防

に
重
き
を
置
い
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
犯
罪
者
が
正
当
な
罰
を
受
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
し
か
し
、
よ
り
重
要
な
の

は
、
罰
を
受
け
て
い
る
間
に
適
切
な
ケ
ア

・
教
育
を
受
け
、
社
会
に
戻
っ
た
時
に
責

任
あ
る
メ
ン
バ
ー
と
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
シ
ス
テ
ム
は
甘
過
ぎ
る

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
犯
罪

に
厳
罰
で
臨
ん
で
い
る
国
に
比
べ
て
犯
罪

率
が
高
く
な
く
、
逆
に
低
い
の
で
す
。
罰

を
厳
し
く
す
る
こ
と
が
再
犯
を
防
ぐ
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。
再
犯
防
止
の
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ア
を
す
る
か
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）

加
盟
国
で
は
な
い
が
、
死
刑
廃
止
国
で

す
。
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
廃
止
を

決
め
た
の
で
す
か
。

◆
欧
州
評
議
会
で
「
死
刑
を
な
く
し
て

い
こ
う
」
と
い
う
緩
や
か
な
ル
ー
ル
づ
く

り
の
流
れ
が
あ
り
、（
そ
の
一
環
と
し

て
）C

onvention
of
H
um
an
R
ights

（
欧
州
人
権
条
約
）
を
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
批

准
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
批
准
し
て
い
る

以
上
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
Ｅ
Ｕ
メ
ン
バ
ー
で

は
な
く
て
も
、
死
刑
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
と
言
え
ま
す
。

最
後
の
執
行
は
１
８
７
６
年

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
最
後
の
死
刑
執
行
は

１
８
７
６
年
で
、
そ
の
後
は
死
刑
を
や

め
て
終
身
刑
に
移
行
す
る
動
き
に
な
り
、

刑
法
上
は
１
９
０
２
年
に
正
式
に
廃
止

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
軍
隊
で
は
戦
時
に

限
り
死
刑
は
存
続
し
て
い
ま
し
た
。
軍
隊

も
含
め
て
理
由
に
か
か
わ
ら
ず
、
完
全
に

廃
止
さ
れ
た
の
は
１
９
７
９
年
で
す
。

死
刑
を
廃
止
し
た
一
番
の
理
由
は
人
権
へ

の
配
慮
で
す
。
国
が
人
を
殺
す
こ
と
に
矛

盾
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
、
無

実
の
人
を
誤
っ
て
死
刑
に
し
て
し
ま
う
恐

れ
も
大
き
な
理
由
で
し
た
。

―
―
１
９
０
２
年
に
国
内
世
論
は
ど
の

よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
の
で
す
か
。

◆
賛
否
両
論
が
あ
り
ま
し
た
。
死
刑
廃

止
に
賛
成
の
人
は
「
生
き
る
権
利
は
人
間

の
基
本
的
権
利
で
あ
り
、
国
家
が
そ
れ
を

奪
っ
て
も
い
い
の
か
」
と
言
い
、
反
対
の

人
は
「
死
刑
を
廃
止
す
る
と
、
犯
罪
を
防

ぐ
力
が
弱
ま
る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

戦
時
に
お
い
て
死
刑
を
犯
罪
防
止
の
手

段
に
使
う
こ
と
は
意
味
が
あ
り
ま
し
た

が
、
戦
争
を
離
れ
て
日
常
の
世
界
に
戻
る

と
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
殺
人
事
件
の
ほ
と
ん

ど
は
怨
恨
か
ら
起
き
て
お
り
、
無
差
別
殺

人
の
よ
う
な
事
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
ら
ば
死
刑
は
殺
人
事
件
を
防
ぐ
手

段
と
し
て
は
意
味
が
な
い
と
考
え
ら
れ
た

の
で
す
。

―
―
戦
時
の
死
刑
は
ど
の
よ
う
な
罪
に
適

用
さ
れ
た
の
で
す
か
。

◆
国
家
へ
の
反
逆
と
か
、（
敵
に
内
通

す
る
）
ス
パ
イ
行
為
、
市
民
の
殺
害
で

す
。
第
二
次
大
戦
中
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
ド

イ
ツ
に
占
領
さ
れ
、
傀
儡
政
権
が
樹
立
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
ド
イ
ツ
に
協
力
し

た
ク
ヴ
ィ
ス
リ
ン
グ
（
注
２
）
ら
に
戦

犯
罪
防
止
に
死
刑
は
意
味
が
な
い

ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館

ド
ッ
テ
・
バ
ッ
ケ
一
等
書
記
官
に
聞
く
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後
、
死
刑
が
宣
告
さ
れ
、
執
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
罪
に
対
し
て
死
刑
は

正
当
化
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
１
９
７
９
年
の
完
全
な
死
刑
廃
止

の
時
、
国
内
の
賛
否
は
ど
う
で
し
た
か
。

人
権
尊
重
の
声
の
高
ま
り

◆
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
法
改
正
す
る
時
は
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
必
ず
し
ま
す
。
１
９
０
２
年

の
死
刑
廃
止
に
至
る
ま
で
の
議
論
が
も
っ

と
深
ま
る
よ
う
な
大
き
な
議
論
が
も
ち
ろ

ん
あ
り
ま
し
た
。
基
本
的
人
権
を
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
が
も
っ
と

大
き
く
な
り
、
戦
時
も
含
め
て
の
廃
止
が

決
ま
り
ま
し
た
。
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
戦
時
に
限
れ
ば
死
刑
は
犯
罪
防
止
に

意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
で

す
。
し
か
し
、
基
本
的
人
権
を
重
視
す
べ

き
だ
と
い
う
意
見
が
そ
れ
を
凌
駕
し
ま
し

た
。

―
―
現
時
点
で
死
刑
復
活
を
望
む
世
論
は

ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

◆
法
務
省
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
そ
の

よ
う
な
デ
ー
タ
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
う
い
っ
た
議
論
が
国
内
の
ど
こ
か

に
あ
る
の
か
、
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。
死

刑
復
活
を
望
む
意
見
が
全
く
な
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
見
つ
け
る
に
は

相
当
な
努
力
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
死
刑
復
活
を
う
た

っ
て
い
る
政
党
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
憲
法
に
死
刑
廃
止
を
う
た
っ
て
い
ま

す
か
。

◆
憲
法
に
死
刑
に
関
す
る
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
死
刑
を
復
活
す
る
た

め
に
憲
法
改
正
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
国
際
的
な
取
り
決
め
と
し
て
の
死

刑
廃
止
の
条
約
を
批
准
し
て
い
る
以
上
、

死
刑
復
活
は
非
常
に
難
し
い
。

―
―
刑
事
罰
の
最
高
刑
は
？

◆
懲
役
２１
年
で
す
。
終
身
刑
は
あ
り
ま

せ
ん
。

―
―
死
刑
廃
止
に
代
わ
っ
て
終
身
刑
を
導

入
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
は
な
か
っ
た
の

で
す
か
。

「
終
身
刑
を
」
の
声
は
な
い

◆
懲
役
２１
年
は
軽
過
ぎ
る
、
も
っ
と
長

く
す
る
べ
き
だ
と
い
う
議
論
は
あ
り
ま

す
。
３０
年
に
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
、
戦
時

の
犯
罪
の
最
高
刑
を
懲
役
３０
年
に
す
べ
き

だ
と
か
。
し
か
し
、
終
身
刑
を
入
れ
る
べ

き
だ
と
い
う
議
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。

有
期
懲
役
刑
の
期
間
を
長
く
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
長
い
議
論
が

１
９
８
０
年
代
か
ら
あ
り
ま
す
。
こ
の

ご
ろ
、
戦
時
は
３０
年
に
し
よ
う
と
い
う
気

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
深
刻
な
性
的
犯

罪
も
、
も
う
少
し
刑
期
を
長
く
す
べ
き
だ

と
い
う
議
論
が
最
近
聞
か
れ
ま
す
。

―
―
日
本
で
は
理
由
の
分
か
ら
な
い
無
差

別
殺
人
事
件
が
時
々
起
こ
り
ま
す
が
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
で
は
全
く
な
い
の
で
す
か
。

◆
全
く
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん

が
、
年
間
２５
〜
４０
件
発
生
す
る
殺
人
事
件

を
統
計
的
に
み
る
と
、
恨
み
や
嫉
妬
な

ど
、
近
い
人
間
関
係
の
感
情
に
起
因
す
る

事
件
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

―
―
殺
人
事
件
の
被
害
者
の
遺
族
が
犯
人

を
死
刑
に
し
て
ほ
し
い
と
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
訴
え
る
こ
と
が
日
本
で
は
あ
り
ま
す
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

◆
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
犯
罪
者
と
被
害
者

・
家
族
を
守
る
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
が
同
時

に
働
き
ま
す
。
家
族
は
弁
護
士
を
雇
い
、

加
害
者
に
補
償
を
請
求
し
、
法
廷
に
参
加

す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
自
主
規
制

被
害
者
の
遺
族
が
犯
人
の
死
刑
を
望
ん

で
い
る
と
い
っ
た
新
聞
報
道
を
私
は
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
か
す
る
と
遺

族
は
そ
う
言
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
は
被
害
者
遺
族
を

守
る
と
い
う
倫
理
的
な
拘
束
が
あ
り
、
被

害
者
遺
族
が
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
す
る
こ
と

を
防
ぐ
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

遺
族
に
感
情
的
な
言
動
が
あ
っ
て
も
、

そ
の
ま
ま
報
道
す
る
の
で
は
な
く
、
落
ち

着
い
た
報
道
を
す
る
こ
と
が
被
害
者
家
族

を
守
る
こ
と
だ
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な
報
道
を
見
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
は
、
容
疑
者
が
犯
人
で
あ
る
こ
と

が
ど
ん
な
に
明
ら
か
な
場
合
で
も
、
逮
捕

さ
れ
た
時
点
で
は
な
く
、
法
廷
で
有
罪
が

確
定
す
る
ま
で
犯
人
と
見
な
し
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
容
疑
者
を
責
め
る
言
動
が
遺
族
に

あ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
報
道
し
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
倫
理
観
が

あ
っ
て
自
主
的
な
報
道
規
制
が
働
い
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
般
社
会
、
犯
罪
学
の
中
で
は
、
法
廷

で
の
公
正
な
裁
き
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の

で
、
裁
判
に
至
る
前
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
報
道
し
て
事
前
の
知
識
や
感
情
を
与
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
裁
定
に
バ
イ
ア
ス
を
与

え
る
こ
と
を
防
ぐ
目
的
も
あ
り
ま
す
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
社
会
の
考
え
方
を
表
す
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
な
事
件
が
数
年
前
に
あ
り
ま

し
た
。
オ
ス
ロ
市
内
の
市
電
で
、
行
き
ず

り
の
若
者
が
１
人
殺
さ
れ
ま
し
た
。
犯
人

は
移
民
で
精
神
病
を
患
っ
て
い
ま
し
た
。

移
民
を
ど
う
処
遇
す
べ
き
か
、
精
神
疾
患

を
持
つ
人
を
ど
う
ケ
ア
す
べ
き
か
、
み
ん

な
で
議
論
し
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
そ
の

よ
う
な
人
を
社
会
に
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
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れ
、
犯
罪
を
防
止
で
き
る
か
、
と
い
う
視

点
の
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
く
ら
い

の
刑
罰
に
値
す
る
か
と
か
、
被
害
者
家
族

の
気
持
ち
は
ど
う
か
と
い
っ
た
こ
と
は
一

切
、
焦
点
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
公
的
な
救
済

制
度
は
あ
り
ま
す
か
。

精
神
的
ケ
ア
は
自
治
体
の
責
任

◆
被
害
者
に
対
す
る
補
償
能
力
が
犯
罪

者
に
な
け
れ
ば
、
国
家
か
ら
拠
出
す
る
た

め
の
基
金
が
あ
り
ま
す
。
精
神
的
な
ケ
ア

は
自
治
体
が
責
任
を
持
ち
ま
す
。

―
―
国
家
の
暴
力
を
小
さ
く
す
る
こ
と
と

死
刑
廃
止
は
関
係
が
あ
る
と
お
考
え
に
な

り
ま
す
か
。

◆
基
本
的
な
生
き
る
権
利
を
認
め
る
こ

と
が
死
刑
廃
止
の
一
番
の
眼
目
で
す
が
、

そ
れ
は
同
時
に
国
家
が
行
使
す
る
暴
力
を

小
さ
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

私
は
思
い
ま
す
。
国
家
に
よ
る
殺
人
を
認

め
て
し
ま
う
と
、
何
で
も
あ
り
に
な
っ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
国
家
の
権
力

を
社
会
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
抑
止
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
裁
判
員
制
度
（
注
３
）
も

国
家
の
持
つ
権
力
を
一
般
市
民
が
抑
止

し
、
監
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

武
装
し
な
い
警
察
官

ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
国
家
の
暴
力
を
抑
制
し

て
い
る
社
会
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
例
に

警
察
官
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
街
頭
で
見
か

け
る
警
察
官
は
銃
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
凶
悪
な
殺
人
事
件
や
人
質
を

取
っ
た
立
て
こ
も
り
の
よ
う
な
暴
力
事
件

が
あ
れ
ば
、
警
察
官
は
武
器
を
持
っ
て
駆

け
つ
け
ま
す
。
し
か
し
、
普
段
は
武
器
を

持
た
な
い
こ
と
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
警
察
の
大

事
な
原
則
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
日
本
で
は
死
刑
容
認
の
世
論
が
８５
％

あ
り
ま
す
。
ど
う
思
い
ま
す
か
。

日
本
の
世
論
に
つ
い
て

◆
個
人
的
な
意
見
と
し
て
、
少
し
怖
い

数
字
で
は
あ
り
ま
す
。
日
本
国
内
の
議
論

を
克
明
に
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
コ
メ
ン
ト
に
な
り

ま
せ
ん
が
、
基
本
的
人
権
を
大
事
に
考
え

る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
と
し
て
は
驚
き
で
す
。

同
時
に
死
刑
廃
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
団

体
も
日
本
に
は
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た

人
々
が
ど
の
よ
う
な
難
問
に
直
面
し
、
こ

の
数
字
を
ど
う
み
て
い
る
の
か
、
知
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
世
論
調
査
の
数
字
は
バ
イ
ア
ス

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
質
問
の
し

か
た
に
よ
っ
て
人
々
の
意
見
は
揺
れ
動
く

も
の
で
す
。
新
聞
の
見
出
し
を
そ
の
ま
ま

う
の
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。

こ
れ
も
個
人
的
な
意
見
で
す
が
、
裁
判

員
制
度
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
は
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
市
民
が
裁
判
員
に
な

る
こ
と
で
こ
う
し
た
世
論
が
今
後
、
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
、
興
味
が
あ
り

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
話
題
に
な

り
、
法
廷
内
の
議
論
が
透
明
性
を
持
っ
て

く
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
こ
れ
か
ら

起
き
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
犯
罪
に
社
会
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
べ
き
で
す
か
。

◆
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
犯
罪
全

体
を
考
え
た
時
、
犯
罪
者
の
ケ
ア
、
再
犯

の
防
止
が
一
番
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

犯
罪
は
個
人
的
な
こ
と
で
あ
り
、
社
会
的

な
も
の
で
も
あ
る
と
再
犯
防
止
の
観
点
か

ら
考
え
ま
す
。

報
復
を
優
先
し
な
い

刑
罰
を
与
え
る
目
的
は
同
じ
犯
罪
を
繰

り
返
さ
な
い
こ
と
、
社
会
の
混
乱
を
防
ぐ

こ
と
に
あ
り
、
犯
罪
者
に
対
す
る
報
復
を

優
先
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

１
０
０
年
間
で
み
ら
れ
た
考
え
方
の
変

化
で
す
。
１
０
０
年
前
ま
で
は
ど
こ
の

国
で
も
報
復
が
処
罰
の
大
き
な
目
的
で
し

た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
こ
の
１
０
０
年
で

再
犯
防
止
、
社
会
の
混
乱
の
防
止
と
い
う

方
向
に
シ
フ
ト
し
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

（
注
１
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
１
で
報
道
さ
れ

た
「
未
来
へ
の
提
言

犯
罪
学
者

ニ
ル

ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
〜
囚
人
に
や
さ
し
い
国

か
ら
の
報
告
〜
」。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

作
家
の
森
達
也
さ
ん
が
オ
ス
ロ
大
学
教
授

の
犯
罪
学
者
、
ニ
ル
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
氏

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。「
修
復
的
司
法
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
厳
罰
化
は
犯
罪
抑
止
に
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
を
検
証
し
た
（
本
誌
今
号

２６
〜
２８
�
参
照
）。

（
注
２
）
ヴ
ィ
ド
ク
ン
・
ク
ヴ
ィ
ス
リ
ン

グ
（
１
８
８
７
〜
１
９
４
５
年
）。
政
治

家
、
軍
人
。
１
９
４
０
年
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
に
侵
攻
し
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
協
力

し
、
傀
儡
政
権
の
首
相
に
就
任
。
ナ
チ
ス

敗
北
後
の
裁
判
で
ク
ヴ
ィ
ス
リ
ン
グ
を
含

む
２５
人
が
殺
人
の
罪
で
死
刑
判
決
を
受
け

た
。
参
考
文
献
『
北
欧
現
代
史
』（
山
川
出

版
社
）

（
注
３
）
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
市
民
が
一
定
の

任
期
を
持
っ
て
裁
判
に
参
加
す
る
参
審
員

制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
昨
年
５
月
に
始

ま
っ
た
日
本
の
裁
判
員
制
度
は
こ
れ
を
モ

デ
ル
に
し
た
と
さ
れ
る
。
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―
―
デ
ン
マ
ー
ク
で
死
刑
を
廃
止
し
た

経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

最
後
の
執
行
は
１
８
９
２
年

◆
二
つ
の
段
階
が
あ
り
ま
し
た
。

１
８
９
２
年
の
死
刑
執
行
を
最
後
に
し

ば
ら
く
死
刑
が
な
く
な
り
、
１
９
３
０

年
に
軍
事
関
係
を
除
い
て
１
回
目
の
廃
止

が
決
ま
り
ま
し
た
。
廃
止
の
理
由
は
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
冤
罪
に
よ
る
死
刑
執

行
を
防
ぐ
た
め
。
も
う
一
つ
は
、
一
生
涯

を
刑
務
所
で
送
る
方
が
死
刑
よ
り
も
厳
し

い
だ
ろ
う
と
い
う
議
論
で
す
。
死
刑
執
行

が
４０
年
近
く
な
い
中
で
１
９
３
０
年
の

こ
ろ
は
理
想
論
を
議
論
す
る
時
期
で
し

た
。
死
刑
が
あ
れ
ば
殺
人
事
件
は
避
け
ら

れ
る
の
か
、
あ
ま
り
影
響
は
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
も
と
も
と
死
刑
が
少
な
い

国
で
し
た
か
ら
、
廃
止
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
犯
に
死
刑
を
復
活

し
か
し
、
第
二
次
大
戦
で
状
況
が
変
わ

り
、
１
９
４
５
年
か
ら
５
年
間
、
戦
犯

の
た
め
だ
け
に
死
刑
制
度
が
復
活
し
ま
し

た
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
大
戦
中
、
ド
イ
ツ
に

占
領
さ
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
と
組
ん
で
デ

ン
マ
ー
ク
国
民
を
殺
害
し
た
戦
犯
た
ち
に

死
刑
が
宣
告
さ
れ
ま
し
た
（
注
１
）。
私

の
印
象
で
は
、
そ
の
時
の
世
論
も
死
刑
は

間
違
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

一
方
で
戦
犯
に
復
讐
し
た
い
気
持
ち
も
強

く
あ
り
、
そ
の
気
持
ち
を
鎮
め
る
た
め
に

死
刑
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

１
９
３
０
年
以
降
も
軍
事
関
係
の
犯

罪
に
は
死
刑
が
存
続
し
て
い
ま
し
た
が
、

制
度
と
し
て
あ
っ
た
だ
け
で
１
０
０
年

間
ぐ
ら
い
使
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
死
刑
廃
止
の
二
つ
目
の
段
階
と
し

て
）
こ
れ
も
１
９
７
８
年
に
な
く
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
い
か
な
る
例
外
も
な

く
、
死
刑
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
た
ど
っ
て
い
る
の

で
、
死
刑
廃
止
の
前
後
で
殺
人
事
件
の
数

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
と
い
う
統
計

的
な
数
字
は
出
せ
ま
せ
ん
。
１
９
３
０

年
以
前
の
約
４０
年
間
、
死
刑
を
執
行
し
て

い
な
い
し
、
復
活
し
た
５
年
間
も
戦
犯
だ

け
が
対
象
だ
っ
た
の
で
比
較
の
し
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
１
９
７
８
年
の
完
全
廃
止
の
時
、

国
内
世
論
の
反
応
は
ど
う
で
し
た
か
。

◆
一
般
的
な
世
論
は
「
遅
す
ぎ
る
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
実
は
あ
ま
り
深
く
考

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
国
連
の

会
議
か
何
か
で
軍
事
面
の
死
刑
制
度
が
ま

だ
残
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
た
ま
た
ま

指
摘
さ
れ
て
見
つ
か
っ
た
よ
う
な
も
の

で
、
一
般
の
国
民
は
、
死
刑
は
既
に
廃
止

さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
し
た
。

―
―
１
９
３
０
年
に
死
刑
が
廃
止
さ

れ
た
際
、
犯
罪
者
に
も
生
き
る
権
利
が
あ

る
の
だ
と
い
う
人
権
の
視
点
は
提
起
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
そ
う
い
う
議
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
社
会
的
制
裁
と
し
て
死
刑
に
意
味
が

あ
る
の
か
、
と
い
う
議
論
で
す
。
そ
れ
よ

り
も
、
冤
罪
だ
っ
た
時
に
ど
う
す
る
の

か
、
と
い
う
側
面
の
方
が
大
き
か
っ
た
と

言
え
ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
宗
教
的
な
国

な
の
で
、
そ
う
い
う
議
論
に
な
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

―
―
い
ま
、
最
も
重
い
刑
罰
は
？

◆
終
身
刑
で
す
。
囚
人
の
両
親
が
亡
く

な
っ
た
場
合
と
か
、
特
別
な
ケ
ー
ス
で
仮

釈
放
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
仮
釈
放
は
な
く
、
死
ぬ
ま

で
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
死
刑
よ
り

厳
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
い
最

無
実
の
人
を
処
刑
す
る
リ
ス
ク
を
避
け
る

デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館

フ
ラ
ン
ツ＝

ミ
カ
エ
ル
・
ス
キ
ョ
ル
・
メ
ル
ビ
ン
大
使
に
聞
く
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近
も
自
分
の
婚
約
者
と
２
人
の
子
供
を
計

画
的
に
殺
害
し
た
殺
人
犯
に
仮
釈
放
の
な

い
終
身
刑
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
死
刑
を
復
活
す
べ
き
だ
と
考
え
る

世
論
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

◆
そ
う
い
う
世
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。
残

忍
な
殺
人
事
件
が
あ
っ
た
時
に
感
情
的
に

「
死
刑
を
」
と
言
う
人
は
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
意
味
が
あ
る
と
世
論

は
思
い
ま
せ
ん
。
圧
倒
的
な
世
論
は
冤
罪

で
死
刑
を
執
行
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を
避

け
ら
れ
る
こ
と
に
死
刑
廃
止
の
意
義
を
認

め
て
い
ま
す
。
死
刑
廃
止
は
憲
法
の
規
定

で
は
な
く
、
復
活
は
法
律
で
可
能
で
す

が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
政
治
家
で
死
刑
推
進

の
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

廃
止
後
に
世
論
が
変
化

デ
ン
マ
ー
ク
で
興
味
深
い
の
は
、
死
刑

廃
止
後
に
世
論
の
気
持
ち
が
変
わ
っ
た
こ

と
で
す
。
日
本
で
は
死
刑
を
容
認
す
る
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
で

は
死
刑
を
廃
止
し
た
後
に
、
死
刑
は
間
違

い
だ
っ
た
と
考
え
る
人
が
増
え
ま
し
た
。

―
―
殺
人
事
件
の
被
害
者
の
家
族
が

「
犯
人
に
死
刑
を
」
と
訴
え
る
こ
と
は
デ

ン
マ
ー
ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◆
そ
ん
な
報
道
を
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
者
の
家
族

が
終
身
刑
を
求
め
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

死
刑
は
求
め
ま
せ
ん
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は

復
讐
殺
人
が
起
き
た
こ
と
も
な
い
し
、
犯

人
を
殺
し
た
い
と
家
族
が
言
っ
た
と
い
う

話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
被
害
者
遺
族
に
対
す
る
公
的
な
救

済
シ
ス
テ
ム
は
あ
り
ま
す
か
。

◆
経
済
的
に
は
国
の
補
償
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
象
徴
的
な
も
の
で
、
支
払
わ
れ

る
金
額
は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
精
神
的

な
支
援
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
神
経
科

に
か
か
っ
た
り
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

受
け
た
り
、
と
い
う
支
援
は
健
康
保
険
制

度
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
国
が
無
料
で

保
障
し
て
い
ま
す
。
誰
の
面
倒
で
も
み
る

の
が
デ
ン
マ
ー
ク
で
す
。

―
―
犯
罪
と
社
会
は
ど
う
向
き
合
い
、

刑
罰
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き

で
し
ょ
う
か
。

◆
三
つ
の
重
要
な
観
点
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
復
讐
の
概
念
で
す
。
罪
を
償
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
復
讐
し
た
気
持
ち

に
な
り
、
復
讐
心
が
満
足
す
る
。
二
つ
目

は
犯
罪
防
止
策
。
刑
罰
が
犯
罪
の
防
止
に

役
立
つ
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
す
。
三
つ
目
は
社
会
復
帰
と
更
生
で

す
。
社
会
復
帰
で
き
な
い
人
も
い
る
が
、

で
き
る
人
も
い
ま
す
。
な
ら
ば
、
で
き
る

方
の
可
能
性
を
選
択
し
な
い
と
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。

デ
ン
マ
ー
ク
に
も
死
刑
に
賛
成
す
る
意

見
が
あ
る
に
は
あ
る
の
で
す
。
死
刑
に
し

て
し
ま
え
ば
殺
人
犯
は
二
度
と
社
会
に
戻

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
二
度
と
殺
人
を
犯

す
こ
と
は
な
い
、
と
主
張
す
る
死
刑
賛
成

派
が
い
る
こ
と
は
い
ま
す
。
私
は
弁
護
士

だ
っ
た
の
で
知
っ
て
い
ま
す
。
実
は
殺
人

犯
が
社
会
復
帰
し
て
殺
人
を
再
び
犯
す
こ

と
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
今
ま
で
一
度
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
つ
い
最

近
、
釈
放
さ
れ
て
再
び
殺
人
を
犯
し
た
人

が
い
て
、
そ
こ
で
死
刑
賛
成
の
声
が
少
し

出
て
き
ま
し
た
。

―
―
死
刑
は
大
き
な
国
家
暴
力
だ
と
思

い
ま
す
。
人
類
の
進
歩
の
た
め
に
国
家
暴

力
を
小
さ
く
す
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
方

は
死
刑
廃
止
の
理
由
の
一
つ
に
な
り
ま
せ

ん
か
。

◆
そ
の
考
え
に
は
同
感
で
す
。
そ
う
思

う
人
は
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
議
論
は
私
や
あ
な
た
、

弁
護
士
や
裁
判
員
は
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
一
般
の
人
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。

―
―
死
刑
存
置
国
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

犯
罪
抑
止
の
証
拠
は
な
い

◆
死
刑
は
非
人
間
的
で
不
誠
実
な
刑
罰

だ
と
思
い
ま
す
。
死
刑
の
執
行
は
社
会
的

な
殺
人
が
状
況
に
よ
っ
て
は
許
さ
れ
る
と

い
う
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
受
け
取
ら
れ
か
ね

ま
せ
ん
。
犯
罪
防
止
策
に
な
る
と
い
う
証

拠
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
死
刑
を
存
置

し
て
い
る
ど
の
国
に
も
必
ず
冤
罪
事
件
が

あ
る
こ
と
も
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

も
う
一
つ
、
言
わ
せ
て
も
ら
う
と
、
日

本
は
死
刑
を
廃
止
し
て
ほ
し
い
と
私
は
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
文
明
的
な

国
で
あ
る
と
い
う
自
負
が
あ
り
、
国
際
社

会
で
も
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
非
文
明

的
な
制
度
を
推
進
し
て
い
る
の
は
間
違
っ

て
い
る
と
個
人
的
に
思
い
ま
す
。
日
本
人

は
核
兵
器
の
廃
絶
で
は
強
い
意
志
を
持
っ

て
い
る
の
に
、
死
刑
賛
成
論
者
が
多
い
こ

と
が
と
て
も
不
思
議
で
疑
問
で
す
。
核
兵

器
の
拡
散
防
止
と
死
刑
制
度
の
存
置
は
整

合
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ラ
ル
の
あ
り
方

と
し
て
私
は
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。

（
注
１
）
デ
ン
マ
ー
ク
は
１
９
４
０
年

か
ら
約
５
年
間
、
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ

た
。
国
民
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
組
織
し
、

サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
や
ゼ
ネ
ス
ト
で
抵
抗
。
約

７
０
０
０
人
の
死
者
を
出
し
た
。
解
放

後
、
対
独
協
力
者
な
ど
３
万
４
０
０
０

人
が
遡
及
立
法
で
あ
る
「
反
逆
法
」
に
よ

っ
て
戦
争
犯
罪
者
と
し
て
裁
か
れ
、
４６
人

が
死
刑
と
な
っ
た
。
参
考
文
献
『
デ
ン
マ

ー
ク
の
歴
史
』（
創
元
社
）、『
北
欧
現
代

史
』（
山
川
出
版
社
）
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欧
州
に
お
け
る
死
刑
存
廃
論
議
の
歴
史

を
ま
と
め
た
オ
ー
ベ
・
ブ
リ
ン
グ
氏
の
論

考
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
の
協
力
を
得

て
特
別
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

欧
州
で
は
犯
罪
者
の
死
刑
に
つ
い
て
の

賛
否
が
１
７
０
０
年
代
末
に
既
に
論
議
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
は
啓
蒙
主
義
の
時

代
で
あ
り
、
リ
ベ
ラ
ル
な
知
性
派
の
潮
流

が
欧
州
を
席
捲
し
て
い
た
。

死
刑
反
対
論
の
始
ま
り

１
７
６
４
年
、
モ
ナ
コ
に
て
イ
タ
リ
ア

人
貴
族
が
匿
名
で
拷
問
と
死
刑
に
反
対
を

唱
え
る
本
を
出
版
し
た
。
拷
問
と
死
刑
は

そ
の
こ
ろ
、
国
の
刑
罰
制
度
で
通
例
と
し

て
行
わ
れ
て
い
た
。
本
の
題
名
は
「
犯
罪

と
刑
罰
に
つ
い
て
」。
著
者
は
チ
ェ
ザ
ー

レ
・
ベ
ッ
カ
リ
ア
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

が
一
躍
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
多
数
の

国
で
出
版
が
重
ね
ら
れ
た
。
こ
の
時
か
ら

欧
州
で
は
死
刑
に
関
す
る
議
論
が
文
化
的

歴
史
の
一
部
と
な
っ
た
。

ベ
ッ
カ
リ
ア
は
犯
さ
れ
た
犯
罪
と
そ
れ

に
対
す
る
刑
罰
の
重
さ
に
つ
い
て
広
く
議

論
を
展
開
し
た
。
死
刑
に
つ
い
て
は
以
下

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

民
意
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
殺
人
を
憎

み
、
罰
す
る
は
ず
の
法
律
そ
れ
自
体
が
、

抑
止
と
い
う
意
味
で
ま
さ
に
そ
の
犯
罪
を

公
然
と
命
じ
、
犯
す
と
い
う
の
は
私
に
は

不
合
理
に
思
え
る
。

ベ
ッ
カ
リ
ア
の
論
旨
で
は
終
身
刑
を
導

入
し
た
ほ
う
が
死
刑
よ
り
実
効
性
の
あ
る

抑
止
力
と
な
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ベ

ッ
カ
リ
ア
が
唯
一
例
外
と
認
め
た
の
は
、

蓋
然
性
と
し
て
は
低
い
も
の
の
、
受
刑
者

が
生
き
て
い
れ
ば
、
他
者
を
煽
動
し
て
国

家
の
安
全
保
障
を
脅
か
す
よ
う
な
場
合
で

あ
る
。
ベ
ッ
カ
リ
ア
の
死
刑
に
対
す
る
強

力
な
反
対
意
見
は
広
く
影
響
を
及
ぼ
し

た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
王
グ
ス
タ
フ
３

世
は
１２
件
の
死
刑
執
行
を
停
止
、
し
か
し

そ
の
他
何
件
か
に
は
適
用
し
た
。
１
７
７

９
年
に
刑
法
の
改
革
が
達
成
さ
れ
た
。

欧
州
で
高
ま
っ
た
廃
止
論

欧
州
で
は
そ
の
後
ド
イ
ツ
の
法
学
者
が

影
響
力
を
強
め
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学

の
カ
ー
ル
・
ミ
ッ
テ
ル
マ
イ
ア
ー
教
授
は

１
８
３
０
年
代
に
死
刑
廃
止
運
動
を
展
開

し
、
多
く
の
賛
同
者
を
得
た
。
そ
の
一
人

が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
法
学
教
授
の
ク
ヌ
ー

ト
・
オ
リ
ヴ
ェ
ク
ロ
ー
ナ
判
事
だ
っ
た
。

オ
リ
ヴ
ェ
ク
ロ
ー
ナ
判
事
は
１
８
６
６

年
、
死
刑
反
対
を
強
く
訴
え
た
本
を
出

版
。
そ
の
本
は
２
年
後
に
は
フ
ラ
ン
ス
語

に
、
そ
の
後
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
に
翻
訳
さ

れ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
は
１
８
９
１

年
に
新
編
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
、
欧
州
で
は
リ
ベ
ラ
ル
主
義

が
断
続
的
に
国
内
政
治
の
強
力
な
要
素
と

な
っ
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
平
時
に

お
け
る
刑
罰
と
し
て
の
死
刑
制
度
は
１
８

６
７
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は

１
８
７
０
年
、
イ
タ
リ
ア
で
は
１
８
８
９

年
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
１
９
０
２
年
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
１
９
２
１
年
、
デ
ン
マ

ー
ク
で
は
１
９
３
０
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
流
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

大
部
分
が
独
裁
政
治
に
支
配
さ
れ
た
第
二

次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
中
断
し
た
。
戦
争

終
結
後
間
も
な
く
、
戦
争
犯
罪
に
関
す
る

国
際
裁
判
・
国
内
裁
判
が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

グ
そ
の
他
で
行
わ
れ
、
多
く
の
戦
犯
（
と

反
逆
者
）
に
死
刑
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

た
。
こ
う
い
っ
た
状
況
下
で
は
ま
と
も
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

１
９
４
５
年
以
降
、
死
刑
廃
止
の
潮
流

に
再
び
は
ず
み
が
つ
く
。
ド
イ
ツ
で
は
ナ

チ
ス
の
支
配
下
で
残
虐
行
為
が
横
行
し
、

法
制
度
が
悪
用
さ
れ
た
経
験
か
ら
、
戦
後

の
死
刑
制
度
存
置
は
考
え
ら
れ
な
い
状
態

に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
戦
時
下
ま
た

は
戦
争
の
脅
威
が
差
し
迫
っ
て
い
る
時
の

み
死
刑
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
英

国
で
は
１
９
５
３
年
に
殺
人
罪
で
の
死
刑

に
疑
問
が
呈
さ
れ
、
そ
の
後
法
的
措
置
に

よ
り
段
階
的
に
撤
廃
さ
れ
た
。
１
９
６
５

年
に
死
刑
廃
止
法
が
成
立
し
て
い
る
。

冤
罪
？
で
執
行
し
た
英
国

英
国
で
死
刑
が
廃
止
に
な
っ
た
経
緯
に

は
冤
罪
の
可
能
性
が
あ
っ
た
被
疑
者
が
絞

首
刑
に
な
っ
た
２
件
の
不
幸
な
事
件
が
あ

る
。
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
１
９

死
刑
制
度
に
つ
い
て
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
視
点
か
ら

特
別
寄
稿

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
立
防
衛
大
学
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
名
誉
教
授

オ
ー
ベ・
ブ
リ
ン
グ
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５
０
年
の
テ
ィ
モ
シ
ー
・
エ
バ
ン
ズ
元
死

刑
囚
の
裁
判
で
あ
る
。

エ
バ
ン
ズ
元
死
刑
囚
の
住
所
ロ
ン
ド
ン

の
ノ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ヒ
ル
、
リ
リ
ン
ト
ン
プ

レ
イ
ス
１０
番
地
は
刑
事
史
上
誰
も
が
知
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
エ
バ
ン
ズ
元
死
刑
囚

に
は
自
分
の
妻
と
幼
い
娘
を
殺
害
し
た
容

疑
が
か
け
ら
れ
た
。
当
初
は
容
疑
を
認
め

た
も
の
の
、
後
に
撤
回
、
隣
人
の
ジ
ョ
ン

・
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
が
犯
人

で
あ
る
と
主
張
し
た
。
エ
バ
ン
ズ
元
死
刑

囚
の
供
述
は
信
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

が
、
英
国
の
法
的
慣
習
に
則
り
殺
人
罪
で

は
１
件
の
み
の
訴
追
と
な
っ
た
。
エ
バ
ン

ズ
元
死
刑
囚
の
場
合
は
娘
の
殺
害
で
、
有

罪
と
な
り
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
。

３
年
後
、
リ
リ
ン
ト
ン
プ
レ
イ
ス
１０
番

地
に
警
察
が
出
動
し
た
。
ジ
ョ
ン
・
レ
ジ

ナ
ル
ド
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
の
ア
パ
ー
ト
で

４
体
の
女
性
の
遺
体
が
、
庭
か
ら
は
２
体

の
白
骨
化
し
た
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
の

だ
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
は
殺
人
罪
で
起
訴
さ

れ
、
自
白
し
た
。
ま
た
テ
ィ
モ
シ
ー
・
エ

バ
ン
ズ
の
妻
の
殺
害
も
認
め
た
が
、
娘
に

つ
い
て
は
容
疑
を
否
認
し
た
。

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
が
１
９
５
３
年
に
処
刑

さ
れ
た
と
き
に
は
彼
が
大
量
殺
人
犯
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
が
、
テ
ィ
モ
シ

ー
・
エ
バ
ン
ズ
元
死
刑
囚
の
裁
判
が
誤
審

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。
今
日
も
判
明
し
て
い
な
い
が
、
冤
罪

に
よ
る
死
刑
と
い
う
可
能
性
が
英
国
の
司

法
制
度
の
自
己
像
に
暗
い
影
を
落
と
し
て

い
る
。
犯
罪
史
に
残
る
こ
の
具
体
例
を
紹

介
し
た
が
、
欧
州
各
国
は
第
二
次
大
戦
前

か
ら
死
刑
制
度
廃
止
に
む
け
て
動
き
出
し

て
い
た
こ
と
を
再
度
述
べ
て
お
く
。

政
治
家
が
民
意
を
リ
ー
ド

死
刑
廃
止
は
基
本
的
に
知
識
人
や
議
員

グ
ル
ー
プ
の
間
で
の
活
発
な
議
論
に
よ
り

実
現
し
た
。
そ
れ
が
政
治
的
議
論
へ
、
ひ

い
て
は
新
た
な
法
制
度
へ
と
発
展
し
た
。

こ
の
過
程
で
国
民
の
意
見
は
限
定
的
な
役

割
を
果
た
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
政
治
家
た

ち
は
、
死
刑
存
廃
問
題
は
「
一
般
の
人
」

の
意
見
を
汲
み
取
る
に
は
な
じ
ま
な
い
も

の
だ
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
一
般
市
民
は

こ
の
問
題
に
な
る
と
理
性
的
と
い
う
よ
り

感
情
論
に
走
り
が
ち
だ
か
ら
だ
。

ま
た
、
政
治
家
は
自
分
た
ち
が
率
先
し

て
動
き
、
国
民
の
意
見
が
そ
れ
に
従
う
よ

う
に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
道
義
的
責
任
を

負
っ
て
い
る
と
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
実
際
欧
州
で
は
、
国
民
の
意
見
が
そ
う

し
た
新
た
な
価
値
観
に
適
応
す
る
と
い
う

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
死
刑
廃

止
に
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
他
の
刑
法
改

定
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

国
連
も
規
範
を
構
築

欧
州
外
で
は
国
連
の
規
範
を
構
築
し
よ

う
と
い
う
大
志
と
冷
戦
の
終
結
が
死
刑
廃

止
に
寄
与
し
た
。
１
９
８
９
年
国
連
総
会

で
「
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す

る
国
際
規
約
」
の
第
２
選
択
議
定
書
が
採

択
さ
れ
た
。
こ
の
議
定
書
の
第
１
条
は
以

下
の
内
容
を
唱
っ
て
い
る
。

何
人
も
、
こ
の
選
択
議
定
書
の
締
約
国

の
管
轄
内
に
あ
る
者
は
、
死
刑
に
処
せ
ら

れ
な
い
。（
さ
ら
に
）
各
締
約
国
は
、
そ
の

管
内
に
お
い
て
死
刑
を
廃
止
す
る
た
め
の

あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

１
９
９
８
年
、
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ

Ｃ
Ｃ
）
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
定
が
採
択
さ

れ
た
。
こ
れ
は
戦
争
犯
罪
に
関
し
個
人
の

法
的
責
任
を
問
う
べ
き
で
は
あ
る
が
、
死

刑
判
決
を
下
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
国

際
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
表
し
た
。
し
か

し
、
自
動
的
に
各
国
の
法
律
に
反
映
さ
れ

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
今
日
世
界
の

１
３
９
カ
国
、
現
存
す
る
国
家
の
３
分

の
２
以
上
が
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
。

死
刑
廃
止
で
ま
と
ま
っ
た
欧
州

こ
の
過
程
で
欧
州
各
国
は
誇
ら
し
い
功

績
を
収
め
て
い
る
。
１
９
５
０
年
に
調
印

さ
れ
た
欧
州
人
権
条
約
（
人
権
及
び
基
本

的
自
由
の
保
護
の
た
め
の
条
約
）
は
死
刑

を
禁
止
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
条
約
に
よ

り
欧
州
で
は
段
階
的
に
死
刑
廃
止
が
進
ん

だ
。
１
９
８
３
年
の
第
６
議
定
書
は
平
時

に
お
け
る
死
刑
の
廃
止
を
締
約
国
に
求

め
、
２
０
０
２
年
の
第
１３
追
加
議
定
書
は

全
面
的
な
死
刑
の
廃
止
を
求
め
て
い
る
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
欧
州
人
権
裁
判
所

は
、
一
例
と
し
て
、（
平
時
に
お
け
る
）

死
刑
制
度
に
対
す
る
欧
州
地
域
と
し
て
の

立
場
は
漸
進
的
進
化
を
遂
げ
た
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
。
１
９
８
９
年
に
は
２２
カ
国
で

実
質
上
の
廃
止
で
あ
っ
た
の
が
、
２
０
０

３
年
に
は
（
４４
カ
国
中
）
４３
カ
国
が
法
律

上
廃
止
し
て
い
る
。
残
る
１
カ
国
ロ
シ
ア

は
執
行
停
止
を
実
施
し
て
い
る
。

今
日
の
状
況
と
し
て
、
欧
州
人
権
条
約

の
締
約
国
す
べ
て
が
第
６
議
定
書
に
署
名

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
欧
州
評
議
会
の
方

針
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
新
規
加
盟
国
は

欧
州
評
議
会
の
組
織
へ
の
加
入
条
件
と
し

て
死
刑
制
度
の
廃
止
を
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

こ
う
し
た
経
過
を
経
て
、
欧
州
評
議
会

の
加
盟
国
で
囲
ま
れ
た
領
域
は
死
刑
の
な

い
地
域
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
展
開

は
、
既
存
の
法
律
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

れ
ば
死
刑
は
許
さ
れ
る
と
す
る
欧
州
人
権

条
約
の
第
２
条
（
１
）
項
の
実
質
的
修
正

を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
る
。
新
た
な
法

的
立
場
は
、
平
時
に
は
い
か
な
る
死
刑
も
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受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
だ
。

欧
州
の
憲
法
裁
判
所
は
様
々
な
ケ
ー
ス

で
こ
の
立
場
を
確
認
し
て
お
り
、
ま
た
欧

州
外
で
も
特
定
の
憲
法
裁
判
所
で
同
様
に

廃
止
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

ア
ジ
ア
に
関
し
て
言
え
ば
、
２
０
０
１
年

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
憲
法
評
議
会
は
ク
メ
ー
ル

ル
ー
ジ
ュ
の
政
権
下
で
行
わ
れ
た
犯
罪
に

対
し
、
死
刑
判
決
を
下
す
こ
と
を
認
め
る

法
案
を
却
下
し
た
。
死
刑
の
遡
及
的
適
用

を
違
憲
と
し
た
見
解
だ
。

◇

◇

欧
州
評
議
会
は
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
よ

り
加
盟
国
の
数
で
勝
っ
て
い
る
。
し
か
し

欧
州
連
合
の
方
が
政
治
的
結
束
に
お
い
て

は
強
い
。
Ｅ
Ｕ
は
統
合
と
共
通
価
値
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
は
死
刑
の
廃

止
を
加
盟
条
件
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
共

通
の
国
際
的
行
動
を
よ
し
と
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
の
共
通
外
交
安
全
保
障
政
策
に
は
第

三
国
に
お
け
る
死
刑
廃
止
に
向
け
て
の
外

交
的
な
働
き
か
け
（
デ
マ
ル
シ
ュ
）
を
す

る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。

２
０
０
９
年
１０
月
、
Ｅ
Ｕ
は
第
７
回
世

界
死
刑
廃
止
デ
ー
と
第
３
回
欧
州
死
刑
廃

止
デ
ー
を
祝
っ
た
。
そ
の
折
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
は
Ｅ
Ｕ
議
長
国
（
当
時
）
と
し
て
、

死
刑
廃
止
は
人
権
尊
重
と
人
間
の
尊
厳
を

守
る
上
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の

で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
国
家
は
そ
の
領
土

内
で
の
人
権
の
保
証
と
い
う
特
別
な
責
任

を
負
っ
て
い
る
機
関
と
し
て
、
何
人
た
り

と
も
そ
の
命
を
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ

れ
が
Ｅ
Ｕ
の
立
場
だ
。

こ
の
議
論
は
、
死
刑
が
撤
回
で
き
な

い
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る

と
い
う
明
白
な
論
拠
に
立
脚
し
て
い
る
。

完
璧
な
司
法
制
度
は
存
在
せ
ず
、
い
ず
れ

の
国
も
司
法
の
過
ち
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
被
疑
者
が
殺
人
罪
で
死
刑
に

処
せ
ら
れ
た
後
に
な
っ
て
真
犯
人
が
自
白

を
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
複
数
あ
る
。
さ

ら
に
、
死
刑
の
存
置
が
犯
罪
の
抑
止
力
と

し
て
付
加
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
科

学
的
に
立
証
さ
れ
て
は
い
な
い
。

Ｅ
Ｕ
は
死
刑
反
対
を
呼
び
か
け
る
グ
ロ

ー
バ
ル
な
運
動
に
関
与
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
特
定
の
国
に
対
し
て
働
き
か
け
を
す

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
２
０
０
８
年

１
年
間
で
Ｅ
Ｕ
は
３０
カ
国
以
上
で
個
々
の

執
行
ま
た
は
一
般
的
な
死
刑
廃
止
を
求
め

る
外
交
的
働
き
か
け
を
し
た
。
国
連
加
盟

国
１
９
２
カ
国
中
今
も
死
刑
執
行
を
行
っ

て
い
る
の
は
６８
カ
国
に
す
ぎ
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
よ
い
兆
し
で
あ
る
と
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
。

死
刑
廃
止
が
望
め
そ
う
に
な
い
国
に
関

し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
は
第
一
歩
と
し
て
執
行
停

止
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
ま
た
国
連
の
死
刑
に
関
す
る
最
低
基

準
規
則
に
基
づ
い
て
外
交
的
働
き
か
け
を

し
、
死
刑
執
行
を
制
限
し
よ
う
と
い
う
試

み
も
あ
る
。

こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
死
刑
は
極
め
て

重
大
な
罪
を
犯
し
た
場
合
の
み
適
用
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
未
成
年
、
妊

婦
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
物
に
は
適
用
さ

れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
死
刑
判
決
を
下

す
場
合
に
は
明
白
か
つ
説
得
力
の
あ
る
証

拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
よ

う
な
場
合
、
上
級
裁
判
所
に
上
訴
で
き
る

可
能
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
へ
の
国
連
の
勧
告

特
に
日
本
に
関
し
て
言
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
は

国
連
の
人
権
委
員
会
が
２
０
０
８
年
に
発

表
し
た
見
解
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

こ
れ
は
『
世
論
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
』
廃
止
を
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
廃
止

が
望
ま
し
い
こ
と
を
国
民
に
報
知
す
る
こ

と
を
勧
告
す
る
も
の
だ
っ
た
。
言
い
換
え

れ
ば
、
政
治
的
指
導
力
を
求
め
る
勧
告
だ

っ
た
。
現
代
の
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
の
実
現

に
関
す
る
指
導
力
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

新
た
な
政
府
の
指
導
力
が
現
実
の
も
の
と

な
れ
ば
、
間
違
い
な
く
日
本
の
国
際
社
会

で
の
地
位
向
上
に
プ
ラ
ス
と
な
る
だ
ろ

う
。

（
暫
定
翻
訳
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
の

ア
ッ
プ
ル
ヤ
ー
ド
和
美
さ
ん
）
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世
界
的
な
メ
デ
ィ
ア
学
の
権
威
で
あ
る

ロ
ン
ド
ン
大
学
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
カ
ラ
ン

教
授
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
行
く
と
、
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
な
く
て
済
む
。
社
会
民
主

主
義
が
貫
徹
し
て
い
て
、
社
会
全
体
が
公

正
、
寛
容
で
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
（decent

）

で
心
地
よ
い
」
と
私
に
よ
く
語
っ
て
い

た
。
カ
ラ
ン
教
授
は
約
２０
年
前
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
大
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
で

客
員
教
授
を
務
め
て
か
ら
、
犯
罪
報
道
な

ど
で
の
人
権
侵
害
を
防
ぎ
、
報
道
被
害
者

の
苦
情
に
対
応
す
る
メ
デ
ィ
ア
責
任
制
度

に
着
目
し
て
、
英
国
へ
紹
介
し
て
き
た
。

北
欧
の
匿
名
報
道
主
義

私
は
１
９
８
２
年
に
初
め
て
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
。
そ
し

て
、
一
般
市
民
の
犯
罪
で
は
、
一
部
の
例

外
を
除
い
て
被
疑
者
・
被
告
人
の
姓
名
や

写
真
を
掲
載
し
な
い
北
欧
型
の
匿
名
報
道

主
義
（
公
人
の
職
務
上
の
犯
罪
嫌
疑
は
顕

名
）
の
導
入
を
提
唱
し
た
第
一
作
『
犯
罪

報
道
の
犯
罪
』（
学
陽
書
房
、
講
談
社
文
庫

・
新
風
舎
文
庫
、『
裁
判
員
と
「
犯
罪
報

道
の
犯
罪
」』＝

昭
和
堂＝

に
所
収
）
を

８４
年
９
月
に
出
版
し
た
。

「
な
ぜ
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
市
民
が
、

犯
人
と
し
て
扱
わ
れ
、
姓
名
、
住
所
、
経

歴
、
顔
写
真
な
ど
を
報
道
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
か
ら
出
発

し
、「
報
道
さ
れ
る
側
」
の
人
権
を
無
視

し
て
い
い
の
か
と
い
う
問
い
掛
け
だ
っ

た
。
日
本
を
代
表
す
る
通
信
社
の
現
役
記

者
が
、
自
分
の
仕
事
が
犯
罪
的
だ
と
告
発

し
た
の
だ
か
ら
、
社
会
に
衝
撃
を
与
え

た
。
こ
の
本
が
な
け
れ
ば
、
私
が
大
学
教

員
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
思
う
。
人

生
を
変
え
た
著
作
だ
っ
た
。

私
が
提
唱
し
た
匿
名
報
道
主
義
に
つ
い

て
は
、
８０
年
代
後
半
か
ら
９０
年
代
初
め
を

中
心
に
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。
東
京
に

報
道
被
害
者
、
記
者
、
法
律
家
ら
で
組
織

す
る
「
人
権
と
報
道
・
連
絡
会
」（
山
際
永

三
事
務
局
長
、
〒
１
６
８－

８
６
９
１

東
京
都
杉
並
南
郵
便
局
私
書
箱
２３
号
）
が

誕
生
、
名
古
屋
、
福
岡
な
ど
に
も
同
様
の

団
体
が
生
ま
れ
た
。

山
口
正
紀
・
元
読
売
新
聞
記
者
ら
志
を

同
じ
く
す
る
記
者
仲
間
と
共
に
、
報
道
被

害
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、（
１
）

メ
デ
ィ
ア
界
が
守
る
べ
き
統
一
報
道
倫
理

綱
領
を
制
定
す
る
（
２
）
倫
理
綱
領
を
守

っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
市
民
参

加
型
の
報
道
評
議
会
制
度
を
つ
く
る
―
と

い
う
メ
デ
ィ
ア
責
任
制
度
を
日
本
に
も
設

立
す
べ
き
だ
と
訴
え
て
き
た
。

し
か
し
、
日
本
で
は
、
一
般
市
民
が
凶

悪
事
件
の
裁
判
に
参
加
す
る
裁
判
員
制
度

が
導
入
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
捜
査

段
階
で
被
疑
者
を
加
害
者
と
断
定
す
る
実

名
報
道
主
義
が
続
い
て
い
る
。
放
送
界
に

は
１
９
９
７
年
、「
放
送
倫
理
・
番
組
向

上
機
構
」（
Ｂ
Ｐ
Ｏ
）
が
誕
生
し
た
が
、
活

字
メ
デ
ィ
ア
に
は
業
界
全
体
の
メ
デ
ィ
ア

責
任
制
度
は
な
い
。

人
権
と
報
道
を
考
え
る
旅

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
教
育
で
最
先
端

を
行
く
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
か
ら
、
今

年
初
め
、「
人
権
と
犯
罪
報
道
と
世
界
各

地
の
メ
デ
ィ
ア
責
任
制
度
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
の
で
参
加
し
て
発

表
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
。

３
月
９
日
に
成
田
を
発
ち
、
１１
日
に
同

大
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
で
、
１２
日
に

は
ソ
ー
ダ
ー
テ
ー
ン
大
学
で
、
そ
れ
ぞ
れ

開
か
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、「
日
本
に
は
な

ぜ
メ
デ
ィ
ア
責
任
制
度
が
な
い
の
か
」
を

テ
ー
マ
に
発
表
し
た
。

死
刑
と
メ
デ
ィ
ア
―
一
〇
〇
年
前
に
死
刑
を
廃
止
し
た

北
欧
か
ら
考
え
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

同
志
社
大
学
教
授

浅
野

健
一３月１２日、ソーダーテーン大学で開かれたセミナーで

発表する筆者
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会
社
と
組
合
の
両
方
か
ら
強
烈
な
い
じ

め
に
遭
っ
て
い
た
８２
年
５
月
に
、
有
給
休

暇
を
使
っ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
に
来
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

当
時
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
街
を
歩

き
、
あ
れ
か
ら
２８
年
後
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
大
学
で
「
人
権
と
犯
罪
報
道
」
を
テ
ー

マ
に
研
究
発
表
を
す
る
の
は
感
慨
深
い
こ

と
だ
っ
た
。

二
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
学
、
犯
罪
学
な
ど
の
研
究
者
と
学
生

が
参
加
し
て
く
れ
、
多
く
の
質
問
が
出

た
。
現
在
の
プ
レ
ス
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
（
第

６
代
）
の
イ
ル
サ
・
ス
テ
ニ
ウ
ス
さ
ん
も

参
加
し
、
人
権
と
メ
デ
ィ
ア
の
最
新
情
報

を
話
し
て
く
れ
た
。

日
本
の
死
刑
制
度
に
驚
く
市
民

今
回
の
調
査
で
は
北
欧
諸
国
が
死
刑
を

廃
止
し
た
経
緯
を
調
べ
、
日
本
が
い
ま
だ

に
死
刑
制
度
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
も
聞
い
た
。
死

刑
の
な
い
国
の
犯
罪
報
道
や
刑
事
政
策
が

日
本
と
は
全
く
異
な
る
こ
と
を
知
っ
た
。

日
本
に
死
刑
が
今
も
あ
る
と
伝
え
る

と
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
人
た
ち
の
多
く

は
「
信
じ
ら
れ
な
い
」（
原
子
物
理
学
者
）

そ
ろ

と
口
を
揃
え
た
。

「
民
主
主
義
が
定
着
し
、
平
和
を
希
求

す
る
経
済
大
国
で
あ
る
日
本
に
今
も
死
刑

制
度
が
あ
る
の
か
。
中
国
に
死
刑
が
あ
る

こ
と
は
大
き
く
報
道
さ
れ
る
の
で
知
っ
て

い
た
が
、
日
本
が
死
刑
存
置
国
と
は
知
ら

な
か
っ
た
」。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
男
性
会

社
員
（
４２
）
も
驚
い
た
。
長
野
で
９４
年
に

開
か
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
戦
し
た
と

い
う
彼
は
、「
１
年
間
に
何
人
が
処
刑
さ

れ
る
の
か
」「
処
刑
方
法
は
銃
殺
、
薬
物
使

用
、
電
気
椅
子
か
」
と
聞
い
て
き
た
。

処
刑
を
待
つ
死
刑
囚
が
１
０
０
人
以
上

も
い
て
、
昨
年
９
月
の
政
権
交
代
で
千
葉

景
子
法
相
が
就
任
す
る
ま
で
、
１
年
間
に

１０
人
前
後
が
処
刑
さ
れ
た
。
死
刑
判
決
も

増
え
て
い
る
。
処
刑
は
絞
首
刑
で
、
毎

年
、
１０
人
前
後
が
死
刑
判
決
を
受
け
て
い

る
。
光
市
母
子
事
件
の
よ
う
に
、
未
成
年

者
で
も
死
刑
判
決
が
出
て
い
る
。
こ
う
い

う
日
本
の
現
状
を
説
明
す
る
と
、
彼
は

「
日
本
は
治
安
の
い
い
国
で
、
人
権
も
守

ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
な
ぜ
今
も

死
刑
が
必
要
な
の
か
」
と
聞
い
て
き
た
。

建
築
家
の
祖
父
を
日
本
人
に
持
つ
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
ソ
フ
ィ
ア
・
タ
ナ
カ
さ
ん

（
２８
）
に
「
こ
の
国
の
人
々
は
な
ぜ
死
刑

制
度
に
反
対
す
る
の
か
」
と
聞
い
た
。

現
在
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
協
会
で
教

育
担
当
の
記
者
を
し
て
い
る
彼
女
は
ま

ず
、「
死
刑
は
野
蛮
な
行
為
だ
。
人
間
と

し
て
人
を
殺
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
国

家
が
人
間
の
生
命
を
奪
え
る
は
ず
が
な

い
」
と
言
い
切
っ
た
。「
先
進
国
で
死
刑
が

あ
る
の
は
日
本
と
米
国
（
一
部
の
州
）
だ

け
だ
。
日
米
が
死
刑
を
存
続
し
て
い
る
の

は
お
か
し
い
」
と
も
述
べ
た
。

タ
ナ
カ
さ
ん
は
、
死
刑
に
反
対
す
る
の

は
論
理
的
に
も
当
然
だ
と
、
次
の
よ
う
に

話
し
た
。

む

こ

「
捜
査
当
局
や
裁
判
が
無
辜
の
市
民
を

誤
っ
て
犯
人
に
し
て
処
罰
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。
刑
務
所
に
送
ら
れ
た
後
に
真

犯
人
が
現
れ
た
り
、
新
た
な
証
拠
が
見
つ

か
っ
て
無
実
と
判
明
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
。
死
刑
を
執
行
す
る
と
、
無
実
と
分

か
っ
て
も
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。
誤

判
、
誤
審
が
避
け
ら
れ
な
い
以
上
、
死
刑

を
存
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る

の
が
妥
当
だ
」

記
者
仲
間
で
も
友
人
と
の
間
で
も
、
死

刑
問
題
が
公
式
に
討
議
さ
れ
る
こ
と
も
な

い
と
い
う
。「
幼
い
子
ど
も
が
殺
さ
れ
る
事

件
が
あ
る
と
、
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
な
ど
で

個
人
的
に
死
刑
制
度
を
復
活
さ
せ
る
べ
き

だ
と
い
う
書
き
込
み
が
い
く
つ
か
あ
る

が
、
そ
れ
が
ま
と
ま
っ
て
市
民
の
運
動
に

な
る
こ
と
は
全
く
な
い
」

日
本
の
犯
罪
報
道
は
異
様

彼
女
は
０９
年
１１
月
か
ら
約
１
カ
月
半
、

東
京
に
滞
在
し
た
。「
千
葉
の
英
国
人
講
師

事
件
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
男
性
が
逮
捕

さ
れ
た
時
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
が
男
性
の
姓

名
、
顔
写
真
を
大
き
く
報
道
し
て
い
る
の

を
見
て
び
っ
く
り
し
た
。
公
共
放
送
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ま
で
が
被
疑
者
の
護
送
な
ど
を
中
継

し
て
い
る
の
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」

確
か
に
、
埼
玉
・
鳥
取
の
三
十
代
の
女

性
を
め
ぐ
る
�
不
審
死
�
や
小
沢
一
郎
・

民
主
党
幹
事
長
、
北
海
道
教
職
員
組
合
に

か
か
わ
る
地
検
特
捜
事
件
報
道
で
は
、

「
本
件
」
で
逮
捕
も
さ
れ
て
い
な
い
段
階

で
、
捜
査
官
か
ら
の
リ
ー
ク
で
犯
人
視
情

報
が
洪
水
の
よ
う
に
流
れ
た
。
被
疑
者
の

両
親
が
謝
罪
会
見
を
強
制
さ
れ
、
若
い
記

者
た
ち
に
、「
親
と
し
て
の
責
任
を
ど
う

考
え
る
か
」
な
ど
と
聞
か
れ
る
。

メ
デ
ィ
ア
記
者
に
は
、
違
法
な
別
件
逮

捕
、
長
期
勾
留
を
監
視
す
る
姿
勢
が
全
く

な
い
。
記
事
や
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
、「
捜

査
関
係
者
が
○
○
の
取
材
で
明
ら
か
に
し

た
」（
○
○
は
報
道
機
関
の
社
名
）
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
が
入
っ
た
だ
け
だ
。

社
会
的
エ
リ
ー
ト
層
に
属
す
る
日
本
の

新
聞
・
放
送
記
者
た
ち
は
、
意
図
は
し
て

い
な
く
て
も
、
結
果
と
し
て
、「
ペ
ン
を

持
っ
た
お
巡
り
さ
ん
」
と
し
て
、
社
会
的

処
罰
欲
を
強
め
て
い
る
と
思
う
。

日
本
で
起
き
る
殺
人
事
件
は
年
間
６
０

０
件
前
後
で
過
去
１０
年
減
り
続
け
て
い

る
。
日
本
は
世
界
で
最
も
凶
悪
犯
罪
の
少

な
い
国
だ
。
少
年
犯
罪
も
減
っ
て
い
る
。
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凶
悪
事
件
の
ほ
と
ん
ど
が
家
族
、
友
人
の

間
で
起
き
て
い
る
。
日
本
の
治
安
が
悪
く

な
っ
た
と
い
う
の
は
メ
デ
ィ
ア
が
振
り
ま

く
虚
構
だ
。
日
本
で
深
刻
な
の
は
１２
年
連

続
で
３
万
人
を
超
え
た
自
殺
で
あ
る
。

「
人
間
は
変
わ
る
」
と
い
う
信
念

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
最
後
の
死
刑
執
行
が

あ
っ
た
の
は
１
９
１
０
年
。
子
ど
も
を
複

数
殺
害
し
た
男
性
が
頭
部
切
断
（
ギ
ロ
チ

ン
）
で
死
刑
に
な
っ
た
。
絞
首
刑
は
１
８

１
８
年
が
最
後
だ
と
い
う
。
平
和
時
の
死

刑
廃
止
は
１
９
２
１
年
で
、
戦
争
時
の
死

刑
も
含
め
て
法
的
に
全
面
廃
止
さ
れ
た
の

が
１
９
７
２
年
だ
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
北
欧
諸
国
で
は
、

死
刑
が
な
い
た
め
、
ど
ん
な
凶
悪
犯
罪
の

加
害
者
で
も
、
一
部
の
例
外
を
除
き
、
十

数
年
以
内
に
社
会
復
帰
す
る
。
終
身
刑
で

も
１５
年
前
後
で
刑
を
終
え
る
。
ほ
と
ん
ど

の
受
刑
者
が
刑
期
の
半
分
の
期
間
で
釈
放

さ
れ
る
。「
ど
ん
な
人
間
で
も
、
人
間
は
変

わ
り
得
る
」
と
い
う
寛
容
な
信
念
を
持

ち
、
刑
務
所
で
の
更
生
、
矯
正
に
税
金
を

投
入
し
、
再
犯
を
防
ぐ
仕
組
み
を
整
備
し

て
い
る
。
最
近
は
、
外
国
人
の
急
増
な
ど

で
、
犯
罪
者
に
も
っ
と
厳
罰
で
臨
む
べ
き

だ
と
い
う
主
張
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て

は
、
寛
容
な
社
会
を
志
向
す
る
刑
事
政
策

が
支
持
さ
れ
て
い
る
。

約
１０
年
前
、
欧
州
で
有
名
な
作
家
で
演

出
家
の
ラ
ー
シ
ュ
・
ノ
レ
ン
氏
が
社
会
派

の
芝
居
を
地
方
の
劇
場
で
公
演
し
た
際
、

受
刑
者
３
人
を
刑
務
所
か
ら
一
時
的
に
出

し
て
俳
優
と
し
て
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
１
人
が
逃
亡
し
て
強
盗
を
は

た
ら
き
、
警
官
と
銃
撃
戦
に
な
り
、
警
官

２
人
が
死
亡
し
た
。
こ
の
公
演
の
企
画
に

は
法
務
省
と
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
も
絡
ん
で

い
た
。
ノ
レ
ン
氏
を
激
し
く
非
難
す
る
声

が
あ
っ
た
一
方
で
、
結
果
論
で
批
判
す
る

の
は
不
当
だ
と
し
て
、
主
催
者
側
を
擁
護

す
る
市
民
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

犯
罪
と
メ
デ
ィ
ア
を
研
究
す
る
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
大
学
の
ハ
カ
ン
・
リ
ン
ド
フ
教

授
は
「
犯
罪
を
犯
し
た
人
に
対
し
て
、
け

し
か
ら
ん
奴
だ
と
バ
ッ
シ
ン
グ
す
る
人
も

い
る
が
、
犯
罪
者
に
心
を
寄
せ
る
市
民
も

少
な
く
な
い
。
社
会
に
原
因
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
幼
児
期
に
暴
力
や
虐
待
、

貧
困
な
ど
が
原
因
で
事
件
を
起
こ
す
こ
と

に
な
っ
た
の
で
は
と
い
う
分
析
に
力
を
入

れ
る
」
と
話
し
た
。

０３
年
９
月
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
内
の

デ
パ
ー
ト
で
、
ア
ン
ナ
・
リ
ン
ド
外
相
が

暴
漢
に
刺
殺
さ
れ
た
。
私
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
訪
問
中
で
、
事
件
の
約
２
時
間
前
、
そ

の
デ
パ
ー
ト
に
い
た
。
リ
ン
ド
氏
は
社
民

党
の
幹
部
で
次
期
首
相
候
補
と
し
て
人
気

が
高
か
っ
た
。
数
日
後
、
セ
ル
ビ
ア
出
身

の
二
十
代
の
男
性
が
逮
捕
さ
れ
、
有
罪
判

決
を
受
け
た
が
、「
彼
が
５
歳
の
と
き
に

移
民
と
し
て
家
族
と
共
に
、
こ
の
国
に
来

た
が
、
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
犯
行

に
及
ん
だ
。
な
ぜ
こ
ん
な
悲
惨
な
こ
と
に

な
っ
た
の
か
、
な
ぜ
リ
ン
ド
外
相
を
狙
っ

た
の
だ
ろ
う
か
な
ど
を
み
ん
な
考
え
た
」

（
会
社
経
営
の
ボ
エ
ル
さ
ん
）
と
い
う
。

ス
タ
ン
ド
売
り
の
エ
ク
ス
プ
レ
ッ
セ

ン
、
ア
フ
ト
ン
ブ
ラ
ー
デ
ッ
ト
な
ど
の
夕

刊
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
な
ど
は
、
被
害
者
を
大

き
く
取
り
上
げ
、
お
涙
頂
戴
的
な
記
事
を

載
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
海
外
の
メ
デ
ィ
ア

や
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
の

姓
名
な
ど
が
流
れ
て
い
る
の
で
、
十
年
前

に
比
べ
る
と
、
犯
罪
報
道
が
日
本
に
少
し

近
づ
い
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

し
か
し
、
ダ
ー
ゲ
ン
ス
・
ニ
ヘ
ー
テ
ル

や
ス
ベ
ン
ス
カ
・
ダ
ー
グ
ブ
ラ
デ
ッ
ト
な

ど
の
朝
刊
紙
は
、
一
般
刑
事
事
件
で
は
逮

捕
・
起
訴
さ
れ
て
も
有
罪
判
決
ま
で
匿
名

が
原
則
だ
。
被
害
者
に
つ
い
て
も
慎
重
に

報
じ
て
い
る
。
こ
の
国
で
は
、「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
情
報
は
、
本
人
が
管
理
で
き

る
」
と
い
う
原
則
が
あ
り
、
夕
刊
紙
で

も
、
被
害
者
や
遺
族
の
了
解
な
し
に
名
前

や
顔
写
真
を
載
せ
る
こ
と
は
な
い
。
遺
族

の
話
を
載
せ
る
と
き
は
、
筆
者
が
必
ず

「
こ
の
記
事
と
写
真
を
載
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
遺
族
の
承
諾
を
得
て
い
る
」
と
明

記
し
て
い
る
。
記
者
の
署
名
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
載
せ
て
い

る
。夕

刊
紙
エ
ク
ス
プ
レ
ッ
セ
ン
の
編
集
長

は
、
ネ
ッ
ト
の
Ｈ
Ｐ
に
、
編
集
長
か
ら
と

い
う
ブ
ロ
グ
を
持
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど

毎
日
、
事
件
報
道
な
ど
で
、
名
前
や
写
真

の
扱
い
に
つ
い
て
の
悩
み
や
、
掲
載
に
至

っ
た
経
緯
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
。

「
日
本
は
当
面
、
執
行
の
停
止
を
」

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
外
務
省
の
「
外
交
政
策

に
お
け
る
人
権
」
と
題
し
た
広
報
文
書
に

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
見
る
と
、
死
刑
は

極
め
て
非
人
道
的
な
刑
罰
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
と
共
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
で

世
界
各
地
か
ら
死
刑
が
な
く
な
る
よ
う
努 スウェーデンを代表する朝刊紙、左がダーゲンスニヘ

ーテル、右がスベンスカダーグブラーデット
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力
す
る
」
と
書
い
て
い
る
。
死
刑
は
国
連

が
禁
止
し
て
い
る
拷
問
の
一
種
と
み
な
し

て
い
る
。
世
界
各
地
で
死
刑
廃
止
に
向
け

ど
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
か
を

知
る
た
め
、
外
務
省
で
人
権
を
担
当
し
て

い
る
カ
ミ
ラ
・
ネ
ー
ブ
ス
タ
ド
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

ネ
ー
ブ
ス
タ
ド
さ
ん
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
は
人
権
を
外
交
の
柱
の
一
つ
に
し
て
い

る
。
世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
人
権
侵
害

を
調
査
し
、
何
か
を
言
う
だ
け
で
な
く
、

現
実
に
制
度
が
改
善
さ
れ
、
人
権
侵
害
が

減
少
す
る
よ
う
具
体
的
な
結
果
を
生
み
出

す
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
る
」
と
基

本
姿
勢
を
説
明
し
た
。
そ
の
上
で
、「
死

刑
復
活
は
政
治
的
確
信
（politicalcor-

rectness

）
の
観
点
か
ら
あ
り
得
な
い
。

死
刑
が
世
界
人
権
宣
言
に
あ
る
拷
問
・
虐

待
に
当
た
り
、
非
人
間
的
で
あ
る
こ
と
は

議
論
の
余
地
が
な
い
」
と
述
べ
た
。

「
死
刑
制
度
は
約
１
０
０
年
前
に
廃
止

さ
れ
た
の
で
、
死
刑
を
考
え
る
こ
と
も
な

い
。
Ｅ
Ｕ
は
加
盟
の
条
件
に
死
刑
の
廃
止

を
入
れ
て
い
る
の
で
、
死
刑
を
復
活
す
る

と
い
う
選
択
肢
が
な
い
。
も
し
政
治
家
が

死
刑
復
活
を
主
張
す
る
と
、
政
治
的
に
自

殺
に
等
し
い
。
だ
か
ら
国
会
で
死
刑
制
度

の
導
入
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
な

い
」ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
は
、
日
本
の
死
刑

廃
止
を
願
っ
て
い
る
。

「
Ｅ
Ｕ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
日
本
が

死
刑
を
近
い
将
来
に
法
改
正
で
廃
止
す
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
日
本
政
府
に
対
し

て
は
、
死
刑
執
行
の
停
止
を
要
請
し
て
い

る
。
死
刑
執
行
を
止
め
て
死
刑
制
度
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
て
ほ
し
い
。
昨
年
秋
の

政
権
交
代
で
、
法
相
を
は
じ
め
死
刑
に
反

対
す
る
議
員
が
数
名
、
閣
僚
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
死
刑
の
執
行
も
止
ま
っ
て

い
る
の
で
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
（
停
止
）
が

続
く
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
」
と
ネ
ー
ブ

ス
タ
ド
さ
ん
は
述
べ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
昨
年
Ｅ
Ｕ
の
議
長
国

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
東
京
の
大
使
館
と

Ｅ
Ｕ
駐
日
代
表
部
が
協
力
し
て
、
日
本
国

内
で
死
刑
制
度
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
開
い
て
い
る
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学

の
マ
ッ
ツ
・
ネ
ー
ル
ク
リ
ッ
ト
教
授
（
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
）
は
「
世
論
が
死
刑
存

続
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
分
か
る

が
、
誤
っ
た
世
論
の
場
合
は
、
政
治
家
が

勇
気
を
持
っ
て
国
民
を
正
し
い
方
向
に
導

く
こ
と
も
大
切
だ
」
と
強
調
し
た
。

報
道
が
誘
発
す
る
死
刑
容
認

日
本
で
は
１
９
８
４
年
前
後
に
、
確

定
死
刑
囚
４
人
が
相
次
い
で
再
審
無
罪
を

獲
得
し
て
、
拘
置
所
の
独
房
か
ら
三
十
数

年
ぶ
り
に
生
還
し
た
の
に
死
刑
廃
止
に
踏

み
切
ら
な
か
っ
た
。
最
近
も
、
氷
見
事
件

の
柳
原
浩
さ
ん
、
鹿
児
島
県
志
布
志
事

件
、
足
利
事
件
の
菅
家
利
和
さ
ん
ら
の
冤

罪
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

昨
年
６
月
に
釈
放
さ
れ
た
足
利
事
件
の

菅
家
利
和
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
は
「
Ｄ
Ｎ
Ａ

型
鑑
定
で
無
罪
に
な
っ
た
」
と
強
調
し
て

い
る
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
が
な
か
っ
た
ら

冤
罪
を
解
明
で
き
な
い
の
か
と
問
い
掛
け

た
い
。

無
実
の
市
民
を
誤
っ
て
処
刑
し
た
ら
取

り
返
し
が
つ
か
な
い
と
い
う
視
点
で
の
報

道
や
教
育
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な

い
。
だ
か
ら
、
死
刑
廃
止
が
争
点
に
な
ら

な
い
。

内
閣
府
が
２
月
６
日
、
死
刑
制
度
に
関

す
る
世
論
調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
死

刑
を
容
認
す
る
回
答
は
８５
・
６
％
と
過

去
最
高
に
上
り
、
廃
止
論
は
５
・
７
％

に
と
ど
ま
っ
た
。
被
害
者
・
家
族
の
気
持

ち
が
お
さ
ま
ら
な
い
と
の
理
由
が
前
回
調

査
よ
り
増
え
て
お
り
、
被
害
感
情
を
考
慮

し
た
厳
罰
論
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
背

景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

が
こ
う
し
た
世
論
を
つ
く
っ
て
き
た
結
果

だ
。「

警
察
の
経
験
か
ら
冤
罪
を
防
ぐ
こ
と

は
不
可
能
」
を
死
刑
廃
止
論
の
根
拠
に
し

て
い
る
亀
井
静
香
議
員
は
説
得
力
が
あ

る
。
死
刑
執
行
後
に
�
真
犯
人
�
が
出
て

き
て
廃
止
し
た
英
国
か
ら
学
び
た
い
。

人
を
殺
し
て
も
処
罰
さ
れ
な
い
の
は
戦

争
と
死
刑
制
度
だ
け
だ
。
死
刑
制
度
の
即

時
廃
止
を
目
指
し
た
い
。
Ｅ
Ｕ
諸
国
を
含

め
世
界
の
１
３
０
カ
国
以
上
が
死
刑
を
廃

止
し
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
か
ら
学
ぶ
べ
き
で

あ
る
。

あ
さ
の
・
け
ん
い
ち

１
９
７
２
年
、
共
同
通

信
社
入
社
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
局
長
な
ど
を
歴
任
。

９４
年
か
ら
同
志
社
大
学
社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア
学
科

教
授
。『
メ
デ
ィ
ア
凶
乱
』『「
報
道
加
害
」
の
現
場

を
歩
く
』（
社
会
評
論
社
）、『
裁
判
員
と
「
犯
罪
報

道
の
犯
罪
」』（
昭
和
堂
）、『
対
論

日
本
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
と
私
た
ち
』（
野
田
正
彰
氏
と
の
共
著
）

な
ど
。
監
修
ビ
デ
オ
に
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

人
権

と
報
道
の
旅
』（
発
行
・
現
代
人
文
社
）
が
あ
る
。

報道評議会に人権侵害記事と叱責された
０６年３月３０日付の夕刊紙「エクスプレッ
セン」を手に犯罪報道について語るスト
ックホルム大学のマッツ・ネールクリッ
ト教授
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昨
年
８
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ－
Ｂ
Ｓ
の
テ
レ
ビ

番
組
「
未
来
へ
の
提
言
」
の
取
材
の
た

め
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
都
で
あ
る
オ
ス
ロ

に
１
週
間
ほ
ど
滞
在
し
た
。
政
治
や
経

済
、
文
化
や
社
会
学
や
人
類
学
、
さ
ら
に

は
遺
伝
子
工
学
に
宇
宙
物
理
学
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
第
一
人
者
を
訪

ね
、
未
来
へ
の
提
言
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形

式
で
提
示
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す

る
こ
の
番
組
の
今
回
の
テ
ー
マ
は
厳
罰

化
。
そ
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
は
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
犯
罪
学
者
と
し
て
国
際
的
に
有

名
な
ニ
ル
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
だ
。

厳
罰
化
と
治
安
悪
化
の
悪
循
環

厳
罰
化
と
は
罰
が
厳
し
く
な
る
状
況
の

こ
と
。
特
に
９
・
１１
以
降
、
過
剰
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
状
態
に
陥
っ
た
世
界
は
、
強

い
厳
罰
化
の
傾
向
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で

刑
務
所
に
拘
禁
さ
れ
る
囚
人
の
総
数
は
、

２
０
０
８
年
初
め
で
２
３
１
万
９
２
５
８

人
を
記
録
し
た
。
成
人
男
性
の
１
０
０
人

に
１
人
が
囚
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
低

所
得
者
が
多
い
黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系

な
ど
で
は
、
こ
の
割
合
が
さ
ら
に
上
昇

し
、
親
戚
の
う
ち
必
ず
数
人
は
刑
務
所
に

い
る
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
。
再
々

犯
で
起
訴
さ
れ
た
ら
無
期
懲
役
か
死
刑
と

い
う
３
ス
ト
ラ
イ
ク
制
度
（
娘
を
殺
さ
れ

た
遺
族
の
運
動
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
法

制
化
さ
れ
た
）
も
全
米
の
半
分
近
く
の
州

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

刑
務
所
は
過
剰
収
容
と
な
る
。
受
刑
者

の
更
生
や
矯
正
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
た
だ

押
し
込
め
る
だ
け
。
暴
動
も
頻
繁
に
起
き

て
い
る
。
だ
か
ら
治
安
は
ま
す
ま
す
悪
化

し
、
不
安
と
恐
怖
に
脅
え
る
市
民
は
、
更

な
る
厳
罰
化
を
行
政
に
求
め
る
。
完
全
に

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
だ
。

日
本
の
場
合
、
こ
の
１５
年
で
受
刑
者
の

総
数
は
２
倍
に
増
え
た
。
つ
ま
り
ポ
ス
ト

・
オ
ウ
ム
だ
。
特
に
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

以
降
、
危
機
を
煽
る
膨
大
な
報
道
に
よ
っ

て
、
こ
の
国
の
善
悪
二
元
化
は
急
激
に
促

進
さ
れ
た
。
こ
の
６
年
後
に
「
敵
か
味
方

か
」
や
「
正
義
と
邪
悪
」
の
二
元
論
を
使

う
ブ
ッ
シ
ュ
を
批
判
は
で
き
て
も
、
自
分

た
ち
が
か
つ
て
（
あ
る
い
は
今
も
）
こ
の

状
況
に
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
国
の
人
は
な

か
な
か
気
づ
か
な
い
。

無
差
別
テ
ロ
と
し
て
報
道
さ
れ
た
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
は
、
自
分
も
被
害
者
に
な

っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
の
思
い
を
国
民
レ

ベ
ル
で
刺
激
し
て
、
被
害
者
感
情
共
有
化

を
急
激
に
推
進
し
た
。
さ
ら
に
動
機
や
構

造
が
解
明
さ
れ
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
不

安
や
恐
怖
は
危
機
管
理
意
識
を
刺
激
し
、

被
害
者
感
情
と
共
振
し
な
が
ら
犯
罪
者
へ

の
応
報
感
情
を
高
揚
さ
せ
た
。

「
仮
想
敵
」
の
現
出

こ
の
鋳
型
に
北
朝
鮮
拉
致
問
題
や
光
市

母
子
殺
害
事
件
な
ど
が
嵌
（
は
ま
）
り
、

出
口
を
求
め
る
危
機
管
理
意
識
と
応
報
感

情
は
敵
の
可
視
化
を
望
み
、
仮
想
敵
を
現

出
さ
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
仮
想
の
敵
だ
。
リ

ア
ル
で
は
な
い
。
リ
ア
ル
で
は
な
い
が
現

出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
以
上
は
、
何
ら
か
の

対
策
を
講
じ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
絶
対

的
な
悪
な
ら
ば
、
排
除
で
は
事
足
り
ず
消

滅
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
国
外
に
お

け
る
仮
想
の
敵
が
北
朝
鮮
で
あ
り
、
国
内

に
お
け
る
仮
想
の
敵
が
犯
罪
者
（
特
に
殺

人
犯
）
だ
。

実
の
と
こ
ろ
日
本
の
治
安
は
悪
化
な
ど

し
て
い
な
い
。
０９
年
に
発
生
し
た
殺
人
事

件
の
認
知
件
数
は
、
こ
れ
ま
で
戦
後
最
少

だ
っ
た
０７
年
の
１
１
９
９
件
を
さ
ら
に
下

回
る
１
０
９
７
件
。
暴
行
や
傷
害
、
恐
喝

な
ど
、
粗
暴
犯
も
含
め
て
の
刑
法
犯
全
体

も
前
年
比
６
・
３
％
減
の
約
１
７
０
万

３
０
０
０
件
だ
っ
た
。
７
年
連
続
の
減
少

だ
。
つ
い
で
に
書
け
ば
、
殺
人
事
件
の
検

挙
率
は
、
前
年
よ
り
２
・
７
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し

て
、
９８
・
１
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
戦

後
３
番
目
に
高
い
記
録
だ
。

世
界
各
国
と
の
比
較
に
お
い
て
も
日
本

は
圧
倒
的
に
治
安
が
良
い
。
イ
ギ
リ
ス
の

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
が
毎
年
発
表
す
る
世
界

平
和
度
指
数
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
ず
っ
と

ト
ッ
プ
５
だ
っ
た
。
人
口
比
に
お
け
る
殺

人
事
件
発
生
数
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の

ほ
ぼ
１０
分
の
１
、
韓
国
や
イ
ギ
リ
ス
、
ド

イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
ほ
ぼ
半
分
以
下
だ
。

で
も
そ
の
認
識
は
広
が
ら
な
い
。
国
民

の
大
多
数
は
、
こ
の
国
の
治
安
は
と
て
も

あ
お

治
安
が
良
い
の
に
恐
怖
が
煽
ら
れ
る
不
思
議
な
国
ニ
ッ
ポ
ン

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家

森

達
也
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悪
化
し
て
い
る
と
思
い
こ
ん
で
い
る
。
な

ぜ
な
ら
メ
デ
ィ
ア
が
不
安
や
恐
怖
を
煽
る

か
ら
だ
。
な
ぜ
メ
デ
ィ
ア
は
不
安
や
恐
怖

を
煽
る
の
か
。
そ
の
ほ
う
が
視
聴
率
や
部

数
が
上
が
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
厳
罰

化
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
日
本
を
筆
頭
に
し
な
が
ら

（
日
本
以
外
の
３
国
は
実
際
に
治
安
が
悪

い
）、
現
在
の
世
界
全
般
が
抱
え
る
傾
向

で
あ
り
問
題
で
も
あ
る
。

厳
罰
化
の
逆
を
行
く
北
欧

と
こ
ろ
が
北
欧
は
、
世
界
的
な
こ
の
傾

向
と
ま
っ
た
く
逆
の
方
向
に
進
ん
で
い

る
。
厳
罰
化
で
は
な
く
寛
容
化
。
特
に
ノ

ル
ウ
ェ
ー
に
お
い
て
は
、
ニ
ル
ス
・
ク
リ

ス
テ
ィ
の
存
在
は
大
き
い
。
彼
の
主
張
を

採
用
す
る
形
で
さ
ま
ざ
ま
な
刑
事
司
法
改

革
が
行
わ
れ
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
治
安

は
劇
的
に
良
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

０９
年
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
全
国
の
殺
人
事
件

の
件
数
は
年
間
で
１
件
前
後
。
現
地
で
法

務
省
官
僚
か
ら
聞
い
た
数
値
だ
。
故
殺
、

つ
ま
り
計
画
的
殺
人
事
件
の
場
合
の
よ
う

だ
が
、
そ
れ
に
し
た
っ
て
驚
異
的
な
数
字

だ
。
往
来
に
は
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
な
い

（
さ
す
が
に
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
店
内
に
は
あ

る
け
れ
ど
）。「
テ
ロ
警
戒
中
」
と
か
「
不

審
者
の
い
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
」
式
の

掲
示
も
な
い
。
警
察
官
も
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
滞
在
中
に
見
か
け
た
の
は
１
回
だ

け
。
そ
れ
も
交
通
整
理
を
す
る
女
性
騎
馬

警
官
だ
。
道
行
く
人
も
と
て
も
優
し
い
。

だ
か
ら
ふ
と
思
い
出
す
。
僕
に
と
っ
て
は

初
め
て
の
北
欧
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

体
験
し
た
二
つ
の
こ
と
を
。

穏
や
か
な
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
き
て
日
本
が

大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
る

９５
年
の
１
月
、
テ
レ
ビ
朝
日
の
報
道
番
組

「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
特
集
枠

ロ
ケ
の
た
め
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
と
地
方
都
市
の
イ
エ
テ
ボ

リ
に
２
週
間
ほ
ど
滞
在
し
た
。

一
つ
め
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
移
動

の
た
め
に
乗
っ
た
列
車
の
中
で
の
出
来
事

だ
。
荷
物
を
網
棚
や
足
も
と
に
収
め
き
れ

ず
、
座
席
の
横
の
通
路
に
い
く
つ
か
を
置

い
た
。
列
車
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
を
発
車

し
て
１
時
間
が
過
ぎ
る
頃
、
座
席
で
転
寝

を
し
て
い
た
僕
は
、
大
き
な
金
属
音
で
目

を
覚
ま
し
た
。
す
ぐ
横
で
大
き
な
男
が
転

ん
で
い
る
。
荷
物
に
足
を
引
っ
か
け
た
よ

う
だ
。
撮
影
機
材
な
ど
を
入
れ
る
頑
丈
な

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
ケ
ー
ス
だ
。
中
身
は
問
題

な
い
。
男
の
足
の
ほ
う
が
心
配
だ
。

苦
痛
に
う
め
き
な
が
ら
男
は
立
ち
上
が

る
。
２
㍍
は
あ
り
そ
う
な
巨
漢
だ
。
丸
太

の
よ
う
に
太
い
二
の
腕
に
は
見
事
な
タ
ト

ゥ
ー
。
し
か
も
髪
は
モ
ヒ
カ
ン
刈
り
で
顔

は
ピ
ア
ス
だ
ら
け
。
要
す
る
に
、
見
る
か

ら
に
凶
暴
そ
う
な
パ
ン
ク
野
郎
だ
。
ま
ず

い
こ
と
に
な
っ
た
。
も
し
も
こ
の
男
が
本

気
で
暴
れ
た
ら
、
高
価
な
撮
影
機
材
に
被

害
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
事
態

は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
寒
い
の
に
パ
ン
ク
野
郎
は
短
パ
ン

だ
っ
た
。
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
ケ
ー
ス
の
角
に

ぶ
つ
け
た
剥
き
だ
し
の
右
足
の
脛
は
真
青

に
変
色
し
て
、
微
か
に
血
も
滲
ん
で
い

る
。
パ
ン
ク
野
郎
は
ゆ
っ
く
り
と
僕
を
見

下
ろ
し
た
。
思
わ
ず
半
腰
に
な
っ
て
身
構

え
た
と
き
、
男
は
グ
ロ
ー
ブ
の
よ
う
な
手

で
僕
の
手
を
握
り
、「
ご
め
ん
。
き
み
た

ち
の
荷
物
を
蹴
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
」

と
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
言
っ
た
。

「
…
…
荷
物
は
い
い
よ
。
そ
れ
よ
り
も

君
の
脛
が
心
配
だ
」

「
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
。
ち
ゃ
ん
と

前
を
見
て
歩
い
て
い
な
か
っ
た
自
分
が
悪

い
ん
だ
。
許
し
て
ほ
し
い
。
荷
物
が
心
配

だ
。
本
当
に
申
し
訳
な
い
」

大
き
な
身
体
を
縮
め
る
よ
う
に
し
て
何

度
も
謝
っ
て
か
ら
、
タ
ト
ゥ
ー
で
モ
ヒ
カ

ン
で
パ
ン
ク
な
大
男
は
、
足
を
引
き
ず
り

な
が
ら
隣
の
車
両
に
移
動
し
て
行
っ
た
。

列
車
が
到
着
し
た
イ
エ
テ
ボ
リ
で
、
取

材
対
象
者
の
家
を
訪
ね
た
。
道
路
脇
の
共

同
住
宅
の
一
室
。
長
く
現
地
に
暮
ら
す
日

本
人
女
性
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
自
分

の
バ
ッ
グ
を
路
上
に
置
い
た
ま
ま
、
ク
ル

ー
を
先
導
し
て
階
段
を
上
ろ
う
と
し
た
。

「
バ
ッ
グ
、
忘
れ
て
ま
す
よ
」

僕
は
彼
女
に
言
っ
た
。

「
い
い
で
す
。
置
い
て
お
き
ま
す
」

彼
女
は
あ
っ
さ
り
と
言
っ
た
。「
置
い
て

お
き
ま
す
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
と
っ

さ
に
理
解
で
き
な
く
て
、
僕
は
ぼ
ん
や
り

と
立
ち
尽
く
し
た
。

「
…
…
だ
っ
て
、
誰
か
が
持
っ
て
行
き

ま
す
よ
」

「
大
丈
夫
で
す
。
１
時
間
後
バ
ッ
グ
は

こ
の
ま
ま
こ
こ
に
あ
り
ま
す
」

彼
女
は
言
っ
た
。
自
信
た
っ
ぷ
り
と
。

「
こ
の
国
に
は
、
路
上
の
バ
ッ
グ
を
こ

っ
そ
り
持
っ
て
行
こ
う
な
ど
と
考
え
る
人

は
、
ひ
と
り
も
い
ま
せ
ん
」

「
本
当
で
す
か
」

「
賭
け
て
も
い
い
で
す
よ
」

す
ご
い
ね
こ
の
国
は
、
な
ど
と
言
い
合

い
な
が
ら
、
僕
と
撮
影
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は

共
同
住
宅
の
階
段
を
駆
け
上
が
る
。
長
く

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
る

彼
女
は
、
こ
の
国
に
つ
い
て
誰
よ
り
も
精

通
し
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
の
断
言
を
疑
う

理
由
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
。

ほ
ぼ
１
時
間
後
、
撮
影
を
終
え
て
路
上

に
降
り
て
く
れ
ば
、
彼
女
の
バ
ッ
グ
は
消

え
て
い
た
。
し
ば
ら
く
呆
然
と
し
て
か
ら
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の
彼
女
の
嘆
き
と
取
り
乱
し
よ
う
は
、
傍

目
に
も
気
の
毒
に
な
る
く
ら
い
だ
っ
た
。

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
変
わ
り
ま
し
た
」

彼
女
は
何
度
も
言
っ
た
。

「
私
が
こ
の
国
に
来
た
２０
年
ほ
ど
前
な

ら
、
バ
ッ
グ
は
明
日
の
朝
で
も
同
じ
場
所

に
あ
る
は
ず
で
す
」

多
く
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
は
僕
が
こ
の

話
を
す
る
と
、「
い
く
ら
な
ん
で
も
そ
れ

は
無
用
心
す
ぎ
る
よ
」
と
笑
う
。
今
に
し

て
思
え
ば
確
か
に
そ
う
だ
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
人
の
男
性
と
結
婚
し
た
彼
女
は
、
こ
の

国
の
人
た
ち
が
い
か
に
優
し
く
て
道
徳
的

で
あ
る
か
を
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
強
調
し

よ
う
と
し
て
、
少
し
ば
か
り
無
理
を
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
ん
な
要
素
が

確
か
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
彼
女
は
そ
れ
を

強
調
し
よ
う
と
し
た
。
な
い
も
の
を
強
調

は
で
き
な
い
。
そ
し
て
そ
の
要
素
に
つ
い

て
は
（
短
い
滞
在
で
は
あ
っ
た
け
れ

ど
）、
僕
も
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
言
に
す
れ
ば
、
と
て
も
穏
や
か
で
優
し

い
国
だ
っ
た
。
人
々
は
大
人
だ
っ
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
け
る
罪
と
罰

「
な
ぜ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
厳
罰
化
が
進

ま
な
い
の
か
」。
僕
の
こ
の
質
問
に
、
法

務
省
で
刑
務
所
の
制
度
設
計
を
担
当
し
て

い
る
高
級
官
僚
は
言
っ
た
。

「
ほ
と
ん
ど
の
犯
罪
者
の
背
景
に
は
、

幼
い
こ
ろ
の
教
育
と
愛
情
の
不
足
、
そ
し

て
現
在
の
貧
困
が
、
要
因
と
な
っ
て
働
い

て
い
ま
す
。
彼
ら
に
与
え
る
べ
き
は
罰
で

は
な
い
。
良
好
な
環
境
と
愛
情
、
そ
し
て

正
し
い
教
育
で
す
。
と
て
も
少
数
で
は
あ

る
が
、
い
わ
ゆ
る
サ
イ
コ
パ
ス
的
な
人
は

い
る
。
で
も
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
な
お
の

こ
と
、
彼
ら
に
苦
痛
を
与
え
て
も
意
味
は

な
い
。
こ
の
場
合
は
で
き
る
か
ぎ
り
の
治

療
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

法
務
省
の
高
級
官
僚
が
「
罰
と
は
苦
し

み
を
与
え
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
公
言
す

る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
最
高
刑
は
懲
役
２１

年
だ
。
死
刑
は
と
っ
く
に
廃
止
さ
れ
、
無

期
懲
役
や
終
身
刑
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
再

犯
率
は
と
て
も
低
い
。
懲
役
を
終
え
た
囚

人
は
、
住
ま
い
と
仕
事
を
保
障
さ
れ
る
こ

と
が
、
出
所
の
条
件
に
な
る
か
ら
だ
。
こ

の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
国

が
住
ま
い
と
仕
事
を
保
障
す
る
。

出
所
し
た
元
犯
罪
者
に
国
が
提
供
す
る

住
宅
も
撮
影
し
た
。
大
き
な
共
同
住
宅
だ

っ
た
。
一
般
の
人
も
住
ん
で
い
る
。
隣
に

は
幼
稚
園
も
あ
る
。
子
ど
も
を
乳
母
車
に

乗
せ
て
通
り
か
か
っ
た
若
い
母
親
に
、

「
刑
務
所
を
出
た
ば
か
り
の
人
が
た
く
さ

ん
住
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
不
安
は
な
い
で

す
か
」
と
訊
（
た
ず
）
ね
た
ら
、「
だ
っ

て
罪
を
償
っ
た
人
た
ち
で
す
よ
ね
。
な
ん

の
不
安
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
答
え
が
返

っ
て
き
た
。

ロ
ケ
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
か
ら
僕
は
考

え
込
む
。
罪
と
罰
の
概
念
が
ま
っ
た
く
違

う
。
も
し
も
今
の
日
本
で
こ
ん
な
刑
事
施

策
を
提
唱
す
れ
ば
、
現
実
を
省
み
な
い
理

想
主
義
者
と
ほ
と
ん
ど
の
人
に
嘲
笑
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
で
も
こ
の
刑
事
施
策
を
実
施

し
て
い
る
国
は
実
際
に
存
在
し
、
そ
し
て

圧
倒
的
に
良
い
治
安
を
、
現
実
の
も
の
に

し
て
い
る
。

オ
ス
ロ
で
の
ニ
ル
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
ほ
ぼ
一
日
か
け
て

行
わ
れ
た
。
多
く
の
国
の
刑
務
所
を
訪

ね
、
多
く
の
受
刑
者
た
ち
に
会
っ
て
き
た

ク
リ
ス
テ
ィ
は
、「
犯
罪
者
の
多
く
は
こ

れ
ま
で
の
人
生
で
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
苦

し
み
を
受
け
て
い
た
人
た
ち
だ
。
そ
ん
な

彼
ら
に
は
更
な
る
苦
し
み
を
与
え
る
意
味

は
な
い
」
と
言
っ
て
か
ら
、
に
っ
こ
り
と

微
笑
ん
だ
。

「
私
は
今
ま
で
多
く
の
犯
罪
者
に
会
っ

て
き
た
。
で
も
モ
ン
ス
タ
ー
に
な
ど
、
一

人
も
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
ど
こ
か
に
い

る
の
か
な
。
君
が
も
し
知
っ
て
い
る
の
な

ら
是
非
教
え
て
ほ
し
い
」

最
後
に
補
足
す
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
人

口
は
４
８
０
万
人
。
日
本
の
ほ
ぼ
３０
分
の

１
だ
。
年
間
の
殺
人
事
件
は
確
か
に
１
件

前
後
だ
け
ど
、
傷
害
致
死
や
過
失
致
死
、

衝
動
的
殺
人
な
ど
を
除
い
た
数
字
で
あ
る

こ
と
は
前
述
し
た
。
計
画
的
殺
人
に
衝
動

的
殺
人
も
入
れ
れ
ば
２５
〜
４０
件
近
く
に
な

る
よ
う
だ
。
そ
し
て
日
本
の
殺
人
事
件
の

認
知
件
数
は
、
未
遂
や
予
備
罪
、
さ
ら
に

は
無
理
心
中
も
入
れ
て
い
る
た
め
、
実
質

的
な
発
生
件
数
は
こ
の
半
分
強
と
言
わ
れ

て
い
る
。

そ
の
う
え
で
も
う
一
回
計
算
し
て
ほ
し

い
。
実
は
日
本
の
治
安
状
況
は
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
や
は
り

世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
治
安
の
良
さ

だ
。
と
こ
ろ
が
体
感
治
安
の
悪
さ
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
。
と
て
も
治
安
が
良
い
の
に
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
治
安
が
悪
い
と
思
い

こ
ん
で
い
る
（
ち
な
み
に
こ
の
反
対
は
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
だ
）。

だ
か
ら
や
っ
ぱ
り
つ
く
づ
く
思
う
。
何

と
不
思
議
な
国
に
僕
は
生
ま
れ
た
の
だ
ろ

う
か
と
。

も
り
・
た
つ
や

１
９
５
６
年
生
ま
れ
。
９８

年
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
荒
木
浩
を
主
人
公
と
す
る

映
画
『
Ａ
』、
０１
年
に
続
編
『
Ａ
２
』
を
発
表
。

著
書
に
『
放
送
禁
止
歌
』（
知
恵
の
森
文
庫
）、『
悪

役
レ
ス
ラ
ー
は
笑
う
』（
岩
波
新
書
）、『
死
刑
』（
朝

日
出
版
社
）、『
死
刑
の
あ
る
国
ニ
ッ
ポ
ン
』（
金
曜

日
、
藤
井
誠
二
氏
と
の
共
著
）、『
誰
が
誰
に
何
言

っ
て
る
の
？
』（
大
和
書
房
）、『
首
都
圏
生
き
も
の

記
』（
学
研
）
な
ど
。
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違
法
に
流
通
す
る
薬
物
は
世
界
規
模
の

問
題
で
あ
る
。
国
連
の
薬
物
と
犯
罪
に
関

わ
る
機
関
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
の
昨
年
の
「
世
界

薬
物
報
告
書
」（
＊
１
）
に
よ
る
と
、
コ
カ

イ
ン
、
オ
ピ
ウ
ム
、
カ
ナ
ビ
ス
の
世
界
市

場
は
現
状
維
持
あ
る
い
は
縮
小
傾
向
に
あ

る
が
、
合
成
薬
物
に
つ
い
て
は
特
に
発
展

途
上
国
に
お
い
て
増
加
し
て
い
る
。

（
＊
１
）W

orld
D
rug
R
eport

2009,U
nited

N
ations

O
ffice

on
D
rugs

and
C
rim
e

(U
N
O
D
C
)

英
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

コ
カ
イ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル

０８
年
に
英
国
政
府
が
発
表
し
た
「
薬
物

戦
略
」（
＊
２
）
に
よ
る
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
は
推
定
３３
万
２
千
人
も
の
問
題
あ
る

薬
物
使
用
者
が
い
る
と
い
う
。
１６
〜
２４
歳

の
若
者
の
約
４
人
に
１
人
、
１６
〜
５９
歳
で

も
１０
人
に
１
人
、
１１
〜
１５
歳
の
学
生
の
１７

％
が
昨
年
、
違
法
に
薬
物
を
使
用
し
て
い

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
英
国
は
ス
ペ
イ

ン
と
並
ん
で
コ
カ
イ
ン
の
消
費
量
が
高

く
、
英
国
の
違
法
薬
物
市
場
は
４０
〜
６６
億

ポ
ン
ド
規
模
と
推
定
さ
れ
る
。
規
制
物
質

の
中
で
（
後
に
述
べ
る
）
ク
ラ
ス
Ａ
薬
物

使
用
は
毎
年
お
よ
そ
１
５
４
億
ポ
ン
ド

の
犯
罪
・
医
療
費
を
生
み
出
し
、
窃
盗
事

件
の
３
分
の
１
か
ら
半
分
は
薬
物
が
ら
み

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
＊
２
）D

rugs
:
protecting

fam
ilies

and
com
m
unities

-T
he
2008

drug
strategy,

H
M
G
overnm

ent,F
ebruary

2008

し
か
し
、
１１
〜
１５
歳
の
若
者
へ
の
調
査

を
ま
と
め
た
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
若
者

の
喫
煙
・
飲
酒
・
薬
物
使
用
」（
＊
３
）
に

よ
る
と
、
０１
年
の
調
査
に
比
べ
て
、
０８
年

で
は
薬
物
使
用
経
験
者
の
割
合
は
減
少
し

て
い
る
。
過
去
１
年
に
使
用
し
た
と
回
答

さ
れ
た
中
で
最
も
多
い
（
９
％
）
薬
物

は
カ
ナ
ビ
ス
で
、
５
％
の
学
生
は
接
着

剤
、
ガ
ス
な
ど
の
揮
発
性
物
質
を
鼻
か
ら

ロ
ン
ド
ン
で
暮
ら
し
て
⑪

英
国
の
薬
物
問
題

日
系
銀
行
勤
務

由
紀
子
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
薬
物
常
用
は
圧
倒
的
に
独
身
男
性
が
多
い
と
い

う
。
ま
た
、
先
進
国
で
の
ア
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
、
メ

タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
な
ど
の
合
成

薬
物
使
用
は
大
き
な
変
動
が
な
い
が
、
発
展
途
上

国
で
は
増
加
を
示
す
デ
ー
タ
が
あ
る
。

世界のオピウムの９３％を生産するアフガニスタンではオピウムポピーの栽培が２００８年に
１９％下降した。

「
世
界
薬
物
報
告
書
」
の
主
要
問
題
薬
物
を
示
す

世
界
地
図
。
カ
ナ
ビ
ス
は
世
界
の
ど
こ
で
も
生
産

で
き
る
た
め
最
も
広
く
消
費
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
若
者
が
手
に
す
る
最
初
の
薬
物
で
あ
る
こ
と

が
多
い
。
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吸
い
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
国
民

医
療
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）
の
全
国
薬
物

濫
用
治
療
機
関
（
＊
４
）
が
最
近
発
表
し

た
数
字
で
は
、
０５
／
０６
年
に
は
ヘ
ロ
イ
ン

や
ク
ラ
ッ
ク
の
濫
用
か
ら
治
療
を
受
け
た

学
生
は
１
０
８
１
人
（
治
療
を
受
け
た

全
体
の
６
％
）
い
た
が
、
０７
／
０８
年
で

は
６
５
７
人
（
同
２
％
）
と
減
少
し
て

い
る
。

一
方
、
カ
ナ
ビ
ス
の
濫
用
か
ら
治
療
を

受
け
た
数
は
０５
／
０６
年
で
全
体
の
５５
％
、

０７
／
０８
年
が
５３
％
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
常
用
に
よ
っ
て
治
療
を

受
け
た
学
生
の
数
は
０５
／
０６
年
の

４
８
８
６
人
（
３０
％
）
か
ら
８
７
７
９

人
（
３７
％
）
と
ほ
ぼ
２
倍
に
増
え
た
。

（
＊
３
）S

m
oking,drinking

and
drug

use
am
ong
young

people
in
E
ngland

in
2008,

N
H
S
Inform

ation
C
entre

for
H
ealth

and
S
ocialC

are

（
＊
４
）N

ational
T
reatm

ent
A
gency

for
S
ubstance

M
isuse

(N
T
A)

安
く
簡
単
に
手
に
入
る
薬
物

仕
事
の
後
、
財
布
に
１０
ポ
ン
ド
あ
れ
ば

パ
ブ
へ
行
っ
て
２
、
３
杯
の
ビ
ー
ル
を
飲

ん
で
お
つ
り
が
く
る
。
し
か
し
ロ
ン
ド
ン

北
東
に
位
置
す
る
エ
セ
ッ
ク
ス
地
域
の
北

部
で
は
、
同
じ
１０
ポ
ン
ド
で
ク
ラ
ス
Ａ
の

違
法
薬
物
、
ヘ
ロ
イ
ン
１
グ
ラ
ム
を
買
う

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
個
人
差
は
あ
る
が

４
服
分
に
相
当
す
る
。
一
方
、
薬
物
と
薬

物
中
毒
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
監
視
セ
ン
タ
ー

（
＊
５
）
の
調
べ
で
は
、
最
近
の
大
陸
で

の
ヘ
ロ
イ
ン
の
平
均
価
格
は
１
グ
ラ
ム
２５

〜
４０
ポ
ン
ド
程
度
と
見
ら
れ
て
い
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た
エ

セ
ッ
ク
ス
に
住
む
２０
年
の
ヘ
ロ
イ
ン
常
習

者
は
「
手
近
な
の
で
常
習
癖
を
絶
つ
こ
と

が
で
き
な
い
」
と
言
い
、
２
年
半
の
ヘ
ロ

イ
ン
常
習
者
で
あ
る
そ
の
恋
人
は
「
皆
私

が
入
手
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
私
の

所
に
欲
し
い
と
や
っ
て
く
る
の
で
、
抜
け

ら
れ
な
い
」
と
言
う
。

ど
う
や
ら
薬
物
は
犯
罪
組
織
に
よ
り
ロ

ン
ド
ン
か
ら
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
量
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
の
で
売
人
は

初
め
安
い
値
で
売
り
、
人
々
が
中
毒
に
な

る
と
値
段
を
吊
り
上
げ
て
儲
け
る
と
い

う
。
こ
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
国
内
全
体

で
薬
物
の
密
輸
価
格
が
下
が
り
取
引
や
入

手
が
簡
単
に
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

（
＊
５
）E

uropean
M
onitoring

C
entre

for
D
rugs

and
D
rug
A
ddiction

芸
能
人
の
薬
物
使
用

２
年
前
、
英
国
人
で
グ
ラ
ミ
ー
賞
受
賞

歌
手
の
エ
イ
ミ
ー
・
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
は
ビ

デ
オ
で
違
法
薬
物
使
用
中
と
疑
わ
れ
逮
捕

さ
れ
た
が
、
違
法
薬
物
と
は
特
定
で
き
ず

釈
放
さ
れ
た
。
そ
の
数
年
前
に
は
ス
ー
パ

ー
モ
デ
ル
の
ケ
イ
ト
・
モ
ス
が
コ
カ
イ
ン

吸
飲
場
面
を
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
に
と
り
あ
げ

ら
れ
、
い
く
つ
か
の
国
際
ブ
ラ
ン
ド
は
専

属
契
約
を
破
棄
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
契
約

を
継
続
し
た
企
業
も
あ
り
彼
女
は
現
在
で

も
人
気
が
高
い
。
モ
ス
の
元
恋
人
の
歌
手

ピ
ー
ト
・
ド
ハ
ー
テ
ィ
も
薬
物
が
ら
み
の

報
道
か
ら
縁
が
切
れ
ず
、
つ
い
最
近
も
飲

酒
運
転
で
出
廷
し
た
際
に
上
着
の
ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
ヘ
ロ
イ
ン
の
入
っ
た
袋
を
落
と
し

て
即
刻
逮
捕
さ
れ
罰
金
を
支
払
っ
て
い

る
。
現
在
薬
物
を
断
ち
切
る
た
め
の
治
療

を
受
け
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
の
間
抜
け

な
「
間
違
い
」
は
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
を
集

め
る
た
め
の
売
名
行
為
と
も
噂
さ
れ
た
。

薬
物
に
手
を
染
め
る
時
期
に
あ
る
十
代

の
若
者
が
テ
レ
ビ
や
雑
誌
を
通
し
て
芸
能

人
か
ら
受
け
る
影
響
は
大
き
い
。
芸
能
人

の
違
法
薬
物
使
用
が
若
者
に
「
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ナ
ブ
ル
」「
ダ
メ
ー
ジ
が
な
い
」
と
い
う

接
着
剤
な
ど
の
溶
剤
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
、
揮
発
性
物

質
な
ど
を
吸
引
し
て
死
亡
す
る
事
故
も
起
き
て
い

る
。

週末や深夜のクラブは、酒に酔い羽目を外した若者がパ
ーティドラッグに手を出す最初の場になることが多い。

多くの新しい密売人が違法薬物市場に参入し供給が需要を上回
るため、３０年前に比べて１／５～１／１０の安値で取引されている。
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誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

薬
物
規
制
法

英
国
で
は
１
９
７
１
年
に
制
定
さ
れ

たM
isuseofD

rugsA
ct

で
規
制
薬
物
が

指
定
さ
れ
、
そ
の
薬
物
の
有
害
度
に
よ
り

３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
刑
罰
を
定

め
て
い
る
。

（
１
）
ク
ラ
ス
Ａ

最
も
有
害
な
ク
ラ
ス
Ａ
の
規
制
物
質
を

不
法
に
所
持
・
取
引
目
的
で
所
持
・
取
引

・
あ
る
い
は
家
屋
内
で
使
用
や
取
引
を
許

す
こ
と
な
ど
が
違
法
と
さ
れ
、
不
法
所
持

は
最
長
７
年
の
服
役
・
罰
金
、
不
法
取
引

は
終
身
刑
の
厳
罰
が
処
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
。
こ
れ
に
は
エ
ク
ス
タ
シ
ー
、
Ｌ
Ｓ

Ｄ
、
ヘ
ロ
イ
ン
、
コ
カ
イ
ン
、
ク
ラ
ッ

ク
、
マ
ジ
ッ
ク
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、
メ
チ

ル
ア
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
（
ク
リ
ス
タ
ル
メ

チ
）、
注
射
用
に
用
意
さ
れ
た
他
の
ア
ン

フ
ェ
タ
ミ
ン
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

（
２
）
ク
ラ
ス
Ｂ

ク
ラ
ス
Ｂ
に
は
カ
ナ
ビ
ス
、
ア
ン
フ
ェ

タ
ミ
ン
、
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
デ
ー
ト
（
リ
タ

リ
ン
）、フ
ォ
ル
コ
デ
ィ
ン
な
ど
が
あ
り
、

不
法
所
持
は
最
長
刑
期
５
年
・
罰
金
、
不

法
取
引
は
１４
年
・
罰
金
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
ク
ラ
ス
Ｃ

ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー
（
鎮
静
剤
）、
数

種
の
鎮
痛
剤
、
Ｇ
Ｈ
Ｂ
（
ガ
ン
マ
ヒ
ド
ロ

エ
ス
テ
ル
）、
ケ
タ
ミ
ン
な
ど
が
含
ま

れ
、
刑
罰
は
不
法
所
持
で
２
年
・
罰
金
、

不
法
取
引
で
１４
年
・
罰
金
。

薬
物
の
身
体
へ
の
悪
影
響
と

分
類
の
妥
当
性

昨
年
初
め
、
規
制
薬
物
の
有
害
度
に
応

じ
た
分
類
に
つ
い
て
専
門
的
な
立
場
か
ら

政
府
に
助
言
を
与
え
る
機
関
（
Ａ
Ｃ
Ｍ

Ｄ
）（
＊
６
）
の
会
長
で
あ
っ
たD

avid
N
utt

教
授
が
「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
よ
り
乗
馬

中
毒
の
ほ
う
が
む
し
ろ
危
険
度
が
高
い
」

と
個
人
的
な
論
文
で
発
表
し
た
。
さ
ら
に

「
ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
の
ほ
う
が
Ｌ
Ｓ

Ｄ
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
、
カ
ナ
ビ
ス
よ
り
有

害
だ
」
と
、
カ
ナ
ビ
ス
を
ク
ラ
ス
Ｃ
か
ら

Ｂ
に
格
上
げ
し
な
お
す
政
府
の
方
針
を
批

判
し
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
ク
ラ
ス
Ａ
か
ら

Ｂ
に
格
下
げ
す
る
よ
う
進
言
し
た
。
結
局

政
府
は
彼
の
意
見
を
聞
き
入
れ
ず
、
教
授

は
そ
の
後
会
長
職
を
首
に
な
り
、
物
議
を

か
も
し
た
。

科
学
的
な
数
値
や
事
実
に
基
づ
い
た
正

確
な
分
類
も
重
要
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
分
類
の
格
下
げ
・
刑
罰
の
軽
量
化
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
薬
物
が
「
安
全

で
あ
る
」
と
い
う
間
違
っ
た
印
象
を
世
間

に
与
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
現
行

の
分
類
・
規
制
制
度
自
体
を
見
な
お
す
べ

き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

（
＊
６
）A

dvisory
C
ouncilon

the
M
isuse

ofD
rugs

(A
C
M
D
)

一
方
、
強
力
な
ス
カ
ン
ク
カ
ナ
ビ
ス
は

通
常
の
ハ
ッ
シ
ュ
カ
ナ
ビ
ス
に
比
べ
７
倍

も
精
神
分
裂
病
な
ど
の
精
神
病
を
引
き
起

こ
す
、
と
い
う
研
究
結
果
が
発
表
さ
れ
た

（
＊
７
）。
ス
カ
ン
ク
に
は
高
レ
ベ
ル
の
精

神
活
性
物
質
デ
ル
タ
９
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ

ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
（
Ｔ
Ｈ
Ｃ
）
が
含
ま
れ

る
。
通
常
の
ハ
ッ
シ
ュ
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
含
有
量

は
４
％
だ
が
、
ス
カ
ン
ク
で
は
１８
％
。

し
か
も
過
去
２
年
ほ
ど
で
ス
カ
ン
ク
は
カ

ナ
ビ
ス
市
場
を
優
占
し
、
価
格
も
１
グ
ラ

ム
５
ポ
ン
ド
以
下
に
下
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
薬
物
の
影
響
で
精
神
病
に
な
っ

た
３７
歳
の
男
が
自
ら
の
両
親
を
滅
多
切
り

に
し
て
殺
害
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件

が
起
き
た
。
彼
は
十
代
か
ら
カ
ナ
ビ
ス
や

エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
錠
剤
。
ロ
ン
ド
ン
のS

t
G
eorge's

病
院
で
は
５
２
０
を
超
え
る
デ
ザ
イ
ン

の
錠
剤
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ケ
タ
ミ
ン
の
粉
末
と
液
体
。
多
く
の
薬
物
は
ア
ル

コ
ー
ル
や
エ
ク
ス
タ
シ
ー
な
ど
他
の
薬
物
と
共
に

常
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
複
合
的
な
危
険
が

増
す
。

自
転
車
の
イ
ラ
ス
ト
の
つ
い
た
Ｌ
Ｓ
Ｄ
「
ス
タ
ン

プ
」
１
つ
に
２５
服
分
の
「
ト
リ
ッ
プ
」
が
あ
り
、

こ
の
シ
ー
ト
一
枚
で
５
０
０
服
分
。
Ｌ
Ｓ
Ｄ
は
他

に
も
大
き
な
針
の
先
く
ら
い
の
極
小
サ
イ
ズ
の
錠

剤
が
あ
る
。
比
較
の
た
め
に
５
ペ
ン
ス
コ
イ
ン

（
１
円
玉
よ
り
小
さ
い
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
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コ
カ
イ
ン
を
始
め
、
２１
歳
で
自
分
の
両
親

が
本
当
の
家
族
で
は
な
い
と
い
う
幻
聴
や

幻
覚
を
起
こ
す
精
神
分
裂
症
に
な
る
。
定

期
的
に
抗
分
裂
症
剤
を
投
与
す
る
治
療
を

し
て
い
た
が
、
殺
害
に
至
る
前
の
８
日
間

に
３
度
、
医
療
機
関
の
人
手
不
足
か
ら
投

与
を
阻
ま
れ
、
投
与
を
待
っ
て
い
る
間
、

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
ス
カ
ン
ク
を
吸
っ
て
い

る
う
ち
に
犯
行
に
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
う

し
た
事
件
か
ら
も
ス
カ
ン
ク
の
影
響
は
極

め
て
強
力
な
の
で
他
の
カ
ナ
ビ
ス
と
は
別

枠
に
し
て
、
ク
ラ
ス
Ａ
に
分
類
す
べ
き
だ

と
い
う
専
門
家
の
声
が
あ
る
。

（
＊
７
）Institute

ofP
sychiatry

in
London

リ
ー
ガ
ル
ハ
イ
・
ハ
ー
バ
ル
ハ
イ

薬
物
市
場
に
は
次
々
と
新
し
い
物
質
が

誕
生
し
、「
合
法
な
」
薬
物
と
し
て
店
頭

あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
手
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
０６
年
に
初
め
て

中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
ス
パ
イ
ス
と
呼
ば

れ
る
一
連
の
商
品
は
ア
ロ
マ
ポ
プ
リ
で
ハ

ー
ブ
の
高
揚
感
を
与
え
る
と
謳
っ
て
い
る

が
、
カ
ナ
ビ
ス
の
作
用
を
真
似
た
合
成
薬

品
を
含
み
、
偏
執
症
や
パ
ニ
ッ
ク
発
作
を

誘
発
す
る
危
険
が
あ
る
。
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｄ
は
こ

う
い
っ
た
合
成
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
を
規
制

薬
物
に
加
え
る
べ
き
だ
と
し
、
昨
年
末
合

成
パ
ー
テ
ィ
ド
ラ
ッ
グ
で
「
エ
ク
ス
タ
シ

ー
の
ハ
ー
ブ
版
」
と
呼
ば
れ
る
Ｇ
Ｂ
Ｌ
と

Ｂ
Ｚ
Ｐ
な
ど
と
共
に
、
ス
パ
イ
ス
は
規
制

薬
物
ク
ラ
ス
Ｃ
に
加
え
ら
れ
た
。

政
府
の
薬
物
対
策

政
府
は
先
に
あ
げ
た
「
０８
薬
物
戦
略
」

で
主
に
違
法
薬
物
に
焦
点
を
あ
て
、
４
つ

の
分
野
・
法
に
よ
る
規
制
、
予
防
、
治
療

と
社
会
復
帰
、
情
報
の
伝
達
を
網
羅
す
る

１０
年
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
は
当

初
３
年
間
で
達
成
を
目
標
と
す
る
具
体
的

な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
加
え
ら
れ
て
お

り
、
全
体
的
な
実
施
責
任
を
持
つ
内
務
省

（H
om
eO
ffice

）、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
を
通
し
て
治

療
に
あ
た
る
保
健
省
（D

epartm
entof

H
ealth

）、
そ
し
て
若
者
の
薬
物
中
毒
に

関
わ
る
方
策
を
実
行
す
る
児
童
学
校
家
庭

省
（D

epartm
entofC

hildren
Schools

and
fam
ilies

）
を
始
め
、
他
に
も
国
内

だ
け
で
な
く
国
際
的
な
機
関
と
協
力
す
る

体
制
と
な
っ
て
い
る
。

中
で
も
鍵
と
な
り
成
果
を
あ
げ
て
い
る

の
が
「
薬
物
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
＊
８
）

で
、
こ
れ
は
犯
罪
を
犯
し
た
薬
物
中
毒
者

が
司
法
制
度
を
通
し
て
薬
物
か
ら
遠
ざ
か

る
た
め
の
治
療
や
社
会
復
帰
の
支
援
を
行

う
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
毎
月
の
加
入
者

数
は
４
５
０
０
人
を
超
え
、
結
果
と
し

て
薬
物
が
ら
み
の
窃
盗
事
件
は
開
始
当
初

に
比
べ
３２
％
も
減
少
し
た
。

（
＊
８
）D

rug
Interventions

P
rogram

m
e

(D
IP)ま

た
、
全
国
薬
物
濫
用
治
療
機
関
で
は

治
療
対
象
を
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
含
め
た

薬
物
常
用
者
全
般
と
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
を
使
っ

て
治
療
を
行
っ
て
い
る
が
、
治
療
開
始
ま

で
の
待
ち
時
間
が
以
前
と
比
べ
飛
躍
的
に

短
縮
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
重
要
な
施
策
と
な
っ
て

い
る
の
が
フ
ラ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
呼

ば
れ
る
も
の
だ
。
こ
れ
は
薬
物
に
手
を
染

め
る
の
は
多
く
の
場
合
十
代
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
フ
ラ
ン
ク
に
話
そ
う
」（
＊
９
）

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
中
心
と
し
た
様
々
な
Ｐ
Ｒ
媒
体
や
メ

デ
ィ
ア
を
使
い
、
薬
物
の
危
険
性
を
理
解

す
る
よ
う
若
者
や
そ
の
保
護
者
に
呼
び
か

け
て
い
る
。
２４
時
間
体
制
の
電
話
相
談
や

Ｅ
メ
ー
ル
で
は
極
秘
で
既
に
問
題
を
抱
え

て
い
る
者
へ
の
直
接
的
な
助
言
や
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

（
＊
９
）T

alk
to
F
R
A
N
K

薬
物
中
毒
は
他
の
犯
罪
と
違
い
、
不
法

所
持
等
で
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
て
も
そ
の
ま

ま
で
は
更
正
す
る
の
が
困
難
だ
。
と
い
う

の
も
、
出
所
後
、
同
じ
生
活
環
境
に
戻
る

こ
と
か
ら
薬
物
と
の
繋
が
り
を
完
全
に
絶

つ
こ
と
が
難
し
く
、
ま
た
「
前
科
者
」
と

な
り
社
会
復
帰
に
影
響
す
る
か
ら
だ
。

法
に
よ
る
薬
物
規
制
を
強
化
し
、
警
察

が
違
法
の
売
人
組
織
を
摘
発
す
る
一
方

で
、
中
毒
者
を
犯
罪
人
に
す
る
前
に
積
極

的
な
治
療
や
更
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
薬
物
濫
用
か
ら
起
こ
る
様
々

な
犯
罪
や
悲
劇
を
減
ら
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
に
し
た
い
と
願
う
。

ゆ
き
こ
・
ア
ン
ダ
ー
セ
ン

札
幌
市
出
身
。
藤

女
子
大
学
英
文
学
部
英
文
学
科
卒
。
在
札
幌
デ
ン

マ
ー
ク
通
商
代
表
事
務
所
、
英
系
会
計
監
査
会
社

な
ど
を
経
て
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
欧
州
事
務
部

勤
務
。
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
夫
と
の
間
に
一
男
。

「
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
話
す
こ
と
は
い
け
な
い
こ

と
で
は
な
い
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ク
の
電
話
相
談
は

１
２
０
言
語
で
対
応
し
て
い
る
。
Ｅ
メ
ー
ル
の
返

答
は
２４
時
間
以
内
に
受
け
取
れ
る
。
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レ
ン
ガ
色
の
外
壁
を
持
つ
北
海
道
庁
別

館
（
札
幌
市
中
央
区
北
３
西
７
）
の
１２

階
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉
が
開
く
と
、
お

役
所
ら
し
か
ら
ぬ
雰
囲
気
に
気
づ
く
は
ず

で
す
。
高
い
天
井
、
レ
ン
ガ
張
り
の
壁
、

少
々
く
た
び
れ
て
は
い
ま
す
が
、
じ
ゅ
う

た
ん
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
フ
ロ
ア
ー
。

こ
こ
に
国
際
会
議
場
を
始
め
と
す
る
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
施
設
が
完
成
し
た
の
は

１
９
７
９
年
１
月
。
こ
け
ら
落
と
し
と

し
て
北
方
圏
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
が
同

年
２
月
、
海
外
１３
カ
国
１９
人
、
道
内
１８
社

３３
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

国
際
会
議
場
と
通
路
を
隔
て
た
向
か
い

に
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
に
も
な
っ
た
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
経
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
併

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
北
海
道
庁
が

「
北
方
圏
構
想
」
の
名
の
下
に
華
や
か
な

国
際
交
流
を
繰
り
広
げ
た
舞
台
で
し
た
。

今
は
国
際
会
議
場
も
レ
ス
ト
ラ
ン
も
撤
去

さ
れ
、
昔
日
の
面
影
を
と
ど
め
る
だ
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
北
海
道

の
国
際
交
流
の
総
合
的
な
拠
点
と
し
て
、

「
地
域
国
際
化
協
会
」
の
名
前
を
い
た
だ

き
、
今
も
同
じ
場
所
に
存
在
し
続
け
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
人
々
の
に
ぎ
わ
い
を
少
し

で
も
取
り
戻
そ
う
と
、
国
際
交
流
サ
ロ
ン

を
こ
の
た
び
開
設
し
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
置
い
た
だ
け
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

周
囲
を
ち
ょ
っ
と
見
渡
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
カ
ナ
ダ
、

ド
イ
ツ
、
中
国
、
ド
イ
ツ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ア
メ
リ
カ
（
ア
ラ
ス
カ
州
）
な
ど
の
国
々

の
民
芸
品
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
棚
が
あ
り
ま

す
。日

本
を
代
表
す
る
札
幌
出
身
の
彫
刻

家
、
本
郷
新
氏
（
１
９
０
５
〜
８０
年
）

本
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
エ

チ
ュ
ー
ド
」（
６１
年
）
や
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
ガ
ラ
ス
工
芸
作
家
、PaulH

off

氏
制

作
の
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
（
７９
年
に
当
時

の
在
札
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
名
誉
領
事
、
秋
山

康
之
進
氏
よ
り
寄
贈
）
と
い
っ
た
美
術
品

な
ど
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
も
国
際
交
流
団
体
や
国
際
機
関

の
機
関
紙
や
情
報
誌
、
留
学
案
内
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
海
外
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な

ど
も
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

昼
休
み
に
お
弁
当
を
開
く
場
所
に
使
っ

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
休
憩
時
間

の
読
書
タ
イ
ム
、
国
際
交
流
の
情
報
収
集

な
ど
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ

に
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
文
・
写
真
／
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
出
版
部

長
・
山
田
寿
彦
）

よ
う
こ
そ
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
へ

国
際
交
流
サ
ロ
ン
を
開
設

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
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BGMが流れる国際交流サロン

世界各国の民芸品の数々

本郷新氏制作のブロンズ像第３２回さっぽろ雪まつりで制作されたカナダ・
アルバータ州の議事堂のモデル

国際交流団体の機関紙や留学案内などが並ぶラック

スウェーデンのガラス工芸作家、
Paul Hoff氏制作のクリスタルガラス

３５ HOPPOKEN ２０１０SPRING VOL．１５１



札
幌
は
大
き
な
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、

多
様
な
野
鳥
が
住
む
街
で
も
あ
る
。
市
街

地
を
一
歩
出
る
と
自
然
い
っ
ぱ
い
と
い
う

場
所
は
市
内
各
地
に
あ
る
。
街
な
か
に
も

緑
が
多
い
。
川
や
池
も
適
度
に
散
在
し
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
る
か
ら
、
と
思
い
込
む
の
は
危
険
か

も
し
れ
な
い
。
野
鳥
に
と
っ
て
の
本
来
の

生
息
環
境
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中
で
、

か
ろ
う
じ
て
生
息
し
て
い
る
と
い
う
一
面

も
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
鳥
の
中
に
は
、
積

極
的
に
都
市
へ
進
出
す
る
種
類
も
い
る
。

と
は
い
え
、
都
心
や
近
郊
に
オ
オ
ワ

シ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、
オ
シ
ド

リ
な
ど
が
姿
を
見
せ
る
都
市
は
な
い
の
で

は
。
も
う
少
し
野
鳥
の
す
み
場
所
に
対
す

る
配
慮
が
あ
れ
ば
、
全
国
に
誇
れ
る
野
鳥

都
市
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
ん
な

プ
ラ
ン
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
。

写
真
・
足
立

栄
治

文
・
小
川

巌

北
の
自
然
�

シジュウカラ（北区）

オシドリ（道庁前庭）

〈
拡
大
版
〉

札幌・街なかの野鳥素描

ハヤブサ（JR札幌駅）

ヤマガラ（東区）
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カワセミ（道庁前庭）

ゴジュウカラ（北大構内）

セイタカシギ（モエレ沼）アオサギ（中島公園）

キセキレイ（鴨々川）

オジロワシ（豊平川）

オオセグロカモメ（豊平川）
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田中 良（１９２３年～）
「バス停のある浜辺」
油彩
１９８３（昭和５８）年
縦１００cm×横１００cm

４８ 北海道の美術館と作家

北 の 美新・
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今
か
ら
５２
年
前
の
１
９
５
８
（
昭
和
３３
）

年
２
月
に
『
ア
ル
プ
』
と
云
う
、
小
さ
な
山
の

雑
誌
が
何
の
前
ぶ
れ
も
な
く
静
か
に
発
行
さ
れ

た
。
詩
人
の
尾
崎
喜
八
氏
が
名
づ
け
、
編
集
の

代
表
は
、
哲
学
者
の
串
田
孫
一
氏
で
あ
っ
た
。

山
を
思
索
し
創
造
心
を
研
ぎ
す
ま
さ
れ
る
誌
面

は
、
経
済
発
展
が
最
優
先
の
時
代
に
、
爽
や
か

で
冴
え
た
夜
空
を
仰
ぐ
思
い
で
あ
っ
た
。
２５
年

間
で
３
０
０
号
を
発
行
し
て
１
９
８
３
（
昭

和
５８
）
年
の
立
春
の
頃
終
刊
し
た
が
、
今
も
ま

だ
ア
ル
プ
の
山
脈
は
汚
染
さ
れ
ず
『
山
の
芸
術

誌
』
と
し
て
輝
き
、
半
世
紀
過
ぎ
て
も
色
褪
せ

て
は
い
な
い
。

私
が
創
刊
号
を
手
に
し
た
の
は
、
成
人
に
な

っ
た
ば
か
り
の
、
書
店
で
住
み
込
み
で
働
く
丁

稚
奉
公
の
身
の
時
で
あ
っ
た
。

創
刊
号
の
編
集
後
記
・
編
集
室
か
ら
に
は
串

田
孫
一
先
生
が
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

�
こ
こ
に
創
刊
さ
れ
た
『
ア
ル
プ
』
の
性
格

に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は
何
も
宣
言
し
な
い
。

た
だ
、
雪
線
近
い
そ
の
草
原
が
、
人
の
住
む
町

の
賑
わ
い
か
ら
遠
く
静
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、

『
ア
ル
プ
』
も
い
わ
ゆ
る
雑
誌
の
華
や
か
さ
や
、

そ
れ
に
伴
う
種
類
の
刺
激
性
な
ど
か
ら
は
距
た

っ
た
も
の
だ
と
は
言
え
る
し
、
自
ず
か
ら
願
っ

て
い
る
方
向
も
決
ま
っ
て
い
る
�、
と
あ
る
。

こ
の
『
ア
ル
プ
』
に
よ
っ
て
人
生
を
変
え
た

私
は
、『
ア
ル
プ
が
語
り
残
し
た
も
の
を
、
次

の
世
に
伝
え
継
ぐ
た
め
に
』、
平
成
４
年
６

月
、
新
緑
の
眩
し
い
陽
光
の
中
『
北
の
ア
ル
プ

美
術
館
』
を
開
館
し
た
。
建
物
は
、
三
井
農
林

�
斜
里
事
業
所
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の
社
員

寮
を
改
築
し
た
。
雑
誌
で
見
た
北
欧
の
建
物
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
外
壁
は
板
張
り
に
し
、
６

本
の
集
合
煙
突
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
周
辺
の
緑

地
に
白
樺
を
主
に
植
樹
し
、
今
は
、
住
宅
地
の

一
角
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
る
。
当
時
は
、

弱
々
し
か
っ
た
木
々
も
立
派
に
成
長
し
、
２０
歳

に
な
っ
て
い
る
。
開
館
の
時
に
串
田
孫
一
先
生

は
こ
ん
な
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。

�
北
海
道
の
斜
里
の
、
こ
の
美
術
館
の
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
病
め
る
地
球
が
見
事
に
癒
さ
れ

て
い
く
爽
や
か
な
緑
が
、
先
ず
人
び
と
の
心
に

蘇
り
、ひ
ろ
が
っ
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
�

展
示
作
品
は
『
ア
ル
プ
』
に
掲
載
し
た
直
筆

原
稿
や
絵
画
な
ど
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
こ
の

小
さ
な
美
術
館
を
建
て
た
ご
縁
で
、
大
勢
の
画

家
、
彫
刻
家
、
作
家
、
写
真
家
の
方
々
と
知
り

合
い
、
そ
の
方
々
の
作
品
も
多
い
。

こ
の
度
は
、
そ
の
中
の
１
人
、
画
家
・
田
中

良
の
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

『
バ
ス
停
の
あ
る
浜
辺
』
は
、
昭
和
５８
年
、

二
科
会
・
春
季
展
に
出
品
さ
れ
た
。

田
中
良
は
１
９
２
３
（
大
正
１２
）
年
生
ま

れ
、
１
９
４
６
（
昭
和
２１
）
年
東
藻
琴
村

（
現
・
大
空
町
東
藻
琴
地
区
）
に
移
住
後
画
家

を
決
意
さ
れ
た
。

以
来
４６
年
間
絵
を
描
き
続
け
て
い
る
。

１
９
５
３
（
昭
和
２８
）
年
二
科
会
初
入
選
し

て
、
現
在
は
同
会
理
事
。
田
中
良
の
心
は
、
い

つ
も
北
の
大
地
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
あ
る
。
雪
に

埋
も
れ
る
砂
防
ネ
ッ
ト
を
描
き
枯
れ
草
の
色
合

い
に
陶
酔
し
て
い
る
姿
を
嫌
と
言
う
ほ
ど
、
私

は
見
た
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
抱
え
る
田
中
良

の
頭
上
に
は
雪
を
含
ん
だ
雲
が
垂
れ
下
が
る
。

（
北
の
ア
ル
プ
美
術
館

館
長

山
崎

猛
）

北のアルプ美術館
〒０９９‐４１１４ 斜里郡斜里町朝日町１１‐２

（アルプ通り）
Tel：０１５２‐２３‐４０００／Fax：０１５２‐２３‐４００７
ホームページ
http : //www.alp-museum.org/
観 覧 料：無料
開館時間：夏期（６月～１０月）１０：００～

１７：００
冬期（１１月～５月）１０：００～
１６：００

休 館 日：毎週月曜日・火曜日・年末年始
交通案内：JR網走駅から車で４０分

JR知床斜里駅から車で３分

航空機
女満別空港から６０㎞ 車で１時間３５分
釧路空港から１３０㎞ 車で２時間２０分
中標津空港から７０㎞ 車で１時間３０分
概 要：北のアルプ美術館の館名は、
山の文芸雑誌「アルプ」（昭和３３年創文社
から創刊）に由来する。アルプは２５年間
に３００号が発行され、昭和５８年終刊した
が、このアルプが語り、残したものを次
の世までも伝えたいと開館された私設の
美術館。元横浜美術館学芸部長の武田厚
氏は、北のアルプ美術館の栞の中で「こ
の美術館は自然の美しさを伝えようとす

る美術館である」と書いている。
坂本直行、更科源藏、一原有徳など北

海道で活躍した作家たち、詩人の尾崎喜
八、作家の深田久弥といった執筆者によ
るアルプ関係の資料・文献と山岳図書の
ほか、この地にゆかりの深い作家の作品
を収蔵、展示している。建物は地元の企
業の社員寮を原形を保ちつつ改修したも
ので、１階は管理室、２階はアルプ資料
室、絵画展示室、工芸展示室、版画展示
室となっている。
（※アルプとはスイスの高山の雪線に

近い豊かな牧草地をいう）

田中 良
「バス停のある浜辺」
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荻
野
さ
ん
に
お
会
い
し
た
の
は
大
学
の

卒
業
式
を
間
近
に
控
え
た
３
月
。
油
絵
や

版
画
な
ど
を
学
ん
で
き
た
人
だ
。

油
絵
は
高
校
生
の
時
に
風
景
画
を
始
め

た
の
が
き
っ
か
け
。
大
学
在
学
中
に
は
公

募
展
に
出
品
し
た
り
、
個
展
を
開
い
て
多

く
の
人
に
作
品
を
見
て
も
ら
っ
た
。

最
近
の
テ
ー
マ
は
「
影
」
で
、
は
っ
き

り
し
な
い
曖
昧
な
こ
と
を
形
に
し
よ
う
と

試
み
て
い
る
。
絵
の
中
に
人
影
と
も
つ
か

な
い
不
安
な
も
の
が
現
れ
る
が
、
本
人
は

い
た
っ
て
明
る
い
。

毎
年
過
ご
す
冬
の
日
は
散
歩
が
日
課

で
、
家
の
周
り
の
公
園
を
手
ぶ
ら
で
た
だ

た
だ
無
心
に
歩
く
。
四
季
が
明
確
な
札
幌

の
、
白
い
雪
が
好
き
だ
と
い
う
。
た
だ
い

ま
就
職
活
動
中
。

◇

２０
歳
前
後
の
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て

い
く
人
た
ち
が
登
場
し
ま
す
。
こ
の
北
海

道
に
暮
ら
す
彼
ら
彼
女
ら
の
「
い
ま
」
が

こ
の
先
ど
こ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
。

想
像
す
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

さ
か
い
・
こ
う
じ

１
９
６
０
年
余
市
町
生
ま

れ
。
写
真
家
。
日
本
写
真
家
協
会
会
員
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
北
海
道
を
発
信
す
る
写
真
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
員
。
札
幌
市
在
住
。

「
こ
れ
か
ら
」の
ひ
と
①

新

連

載

写
真
・
文

酒
井

広
司

荻
野
華
子
（
お
ぎ
の
は
な
こ
）
さ
ん

１
９
８
８
年
札
幌
生
ま
れ
、
２１
歳

撮
影
場
所
／
札
幌
駅
に
て

２
０
１
０
年

札
幌
大
谷
大
学
短
大
部
専
攻
科
美
術
専
攻
卒

２
０
０
８
年

個
展
「
く
る
く
る
日
」（E

X
B
asem

ent
G
allery

）

２
０
０
８
年

全
道
展
入
選

４１ HOPPOKEN ２０１０SPRING VOL．１５１



世
界
屈
指
の
森
の
国

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
の
東
側
に
位
置

す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
国
土
面
積
に
対

す
る
森
林
率
６６
・
９
％
を
誇
る
世
界
第

３
位
の
森
の
国
だ
。
森
林
面
積
の
９０
％
以

上
で
木
材
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
。
主
な

造
林
樹
木
は
ト
ウ
ヒ
と
ア
カ
マ
ツ
だ
が
、

天
然
生
の
シ
ラ
カ
バ
も
、
間
伐
し
て
大
き

く
育
て
、
木
材
と
し
て
利
用
す
る
。

林
業
と
、
製
材
・
製
紙
な
ど
の
関
連
産

業
に
従
事
す
る
人
口
は
、
金
属
製
造
業
に

次
ぐ
２
番
目
。
木
材
と
木
材
加
工
製
品

は
、
そ
の
輸
出
額
か
ら
輸
入
額
を
引
い
た

額
が
全
て
の
産
業
中
最
大
だ
。

つ
ま
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
林
業

と
製
材
・
製
紙
な
ど
の
木
材
加
工
業
は
、

国
内
に
最
大
の
利
益
を
も
た
ら
す
基
幹
産

業
な
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
考
え
方
は
面
白
い
。
ボ
ル
ボ
な

ど
の
自
動
車
製
造
業
は
、
車
を
輸
出
し
て

そ
れ
な
り
の
収
益
を
上
げ
て
い
る
。
し
か

し
、
原
材
料
や
部
品
を
輸
入
し
て
も
い
る

か
ら
、
国
の
収
益
と
し
て
は
ト
ン
ト
ン

だ
。け

れ
ど
、
木
材
や
紙
に
使
う
樹
木
は
、

自
然
力
に
よ
っ
て
生
長
す
る
か
ら
原
材
料

が
不
要
で
、
し
か
も
自
国
消
費
よ
り
輸
出

量
が
圧
倒
的
に
多
い
。
お
ま
け
に
毎
年
一

定
量
の
収
穫
が
見
込
め
、
繰
り
返
し
再
生

産
が
可
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
林
業
は
、
国

に
純
粋
な
利
益
を
も
た
ら
す
優
秀
な
産

業
、
と
い
う
わ
け
だ
。

高
能
率
の
機
械
化
林
業

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
林
業
を
大
き
く
特
徴

づ
け
て
い
る
の
が
、
大
型
の
林
業
機
械
を

使
っ
た
き
わ
め
て
効
率
性
の
高
い
木
材
収

穫
ス
タ
イ
ル
だ
。
３
交
代
制
で
機
械
を
２４

時
間
稼
働
さ
せ
、
間
伐
や
皆
伐
な
ど
の
作

業
を
ど
ん
ど
ん
こ
な
す
。
１
人
・
８
時
間

あ
た
り
の
作
業
能
率
は
、
日
本
の
効
率
の

よ
い
作
業
チ
ー
ム
の
５
〜
１０
倍
に
も
達
す

る
（
写
真
１
）。

伐
り
出
さ
れ
た
木
材
は
、
建
材
が
主
な

用
途
だ
が
、
小
径
の
間
伐
材
や
梢
端
材
、

枝
葉
な
ど
も
紙
パ
ル
プ
や
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
な
ど
に
無
駄
な
く
使
う
。

昼
夜
連
続
の
作
業
ス
タ
イ
ル
に
は
北
欧

な
ら
で
は
の
事
情
が
あ
る
。
ス
カ
ン
ジ
ナ

ビ
ア
で
は
、
夏
は
昼
、
冬
は
夜
の
時
間
が

非
常
に
長
く
、
も
と
も
と
昼
夜
を
明
確
に

区
別
す
る
意
味
が
薄
い
。
ま
た
、
国
土
に

多
い
湿
地
の
森
で
は
、
地
面
の
凍
っ
た
冬

期
以
外
は
大
型
機
械
で
乗
り
込
む
こ
と
が

難
し
い
。

さ
ら
に
、
樹
木
を
伐
採
し
て
木
材
を
収

穫
す
る
作
業
は
、
も
と
も
と
馬
そ
り
を
利

用
し
た
冬
場
の
仕
事
だ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど

が
平
地
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
重
た
い

木
材
を
移
動
さ
せ
る
た
め
に
、
機
械
化
以

前
は
雪
を
利
用
し
て
い
た
わ
け
だ
。
つ
ま

り
、
木
材
収
穫
の
作
業
は
伝
統
的
に
夜
間

も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
型
の
作
業
機
械
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
個
人
や
少
人
数
の
独
立
し
た
作
業
チ
ー

ム
が
自
ら
所
有
す
る
。
彼
ら
は
林
業
会
社

や
森
林
組
合
（
い
ず
れ
も
大
規
模
な
も
の

が
主
流
）
と
１
〜
３
年
の
契
約
を
結
び
、

出
来
高
制
で
木
材
生
産
の
仕
事
を
請
け
負

っ
て
い
る
。

公
的
機
関
が
個
人
に
で
も
融
資
す
る
仕

組
み
が
あ
っ
て
、
機
械
は
借
金
を
し
て
買

う
場
合
が
多
い
。
彼
ら
と
し
て
は
、
毎
日

１
人
で
作
業
す
る
よ
り
、
仲
間
と
３
交
代

で
働
い
た
方
が
、
早
期
に
設
備
投
資
費
を

回
収
で
き
、
利
益
も
得
や
す
い
わ
け
だ
。

森
の
国
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
現
場
主
義
林
業

森
林
・
林
業
研
究
者

内
田

健
一

写真１：間伐や木材収穫に使う大型機械・ハーベス
タ。オペレータは職人的な森林技術者。
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高
度
な
知
識
を
持
つ
森
林
技
術
者

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
林
業
の
も
う
一
つ
の
大

き
な
特
徴
が
、
森
で
働
く
作
業
者
た
ち
が

皆
、
高
度
な
専
門
知
識
を
持
つ
、
優
れ
た

森
林
技
術
者
で
あ
る
と
い
う
点
だ
。

例
え
ば
、
間
伐
木
の
選
木
に
際
し
て
、

事
務
系
技
術
者
が
あ
ら
か
じ
め
マ
ー
キ
ン

グ
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
個
々
の

樹
木
の
今
後
の
成
長
や
好
ま
し
い
木
材
収

穫
質
と
量
、
様
々
な
環
境
機
能
の
向
上
ま

で
を
含
む
総
合
的
な
森
の
デ
ザ
イ
ン
を
、

現
場
で
機
械
を
操
る
作
業
者
が
主
体
的
に

判
断
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
事
業
主
と
の
間
で
基
本
的

な
方
向
性
の
確
認
は
行
う
が
、
そ
れ
を
具

体
的
に
考
え
て
実
行
す
る
の
は
、
あ
く
ま

で
も
作
業
者
本
人
の
役
割
な
の
だ
。
だ
か

ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
森
で
働
く
作
業

者
は
、
イ
コ
ー
ル
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
森
林
技
術
者
だ
。

高
度
に
機
械
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
単
純

作
業
と
い
う
わ
け
で
は
ま
っ
た
く
な
く
、

彼
ら
は
む
し
ろ
、
職
人
的
な
仕
事
に
自
信

と
誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
ん
な
森
林
技
術
者
を
育
成
す
る
た

め
に
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

が
、
農
林
高
校
林
学
科
の
存
在
だ
（
写
真

２
）。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
高
校
の
段
階
で

様
々
な
種
類
の
専
門
コ
ー
ス
を
選
べ
る
仕

組
み
で
、
保
育
園
か
ら
大
学
院
ま
で
、
授

業
料
や
教
材
費
は
基
本
的
に
無
料
。
農
林

高
校
林
学
科
は
現
場
主
義
・
実
践
重
視
の

姿
勢
が
非
常
に
鮮
明
だ
。
実
習
用
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
は
１
人
に
１
台
。
目
立
て
や
修
理

な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
め
て
、
学
生

個
人
が
管
理
し
、
間
伐
な
ど
の
徹
底
し
た

実
践
実
習
で
使
う
。

も
ち
ろ
ん
、
大
型
機
械
の
実
習
も
充
実

し
て
い
る
。
学
校
に
は
実
習
用
の
機
械
が

数
台
あ
っ
て
、
専
門
の
教
官
や
現
場
の
プ

ロ
が
、
運
転
実
習
に
加
え
、
分
解
修
理
な

ど
を
含
む
実
践
実
習
を
し
っ
か
り
と
行

う
。林

学
的
な
理
論
や
、
測
量
測
樹
な
ど
の

講
義
と
実
習
も
充
実
し
て
い
て
、
知
識
教

育
の
レ
ベ
ル
も
高
い
。
カ
ラ
ー
図
版
を
多

用
し
た
教
科
書
類
も
豊
富
で
、
専
門
知
識

を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
現
在
で
は
、
森
林
作
業
の
現
場

で
働
く
者
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
林
高

校
林
学
科
の
卒
業
生
だ
。
通
常
は
３
年
間

の
課
程
を
１
年
間
に
凝
縮
し
た
社
会
人
コ

ー
ス
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
農
林
高

校
林
学
科
を
卒
業
し
な
け
れ
ば
大
学
の
林

学
部
に
進
学
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
大
学

の
研
究
者
や
地
域
の
森
林
官
、
森
林
企
業

や
森
林
組
合
の
職
員
に
至
る
ま
で
、
林
業

に
携
わ
る
ほ
と
ん
ど
の
人
は
農
林
高
校
で

一
定
期
間
濃
密
な
実
践
実
習
を
受
け
て

い
る
わ
け
だ
。

高
卒
者
と
大
卒
者
、
事
務
職
と
現
場
作

業
者
の
間
で
、
社
会
的
地
位
や
収
入
に
、

明
瞭
な
格
差
も
存
在
し
な
い
。
現
場
作
業

者
も
森
林
技
術
者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
職

人
的
に
働
き
な
が
ら
十
分
な
収
入
を
得
て

い
る
の
だ
。

環
境
保
全
と
の
両
立

す
べ
て
の
森
林
は
そ
の
取
り
扱
い
を
森

林
法
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
産
業
革
命
以
降
、
か
な
り
森
林

を
乱
伐
し
た
経
験
を
持
つ
。
製
鉄
に
大
量

の
木
炭
を
使
っ
た
か
ら
だ
。

そ
の
た
め
、
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
の
森
林

率
は
１
割
程
度
。
良
質
の
鉄
鉱
石
が
採
れ

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
、
産
業
革
命
以

降
、
森
林
の
乱
伐
が
進
行
し
て
森
が
荒
れ

た
。け

れ
ど
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
は
、「
こ
の

ま
ま
で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
途
中

で
気
づ
き
、
森
林
を
維
持
し
て
ゆ
く
道
を

選
択
。
１
９
０
３
年
に
は
、
伐
採
跡
地

に
植
林
を
義
務
づ
け
る
法
律
が
で
き
た
。

そ
し
て
現
在
の
森
林
法
も
森
林
環
境
の

保
全
に
一
番
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
け

れ
ど
、
現
在
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
環

境
保
全
と
木
材
生
産
は
お
互
い
に
矛
盾
す

る
要
素
で
は
な
い
。

森
林
面
積
の
９０
％
以
上
で
林
業
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
重
要
な
こ
と
は
、
環

境
保
全
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
木
材
生
産

を
持
続
的
に
行
う
こ
と
な
の
だ
。

森
林
法
に
は
、
自
然
環
境
を
守
り
な
が

ら
林
業
を
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
が

示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
伐
採
（
皆
伐

・
傘
伐
）
や
間
伐
を
行
う
と
き
に
、
地
上

２
〜
３
㍍
で
高
伐
り
し
た
樹
木
を
１
㌶

に
３
本
ほ
ど
残
す
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は

「
鳥
の
た
め
の
木
」
と
呼
ば
れ
、
キ
ツ
ツ

キ
類
の
生
活
を
助
け
る
（
写
真
３
）。
枯

れ
木
や
倒
木
な
ど
も
む
や
み
に
片
づ
け
な

い
よ
う
気
を
遣
う
。
ま
た
、
実
の
な
る
低

木
類
も
で
き
る
だ
け
残
す
。

写真２：農林高校林学科で樹高成長曲線図を用いて講
義する教官。知識教育のレベルも高い。
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わ
き
水
や
小
川
の
周
囲
に
も
、
そ
こ
だ

け
に
棲
む
生
物
が
い
る
。
周
囲
が
針
葉
樹

人
工
林
の
場
合
は
、
部
分
的
に
強
度
間
伐

し
て
光
を
入
れ
、
天
然
生
広
葉
樹
の
生
育

を
促
す
。
ま
た
、
山
火
事
も
自
然
現
象
と

み
な
さ
れ
、
人
家
な
ど
に
危
険
が
及
ば
な

け
れ
ば
消
火
し
な
い
。

さ
ら
に
、
先
人
達
の
生
活
跡
で
あ
る
石

垣
や
洞
穴
な
ど
を
見
つ
け
た
ら
、
周
囲
の

樹
木
を
伐
り
払
っ
て
遺
跡
を
保
護
す
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
常
識
で
は
、
良
好
な
自

然
環
境
と
人
的
な
文
化
遺
産
は
、
ど
ち
ら

も
同
じ
よ
う
に
大
切
な
の
だ
。

一
般
の
市
民
に
と
っ
て
も
、
森
は
非
常

に
身
近
で
親
し
い
存
在
で
あ
る
。
キ
ノ
コ

や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
採
集
、
魚
釣
り
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
積
極
的

に
楽
し
む
人
が
多
く
、
幼
稚
園
や
学
校
で

も
頻
繁
に
森
に
行
く
（
写
真
４
）。

こ
う
し
た
森
の
遊
び
は
ど
こ
の
森
で
も

勝
手
に
し
て
よ
い
、
と
い
う
不
文
律
が
あ

る
。
た
だ
し
無
断
で
樹
木
を
伐
っ
た
り
す

る
こ
と
は
ル
ー
ル
違
反
で
、
森
で
遊
ぶ
マ

ナ
ー
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
自
然
に
身
に
付

く
格
好
だ
。

優
れ
た
森
林
官
と
独
立
採
算

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
国
公
有
林
・
民

有
林
を
問
わ
ず
、
国
の
森
林
庁
の
下
部
組

織
で
あ
る
地
域
森
林
局
が
、
森
林
法
に
基

づ
い
た
管
理
や
指
導
、
助
言
を
す
る
。
実

際
に
そ
れ
を
行
う
の
が
、
各
地
域
に
配
属

さ
れ
た
経
験
豊
富
な
森
林
官
だ
。

森
林
官
は
、
で
き
る
だ
け
個
々
の
森
林

所
有
者
の
立
場
に
寄
り
添
う
よ
う
気
を
遣

い
、
適
切
な
助
言
を
す
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
活
動
し
て
い
る
（
写
真
５
）。

そ
し
て
、
き
わ
め
て
特
徴
的
な
こ
と

は
、
地
域
森
林
局
の
業
務
は
「
独
立
採
算

制
」
を
採
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
森
林
管
理
に
必
要
と
す
る
経
費
は
、

森
林
官
自
ら
が
森
林
調
査
の
業
務
を
請

け
負
っ
て
稼
ぐ
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
「
自
ら
森
の
中
で

作
業
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
森
林
官
に

指
導
や
助
言
が
で
き
る
わ
け
が
な
い
」
と

い
う
伝
統
的
な
考
え
方
が
今
も
健
在
な
の

で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
造
林
や
間
伐
な

ど
に
対
す
る
補
助
金
は
基
本
的
に
な
い
。

し
か
も
森
林
行
政
は
独
立
採
算
制
だ
。
だ

か
ら
、
政
府
が
森
林
の
た
め
に
使
う
予
算

は
非
常
に
少
な
い
は
ず
だ
。

不
利
な
自
然
条
件
を
克
服

北
欧
で
は
緯
度
が
日
本
よ
り
も
高
い

分
、
太
陽
光
線
の
絶
対
量
が
少
な
く
、
平

均
気
温
も
低
い
。
だ
か
ら
、
温
暖
多
雨
な

日
本
に
比
べ
て
樹
木
の
成
長
ス
ピ
ー
ド
が

遅
い
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
ト
ウ
ヒ
や
ア
カ

マ
ツ
の
一
斉
林
が
、
皆
伐
の
目
安
と
な
る

樹
高
２０
㍍
に
達
す
る
の
に
南
部
で
７０
〜

１
０
０
年
。
北
部
で
は
１
４
０
年
も
か

か
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
針

葉
樹
の
お
よ
そ
半
分
の
成
長
ス
ピ
ー
ド
で

あ
る
。

単
純
に
単
位
面
積
当
た
り
の
木
材
の
生

産
効
率
を
比
較
す
れ
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

は
日
本
の
半
分
程
度
の
木
材
生
産
し
か
で

き
な
い
わ
け
だ
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
は
日
本
に
比
べ
て
林
業
に
適
し
た

地
域
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

写真３：鳥のための木。スウェーデンでは豊かな自然環境と林
業が共存・共栄している。

写真４：「森の幼稚園」で遊ぶ子供たち。スウェーデン人は大人
も子供も森が大好き。

写真５：伝統的な炭焼き。森林官が森のイベントでかつての炭
焼きを再現していた。
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そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
林
業
が
国
の
基

幹
産
業
と
し
て
十
分
な
収
益
を
上
げ
、
さ

ら
に
良
好
な
森
林
の
自
然
環
境
が
維
持

で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
森
は
成
長
に

１
０
０
年
あ
ま
り
の
年
月
が
必
要
な
の

だ
か
ら
、
１
人
の
人
間
が
１
世
代
で
育

て
、
収
穫
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可

能
。
だ
か
ら
、
森
は
、
で
き
る
だ
け
よ
り

よ
く
育
て
、
孫
子
に
受
け
伝
え
て
ゆ
く
べ

き
性
質
の
家
族
共
有
の
財
産
だ
。

日
本
へ
大
量
に
輸
出
し
て
い
る
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
材
も
、
斧
と
鋸
の
時
代
か
ら
間
伐

な
ど
の
手
入
れ
を
繰
り
返
し
、
世
代
を
超

え
て
育
て
て
き
た
樹
木
な
の
だ
。
こ
の
よ

う
な
状
況
が
成
立
し
て
い
る
要
因
に
は
、

人
々
の
生
活
感
や
考
え
方
も
大
き
く
関
係

し
て
い
る
だ
ろ
う
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
住
宅
を
手
入
れ

し
て
１
０
０
年
以
上
使
う
こ
と
は
当
た

り
前
。
農
村
部
で
は
築
２
０
０
年
以
上

の
木
造
家
屋
が
普
通
に
見
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
農
村
部
は
、
そ
の

外
観
が
日
本
に
お
け
る
江
戸
時
代
か
ら
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
け
っ
し
て
「
右
肩
上
が

り
の
経
済
成
長
」
ば
か
り
を
追
い
求
め
な

い
人
々
の
価
値
観
も
、
今
日
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
林
業
を
支
え
て
い
る
大
き
な
要
因

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

北
海
道
の
林
業
を
変
え
る
た
め
に

日
本
の
国
土
面
積
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

約
９
割
。
森
林
率
は
６８
・
２
％
で
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
に
続
く
世
界
第
２
位
。

北
海
道
も
７０
・
６
％
の
森
林
率
を
誇

る
が
、
明
治
以
降
、
広
大
な
天
然
林
は
、

国
が
主
導
し
て
一
貫
し
て
乱
伐
さ
れ
て
き

た
。
今
日
で
も
、
収
奪
林
業
に
近
い
作
業

が
普
通
に
み
ら
れ
る
。
戦
後
、
国
や
道
は

そ
う
し
た
伐
採
跡
地
に
補
助
金
を
大
量
投

入
し
、
広
大
な
針
葉
樹
人
工
林
を
造
成
し

た
。し

か
し
、
高
度
成
長
期
以
降
、
林
業
は

「
儲
か
ら
な
い
産
業
」
の
代
表
格
と
な

り
、
今
日
で
は
、
間
伐
不
足
の
暗
く
て
荒

れ
た
人
工
林
ば
か
り
が
目
立
つ
。

北
海
道
で
は
、
間
伐
や
木
材
収
穫
な
ど

の
林
業
技
術
も
全
国
最
低
レ
ベ
ル
。
森
の

樹
木
や
表
土
を
台
無
し
に
す
る
列
状
間
伐

や
ブ
ル
ド
ー
ザ
集
材
が
幅
を
き
か
せ
て
い

る
様
子
は
見
る
に
堪
え
な
い
。

日
本
は
、
国
や
自
治
体
、
森
林
組
合
な

ど
で
働
く
技
術
者
の
数
、
各
種
の
補
助

金
、
大
学
や
研
究
機
関
と
研
究
者
の
数
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
圧

倒
的
に
引
き
離
し
て
い
る
。

そ
れ
な
の
に
、
日
本
で
は
林
業
が
衰
退

し
て
、
木
材
自
給
率
は
た
っ
た
２
割
。
天

然
林
は
乱
伐
さ
れ
、
荒
れ
た
人
工
林
と
ジ

ャ
ン
グ
ル
化
し
た
天
然
生
林
（
２
次
林
）

ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

日
本
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
倍
も
樹
木
の

生
長
が
よ
い
の
だ
か
ら
、
根
本
的
な
と
こ

ろ
か
ら
本
気
で
取
り
組
め
ば
、
も
う
少
し

ま
し
な
林
業
が
成
り
立
つ
は
ず
だ
。

ま
た
、
北
海
道
の
地
形
は
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
活
躍
し
て
い
る
大
型
機
械
で
間
伐

や
木
材
収
穫
も
十
分
可
能
だ
。
笹
藪
と
格

闘
し
て
作
業
者
が
体
を
壊
し
た
り
、
拙
い

作
業
道
が
山
を
荒
ら
し
た
り
す
る
く
ら
い

な
ら
、
北
欧
の
機
械
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て

き
た
方
が
、
話
が
早
い
（
写
真
６
）。

何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
日
本
や
北
海

道
全
体
の
林
業
技
術
を
も
っ
と
向
上
さ

せ
、
現
場
で
即
戦
力
と
な
る
優
秀
な
技
術

者
を
し
っ
か
り
と
育
て
る
こ
と
だ
。
も
ち

ろ
ん
、
森
で
働
く
者
の
社
会
的
地
位
や
賃

金
の
向
上
も
重
要
な
要
素
だ
ろ
う
。

日
本
や
北
海
道
の
森
は
、
私
た
ち
の
世

代
が
責
任
を
も
っ
て
豊
か
で
美
し
い
も
の

に
し
て
ゆ
く
義
務
が
あ
る
。
今
こ
そ
日
本

人
は
、
将
来
「
あ
の
と
き
の
世
代
が
森
を

台
無
し
に
し
て
し
ま
っ
た
」
と
言
わ
れ
な

い
よ
う
、
本
気
で
森
と
向
き
合
う
べ
き
な

の
で
あ
る
。

〈
参
考
・
引
用
文
献
〉

内
田
健
一
『
森
づ
く
り
の
明
暗
―
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
日
本
』
川
辺

書
林
、
２
０
０
６

内
田
健
一
『
森
を
育
て
る
技
術
』
川
辺
書

林
、
２
０
０
７

内
田
健
一
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
森
林
保
全
と
林
業
活
動
」『
遺

伝
』
６１
巻
４
号
、
２
０
０
７

内
田
健
一
「
森
林
再
生
―
欧
州
の
取
り
組

み
に
学
ぶ
日
本
の
課
題
」『
都
市
問
題
』
９８

巻
１３
号
、
２
０
０
７

う
ち
だ
・
け
ん
い
ち

１
９
６
７
年
神
奈
川
県

生
ま
れ
。
信
州
大
学
農
学
部
林
学
科
卒
業
後
、
特

殊
法
人
職
員
、
大
学
院
生
、
森
林
作
業
員
な
ど
を

経
て
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
教
官
と
な

る
。
そ
の
後
退
職
し
、
フ
リ
ー
の
立
場
で
森
林
・

林
業
問
題
を
研
究
・
執
筆
。
２
０
０
９
年
、
北
海

道
黒
松
内
町
に
移
住
。

写真６：傾斜地で作業するハーベスタ。北欧の林業機械は
北海道の地形にも対応できる。

４５ HOPPOKEN ２０１０SPRING VOL．１５１



サ
ハ
は
ロ
シ
ア
連
邦
に
属
す
る
巨
大
な

共
和
国
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
モ
ス
ク
ワ

か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
る
一
地
方
と

し
て
の
顔
と
、
強
い
自
立
意
識
を
持
つ
サ

ハ
（
ヤ
ク
ー
ト
）
や
エ
ベ
ン
な
ど
先
住
諸

民
族
の
力
学
で
成
り
立
つ
独
立
国
家
と
し

て
の
顔
が
い
つ
も
交
錯
し
て
い
る
。
近
年

は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
干
渉
が
強
ま
っ
て
い

る
が
、
そ
の
影
響
は
政
治
や
経
済
だ
け
で

な
く
、
研
究
や
教
育
に
も
見
ら
れ
る
。

二
つ
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
自
然
科

学
だ
け
で
な
く
人
文
・
社
会
科
学
も
含

む
、
約
３
０
０
と
言
わ
れ
る
ロ
シ
ア
全

土
の
科
学
研
究
機
関
を
束
ね
る
巨
大
組
織

で
あ
る
。

シ
ベ
リ
ア
地
域
は
自
然
・
人
文
・
社
会

の
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
独
立
性
が
高

く
、
ノ
ヴ
ォ
シ
ヴ
ィ
ル
ス
ク
市
に
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
シ
ベ
リ
ア
支
部（
Ｒ
Ａ
Ｓ
）が
設

置
さ
れ
、
凍
土
展
示
や
マ
ン
モ
ス
発
掘
で

知
ら
れ
る
永
久
凍
土
研
究
所
、
環
境
問
題

や
生
物
の
研
究
を
幅
広
く
行
っ
て
い
る
寒

冷
地
生
物
問
題
研
究
所
な
ど
、
ヤ
ク
ー
ツ

ク
市
に
あ
る
約
２０
の
研
究
機
関
も
こ
こ
に

属
す
る
。

一
方
、
地
下
資
源
の
お
か
げ
で
経
済
に

恵
ま
れ
る
サ
ハ
共
和
国
に
は
、
こ
れ
ま
で

「
サ
ハ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
別
個
に
存

在
し
、
シ
ベ
リ
ア
の
文
化
・
社
会
研
究
で

知
ら
れ
る
人
文
科
学
研
究
所
、
少
数
民
族

の
地
位
向
上
に
尽
力
す
る
少
数
民
族
研
究

所
、
美
術
館
や
博
物
館
、
そ
し
て
農
業
実

践
分
野
の
多
く
の
研
究
所
が
そ
こ
に
所
属

し
て
い
た
。

再
編
の
影
響

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
７
年
か
ら
０９
年
に

か
け
て
こ
れ
ら
の
再
編
が
進
み
、
サ
ハ
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
主
要
研
究
所
は
ロ
シ
ア

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（
シ
ベ
リ
ア
支
部
）
に

移
管
さ
れ
、
ま
た
前
者
の
多
く
の
小
さ
な

研
究
所
は
主
要
研
究
所
に
吸
収
合
併
さ
れ

た
。こ

れ
が
、
ど
ち
ら
の
側
に
と
っ
て
も
あ

ま
り
評
判
が
よ
く
な
い
。
予
算
が
少
な
く

業
績
量
産
を
煽
ら
れ
て
い
る
Ｒ
Ａ
Ｓ
の
研

究
者
に
と
っ
て
は
、
論
文
を
書
く
よ
り
農

業
実
践
や
博
物
館
展
示
の
充
実
に
尽
く
し

て
き
た
小
研
究
所
の
研
究
者
を
押
し
つ
け

ら
れ
る
こ
と
で
組
織
の
評
価
が
下
が
り
、

サ
ハ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
も
と
で
比
較
的

自
由
に
活
動
で
き
て
い
た
研
究
者
た
ち
に

と
っ
て
は
予
算
や
活
動
の
縛
り
が
非
常
に

厳
し
く
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
今
、
彼
・

彼
女
ら
は
モ
ス
ク
ワ
や
ノ
ヴ
ォ
シ
ヴ
ィ
ル

ス
ク
か
ら
赴
任
し
た
所
長
と
の
関
係
、
白

系
ロ
シ
ア
人
の
比
率
を
高
め
よ
う
と
い
う

圧
力
、
予
算
の
縮
小
な
ど
へ
の
対
応
に
追

わ
れ
な
が
ら
、
動
静
を
見
守
っ
て
い
る
。

寒
冷
地
生
物
問
題
研
究
所
の
活
動
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
の
３
年
、
筆
者
ら
は
北
方
圏
交
流
基

金
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
、
寒
冷
地
生
物

問
題
研
究
所
（Institute

forB
iological

Problem
softheC

ryolithozone

、
略
称

IB
PC

）
と
共
同
研
究
を
す
す
め
て
い

る
。
Ｉ
Ｂ
Ｐ
Ｃ
は
１２
の
研
究
室
と
附
属
植

物
園
か
ら
な
り
、
運
転
手
や
事
務
員
を
含

め
る
と
ス
タ
ッ
フ
数
は
約
１
５
０
人
に

上
る
。
研
究
対
象
は
、
微
生
物
や
物
理
化

学
環
境
か
ら
森
林
景
観
や
野
生
の
ホ
ッ

キ
ョ
ク
グ
マ
ま
で
幅
広
く
、
調
査
地
も
シ

ベ
リ
ア
全
体
に
わ
た
っ
て
い
る
。

私
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
主
に
鳥
獣

を
扱
う
山
地
生
態
系
研
究
室
（Lab.of

M
ountain

Ecosystem
s

）
で
、
前
室
長

で
現
研
究
部
長
の
オ
ク
ロ
プ
コ
フ
氏
（
哺

乳
類
生
理
生
態
学
）、
現
室
長
の
ア
ル
カ

デ
ィ
氏
（
鳥
類
保
全
生
態
学
）、
研
究
員

の
キ
リ
リ
ン
氏
（
生
息
地
解
析
）
や
ガ
ブ

リ
リ
ェ
ル
氏
（
狩
猟
鳥
獣
管
理
）
と
、
各

ロ
シ
ア
・
サ
ハ
共
和
国
の
教
育
と
研
究

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教

立
澤

史
郎

�
寒
冷
地
生
物
問
題
研
究
所
と
野
生
動
物
保
全
に
お
け
る
連
携

ヤクーツク市内にある寒冷地生物
問題研究所。サハはじめ東シベリ
アの生物や環境の研究を幅広く行
っている

HOPPOKEN ２０１０SPRING VOL．１５１４６



分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
揃
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
モ
ス
ク
ワ
の
干
渉
や
再
編
の

影
響
は
及
ん
で
い
る
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｐ
Ｃ
の
場

合
は
国
内
外
の
機
関
と
幅
広
く
共
同
研
究

を
進
め
て
お
り
、
む
し
ろ
近
年
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
を
高
め
て
さ
え
い
る
。

特
に
日
本
と
は
、
環
境
科
学
（
大
気
や

水
循
環
な
ど
）
の
分
野
で
長
く
地
道
な
共

同
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
子
息
が
日

本
の
大
学
に
留
学
し
て
い
る
デ
シ
ャ
ト
キ

ン
副
所
長
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
に
親
日
家

が
多
い
。

多
様
な
連
携
活
動

野
生
動
物
研
究
と
い
っ
て
も
、
そ
の
生

態
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る

地
域
住
民
（
特
に
先
住
民
）
と
の
か
か
わ

り
や
そ
の
保
全
政
策
ま
で
扱
う
場
合
、
幅

広
い
知
見
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
に
な

る
。
親
日
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｂ

Ｐ
Ｃ
は
こ
の
点
で
も
素
晴
ら
し
い
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
。

一
つ
に
は
、
個
々
の
研
究
者
が
基
礎
研

究
か
ら
そ
の
応
用
や
関
連
政
策
に
ま
で
精

通
し
て
お
り
、
ま
た
一
方
で
は
、
サ
ハ
共

和
国
政
府
、
狩
猟
者
団
体
や
ト
ナ
カ
イ
牧

畜
組
合
、
各
種
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
て

政
策
に
も
深
く
関
与
し
て
い
る
か
ら
だ
。

野
外
調
査
に
お
け
る
自
然
保
護
省
の
支

援
、
動
物
園
で
の
保
護
や
実
験
、
各
地
の

情
報
収
集
や
地
域
住
民
の
意
見
の
集
約

に
お
け
る
各
団
体
の
協
力
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
実

に
う
ま
く
連
携
を
と
り
、
そ
し
て
全
体
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
い
る
。
日
本
に
多

い
形
だ
け
の
連
携
で
な
い
の
は
、
す
べ
き

こ
と
（
目
的
意
識
と
ゴ
ー
ル
）
が
共
有
さ

れ
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
明
確
で

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

生
態
学
を
ベ
ー
ス
と
し
た
自
然
保
護
省

と
自
然
環
境
教
育

旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
解
体
し
た
９１
年
以

降
、
独
立
宣
言
こ
そ
ロ
シ
ア
に
よ
り
封
じ

ら
れ
た
も
の
の
、
初
代
大
統
領
が
指
揮
し

て
改
革
さ
れ
て
き
た
共
和
国
の
行
政
シ
ス

テ
ム
は
、
欧
米
や
日
本
を
反
面
教
師
に
も

し
た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
か

つ
実
効
的
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
野
生
動
物
を
含
む
自
然
環

境
の
保
全
を
担
う
自
然
保
護
省
（M

inis-
try
ofN
atureProtection

）
は
、
水
資
源

保
護
管
理
、
放
射
線
安
全
管
理
、
自
然
保

護
区
、
生
物
資
源
管
理
、
生
態
系
管
理
、

生
態
系
調
査
分
析
、
生
態
系
調
査
セ
ン
タ

ー
、
生
態
学
教
育
・
広
報
の
８
部
門
か
ら

な
る
。

人
々
の
暮
ら
し
と
切
り
離
せ
な
い
水

資
源
、
そ
し
て
最
も
深
刻
な
環
境
問
題
で

あ
る
放
射
能
汚
染
問
題
を
扱
う
部
署
が
独

立
し
て
い
る
の
は
、
当
地
な
ら
で
は
だ
。

ま
た
、
全
体
が
生
態
学
ベ
ー
ス
の
管
理
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
基
盤
と
し

て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
（
実
態
監
視
）
と

生
態
学
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
は
非

常
に
特
徴
的
で
あ
り
、
日
本
も
見
習
う
べ

き
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
ロ
シ
ア
の
学
校
基
礎
教
育
で

は
、
地
域
の
生
物
相
や
生
態
系
の
教
授
に

力
が
注
が
れ
て
い
る
が
、
サ
ハ
で
は
そ
こ

に
多
様
な
民
族
に
よ
る
生
物
資
源
利
用
の

理
解
ま
で
含
め
ら
れ
て
お
り
、
外
国
の
動

物
や
ア
ニ
メ
し
か
知
ら
な
い
日
本
の
子
供

た
ち
と
は
ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
状
況
が
大

き
く
異
な
る
。

以
前
ヤ
ク
ー
ツ
ク
の
小
中
学
生
や
大
学

生
に
授
業
を
し
た
際
に
も
、
自
然
や
生
物

に
つ
い
て
の
知
識
や
経
験
が
豊
富
な
こ
と

に
驚
い
た
が
、
そ
こ
に
は
生
物
学
と
自
然

教
育
の
伝
統
に
加
え
、
博
物
館
や
動
物
園

を
頻
繁
に
利
用
し
、
手
を
抜
か
ず
本
物
を

子
供
た
ち
に
み
せ
よ
う
と
す
る
教
師
た
ち

と
、
そ
れ
に
応
え
る
情
報
と
姿
勢
を
持
っ

た
自
然
保
護
省
や
研
究
者
の
努
力
が
あ
る

の
だ
と
思
う
。

山地生態系研究室の面々。それぞ
れが自分のプロジェクトを持ち野
外調査に忙しい

自然保護省正面玄関。科学的かつ
長期的な観点から保護プロジェク
トが進められている

熱心に聞き入る子供たち。多様な
民族の子供たちが机をならべてい
る

サハ高等音楽院の授業風景。小学校でも生物や
生態学の授業があり子供たちは自国の自然に詳
しい
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野
生
動
物
再
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

機
関
連
携

さ
て
、
前
記
の
よ
う
に
地
域
の
生
態
系

の
科
学
的
管
理
と
そ
の
教
育
を
重
視
す
る

サ
ハ
共
和
国
で
、
国
を
挙
げ
て
進
め
ら
れ

て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
そ
れ
は

野
生
生
物
相
の
再
導
入
で
あ
り
、
現
在
哺

乳
類
で
は
ジ
ャ
コ
ウ
ウ
シ
（M

uskox

）

や
バ
イ
ソ
ン
（W

ood
B
ison

）
の
再
導

入
（
野
生
化
）
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

北
極
圏
に
特
有
の
大
型
有
蹄
類
ジ
ャ
コ

ウ
ウ
シ
は
、
カ
ナ
ダ
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

を
の
ぞ
い
て
絶
滅
し
た
が
、
７０
年
代
か
ら

ア
ラ
ス
カ
、
西
シ
ベ
リ
ア
、
世
界
遺
産
で

知
ら
れ
る
極
東
の
ウ
ラ
ン
ゲ
リ
島
な
ど
に

再
導
入
が
行
わ
れ
た
。
サ
ハ
共
和
国
で
も

９６
年
以
降
、
ロ
シ
ア
他
地
域
か
ら
百
数
十

頭
が
移
送
さ
れ
、
動
物
園
等
で
の
繁
殖
研

究
が
行
わ
れ
て
一
部
は
す
で
に
野
外
に
放

た
れ
て
い
る
。

バ
イ
ソ
ン
は
、
０６
年
４
月
に
カ
ナ
ダ
か

ら
３０
頭
の
幼
獣
が
空
送
さ
れ
て
自
然
放
牧

場
に
放
さ
れ
、
０８
年
か
ら
自
然
繁
殖
が
始

ま
っ
て
個
体
数
が
５０
頭
を
超
え
、
か
つ
て

の
分
布
域
へ
の
再
導
入
（
野
生
化
）
も
秒

読
み
段
階
と
な
っ
て
い
る
。

困
難
克
服
し
成
功

こ
の
よ
う
に
書
く
と
、
あ
た
か
も
科
学

的
生
態
系
管
理
の
優
等
生
が
、
動
物
相
の

復
元
を
ス
マ
ー
ト
に
実
現
し
つ
つ
あ
る
よ

う
に
聞
こ
え
る
が
、
実
際
は
異
な
る
。
バ

イ
ソ
ン
の
再
導
入
を
進
め
る
こ
と
が
政
策

と
し
て
決
ま
っ
た
の
は
９７
年
で
、
以
降
費

用
捻
出
や
基
礎
研
究
の
努
力
が
続
き
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
採
掘
会
社
な
ど
か
ら
空
輸
資

金
が
調
達
で
き
、
政
府
間
の
調
印
に
達
し

た
の
は
０６
年
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
足
か
け
１０
年
に
渡
る
多
く
の

人
々
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
初
は

環
境
変
化
の
た
め
か
死
亡
し
た
個
体
も
あ

り
、
０８
年
か
ら
よ
う
や
く
繁
殖
と
個
体
数

の
増
加
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
長
期
的

視
野
に
立
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し

た
努
力
の
成
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

動
物
園
と
農
業
大
学

サ
ハ
で
の
動
物
研
究
に
お
い
て
は
、
０１

年
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
ヤ
ク
ー
ツ
ク

動
物
園
と
、
歴
史
あ
る
ヤ
ク
ー
ツ
ク
農
業

大
学
の
役
割
も
大
き
い
。

ヤ
ク
ー
ツ
ク
市
郊
外
に
あ
る
ヤ
ク
ー
ツ

ク
動
物
園
は
、
シ
ベ
リ
ア
と
極
東
の
動
物

を
中
心
と
す
る
こ
と
、
飼
育
だ
け
で
な
く

研
究
と
教
育
を
活
動
の
柱
と
す
る
こ
と
、

北
方
圏
の
動
物
園
の
連
携
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
、
を
理
念
と
し
て
い
る
。

筆
者
が
訪
れ
た
０８
年
に
は
ま
だ
拡
張
工

事
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
当
時

す
で
に
１
２
０
種
以
上
が
飼
育
さ
れ
て

お
り
、「
北
方
圏
動
物
園
協
会
」も
立
ち
上

げ
、
そ
し
て
Ｉ
Ｂ
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
協
力
に
よ

っ
て
ヤ
ク
ー
ツ
ク
大
学
生
物
学
科
や
ヤ
ク

ー
ツ
ク
農
業
大
学
の
学
生
の
実
習
や
調
査
、

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
多
様
な
教
育
活

動
な
ど
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
ヤ
ク
ー
ツ
ク
農
業
大
学
は
、
農
業

研
究
所
と
と
も
に
獣
医
学
・
畜
産
学
な
ど

の
研
究
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
広
大
な
学

生
用
の
実
習
農
場
、
自
然
保
護
区
（
自
然

保
護
省
）
と
連
携
、
前
回
紹
介
し
た
北
極

圏
大
学
へ
の
参
加
な
ど
、
学
生
に
多
様
な

学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

特
に
実
習
農
場
は
、
ト
ナ
カ
イ
と
ヤ
ク

ー
ト
馬
の
飼
育
繁
殖
や
研
究
で
有
名
で
あ

り
、
今
回
私
た
ち
の
共
同
研
究
で
も
ト
ナ

カ
イ
に
発
信
機
を
装
着
さ
せ
て
も
ら
う
な

ど
、研
究
協
力
に
大
変
積
極
的
で
あ
っ
た
。

温
暖
化
と
狩
猟
活
動
の
変
容

２
０
１
０
年
３
月
１１
日
、
ヤ
ク
ー
ツ

ク
近
郊
ナ
ム
ス
キ
ー
郡
。
例
年
６０
㌢
以
上

あ
る
積
雪
が
半
分
ほ
ど
し
か
無
く
、
道
路

バイソン再導入プロジェクトのスタ
ッフたち。左端が責任者の自然保護
省生物資源局ポポフ・アンドレ氏

ヤクーツク農業大学の実習農場。学生の
実習や実験に活用されている。トナカイ
そりに敷かれているのはヒグマの毛皮

凍った湖にヤクート馬があけた水飲
み穴。役畜や食糧としてサハの人々
に欠かせないヤクート馬は氷結環境
に適応した習性を身につけている

ヤクーツク動物園で生まれたジャコ
ウウシの子供。野生動物の保護増殖
および生態学教育の拠点として整備
が進む。右はサフォノフ・ルカ園長
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に
は
土
が
見
え
、
無
数
に
あ
る
湖
沼
の
一

部
は
氷
の
す
ぐ
下
で
水
が
流
れ
て
い
た
。

原
因
は
と
も
か
く
、
こ
こ
数
年
の
「
温

暖
化
」
は
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
十
分
な

氷
が
な
い
と
成
立
し
な
い
冬
の
淡
水
魚
漁

や
猟
期
中
の
毛
皮
獣
捕
獲
、
そ
し
て
何
よ

り
飲
料
水
と
道
路
（
凍
っ
た
川
が
道
路
と

な
る
）の
確
保
が
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

「
近
代
化
」
の
影

加
え
て
、
共
和
国
に
も
「
近
代
化
」
の

波
が
押
し
寄
せ
る
中
、
伝
統
的
な
慣
習
の

維
持
や
野
生
動
物
の
毛
皮
や
肉
の
利
用
に

消
極
的
な
人
々
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
ク
ロ
テ
ン
、
ミ
ン

ク
、
マ
ス
ク
ラ
ッ
ト
と
い
っ
た
、
か
つ
て

ロ
シ
ア
と
シ
ベ
リ
ア
の
経
済
を
支
え
て
き

た
毛
皮
獣
の
狩
猟
が
急
速
に
規
模
縮
小

し
、
生
業
か
ら
趣
味
（
レ
ジ
ャ
ー
狩
猟
）

へ
と
変
容
し
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。

こ
れ
は
、
単
純
に
考
え
る
と
狩
猟
数
が

減
少
し
て
野
生
動
物
保
全
に
役
立
ち
そ
う

な
も
の
だ
が
、
実
態
は
逆
で
あ
る
。
利
用

価
値
の
失
わ
れ
た
野
生
動
物
は
、
一
部
で

は
増
殖
す
る
だ
ろ
う
が
、
高
密
度
に
な
り

す
ぎ
れ
ば
逆
に
繁
殖
率
な
ど
が
下
が
る

し
、
マ
ス
ク
ラ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
い
わ

ゆ
る
外
来
種
が
温
暖
化
に
乗
じ
て
増
殖
す

れ
ば
、
本
来
保
全
の
対
象
と
な
る
在
来
種

は
生
息
域
を
狭
め
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

利
用
す
る
こ
と
で
守
ら
れ
て
き
た
生
物

相
を
ど
う
維
持
す
る
か
。
日
本
の
里
山
で

議
論
さ
れ
て
い
る
課
題
が
、
シ
ベ
リ
ア
に

も
共
通
す
る
と
は
驚
い
た
が
、
サ
ハ
で
は

こ
の
現
状
を
受
け
入
れ
、
打
開
策
も
検
討

さ
れ
て
い
た
。

観
光
を
国
土
保
全
に
生
か
す

今
回
、
私
た
ち
の
狩
猟
実
態
調
査
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
く
れ
た
環
境
保
護

省
と
狩
猟
組
合
で
は
、
共
和
国
外
の
ハ
ン

タ
ー
を
対
象
と
し
た
狩
猟
ツ
ア
ー
を
積
極

的
に
行
う
だ
け
で
な
く
、
観
光
客
を
対
象

と
し
た
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企
画
し

て
い
る
。

そ
こ
で
サ
ハ
の
伝
統
や
現
状
を
紹
介

し
、
理
解
者
を
増
や
す
と
と
も
に
、
収
益

を
地
元
の
狩
猟
活
動
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
の
資
金
源
と
し
、
そ
の
結
果
を
地
元
の

教
育
活
動
に
も
生
か
そ
う
と
い
う
試
み
で

あ
る
。
こ
の
活
動
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
森

林
を
安
売
り
さ
せ
な
い
と
い
う
成
果
も
期

待
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
教
育
・

研
究
調
査
・
観
光
と
国
土
保
全
を
リ
ン
ク

さ
せ
る
試
み
で
も
あ
る
。

伝
統
の
上
に
立
つ
経
済
活
動

日
本
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
野
生

動
物
と
の
密
接
な
関
係
を
失
っ
て
時
間
が

た
ち
、
野
生
動
物
よ
り
先
に
狩
猟
者
人
口

が
絶
滅
す
る
と
さ
え
い
わ
れ
、
そ
し
て
知

見
豊
富
な
狩
猟
者
に
依
存
し
た
科
学
的
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
道
も
絶
た
れ
て
久
し
い
。

し
か
し
、
減
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
多

く
の
人
々
が
ト
ナ
カ
イ
や
ウ
マ
の
肉
を
食

べ
、
毛
皮
や
皮
革
製
品
を
身
に
ま
と
っ
て

い
る
こ
の
国
で
は
、
単
な
る
近
代
的
エ
コ

ツ
ア
ー
で
な
い
「
新
伝
統
生
活
」
の
基
盤

と
な
る
経
済
活
動
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を

感
じ
る
。
温
暖
化
に
よ
る
環
境
変
化
の
影

響
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
柔
軟

に
対
処
・
順
応
し
て
自
分
た
ち
の
文
化
や

伝
統
を
育
も
う
と
す
る
サ
ハ
の
人
々
の
今

後
を
見
守
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

た
つ
ざ
わ
・
し
ろ
う

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

理
学
博
士
。
専
攻
は
保
全
生
態
学
、
環
境
学
習

論
。

＊
今
回
の
共
同
研
究
は
、
北
方
圏
交
流
基

金
（
準
備
段
階
）、
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
（
シ
ベ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）、
学

術
振
興
会
（
二
国
間
学
術
交
流
事
業
）
に

よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
関
係
者
の
方
々

に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

氷結したレナ川に設置された道路。
凍結河川は人や物資の重要な移送路
だが、近年凍結期間が短縮している

狩猟エコツアーのスタッフたち。伝
統的狩猟の教育・観光利用を模索す
るなど新たな挑戦が始まっている

湖で切り出され積み上げられた氷
柱。清涼な飲料水や生活用水として
毎日利用されるが、湖が完全に凍ら
ないと濁って使えなくなる

氷
結
し
た
湖
に
設
置
し
た
マ
ス
ク
ラ
ッ
ト
用
の

罠
。
マ
ス
ク
ラ
ッ
ト
は
サ
ハ
の
主
要
毛
皮
獣
だ

が
、
厚
い
氷
が
な
い
と
罠
が
設
置
で
き
な
い
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北
海
道
朝
鮮
初
中
高
級
学
校（
注
１
）は

札
幌
市
清
田
区
平
岡
の
閑
静
な
住
宅
街
の

一
角
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。
小
学
校
に
当

た
る
初
級
部
（
６
年
）、
中
学
校
に
当
た

る
中
級
部
（
３
年
）、
高
校
に
当
た
る
高

級
部
（
３
年
）
に
在
籍
す
る
の
は
、
特
別

永
住
資
格（
注
２
）を
持
つ
「
在
日
コ
リ
ア

ン
」
の
３
世
、
４
世
な
ど
計
１
１
３
人

（
今
年
２
月
現
在
）。
朝
鮮
籍
と
韓
国
籍
ば

か
り
で
は
な
く
、
親
の
事
情
で
日
本
籍
を

持
つ
子
供
た
ち
も
い
る
。
子
供
た
ち
は
１２

年
間
の
課
程
を
終
え
る
と
、
見
事
な
朝
鮮

語
を
身
に
付
け
て
卒
業
し
て
い
く
。
こ
こ

で
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
言
語
教
育
が
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
同
校
が
培
っ
て

き
た
言
語
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
日
本
の

公
教
育
が
語
学
教
育
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

う
え
で
大
い
に
参
考
に
な
る
は
ず
だ
。

同
校
に
取
材
を
申
し
込
む
と
、
朝
鮮
語

チ
ェ
ユ
フ
ァ

（
国
語
）を
担
当
す
る
崔
悠
花
さ
ん
（
２３
）

チ
ェ
ミ
リ
ョ
ン

＝

山
口
県
出
身＝

と
崔
美
澪
さ
ん（
２４
）＝

札
幌
市
出
身＝

の
２
人
の
先
生
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
。

２
人
と
も
東
京
の
朝
鮮
大
学
卒
。
ハ
キ
ハ

キ
と
明
る
い
悠
花
さ
ん
と
、
も
の
静
か
な

美
澪
さ
ん
。
好
対
照
の
２
人
だ
っ
た
が
、

同
化
圧
力
の
強
い
日
本
社
会
で
「
在
日
」

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
保
ち
な
が
ら

生
き
て
い
く
う
え
で
朝
鮮
語
が
い
か
に
大

事
か
、
ど
ち
ら
の
口
か
ら
も
熱
い
思
い
が

ほ
と
ば
し
り
出
た
。

「
在
日
」
に
と
っ
て
の
朝
鮮
語

「
言
語
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
と
書
い
た

が
、
朝
鮮
学
校
に
お
け
る
朝
鮮
語
教
育
は

日
本
の
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
と
は
本

質
的
な
意
味
が
全
く
違
う
。
日
本
人
が
英

語
を
学
ぶ
の
は
、
多
く
は
受
験
や
就
職
の

た
め
、
世
界
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
言

語
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
た
功
利
的
な
理
由

が
主
だ
ろ
う
。
在
日
の
人
々
に
と
っ
て

は
、
生
き
る
こ
と
そ
の
も
の
と
深
く
か
か

わ
っ
て
お
り
、
自
ず
と
学
び
の
気
構
え
が

違
っ
て
く
る
。

朝
鮮
学
校
で
朝
鮮
語
教
育
は
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
愚
問
と
承

知
の
上
で
２
人
に
尋
ね
た
。

「
こ
こ
で
は
朝
鮮
語
が
生
活
の
基
本
で

す
。
日
本
語
と
英
語
の
授
業
以
外
は
す
べ

て
朝
鮮
語
で
す
。
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
（
私
た

ち
の
学
校
）
の
基
本
の
基
本
。
朝
鮮
語
を

話
し
、
習
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
朝
鮮
学

校
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
か
っ
た
ら
朝
鮮
学

連
載

朝
鮮
学
校
の
言
語
教
育
①

在
日
の
子
供
た
ち
が
朝
鮮
語
を
習
得
す
る
ま
で

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
出
版
部
長

山
田

寿
彦

崔悠花先生

正門から見た北海道朝鮮初中高級学校＝札幌市清田区平岡

崔美澪先生
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校
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぐ
ら
い
重
要

で
中
心
的
な
も
の
で
す
」（
悠
花
さ
ん
）

「
朝
鮮
語
は
民
族
を
象
徴
す
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
日
本
人
と
結
婚
し
て
い
る

朝
鮮
人
も
多
い
し
、
血
だ
け
で
『
朝
鮮
人

だ
』
と
言
う
の
は
難
し
い
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、『
自
分
は
朝
鮮
人

だ
』
と
堂
々
と
言
え
る
一
つ
（
の
根
拠
）

が
言
葉
で
す
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
何
を

も
っ
て
自
分
が
朝
鮮
人
だ
と
言
え
る
の

か
。
言
葉
は
そ
の
よ
う
に
と
て
も
大
切
な

も
の
で
、
単
な
る
学
問
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」（
美
澪
さ
ん
）

徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

ど
の
よ
う
に
子
供
た
ち
は
朝
鮮
語
を
習

得
し
て
い
く
の
か
。
２
人
の
話
を
総
合
し

て
み
る
。
初
級
部
に
入
っ
て
く
る
子
供

は
、
就
学
前
に
週
１
回
の
朝
鮮
民
族
を
味

わ
う
集
い
に
参
加
し
て
基
礎
的
な
朝
鮮
語

を
学
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
通
常
は

挨
拶
が
で
き
た
り
、
単
語
が
分
か
っ
た
り

す
る
程
度
。
言
葉
を
文
章
に
し
て
会
話
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

初
級
部
の
最
初
の
２
年
間
で
朝
鮮
語
で

の
授
業
が
ほ
ぼ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
６
年
生
ま
で
に
慣
用
句
の
知
識
を
深

め
、
初
級
部
を
卒
業
す
る
こ
ろ
は
生
活
に

不
自
由
し
な
い
程
度
に
朝
鮮
語
を
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
到
達

目
標
だ
。
中
級
部
で
は
朝
鮮
語
の
文
学
作

品
を
よ
り
深
く
学
ぶ
。
高
級
部
で
は
そ
の

レ
ベ
ル
を
さ
ら
に
上
げ
て
い
く
。

一
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
話
し
た
り

聞
い
た
り
す
る
よ
り
、
文
字
を
正
確
に
書

く
こ
と
の
方
が
難
し
い
。
朝
鮮
語
文
字
の

ハ
ン
グ
ル
は
意
味
で
は
な
く
音
を
表
す
た

め
、
ど
う
し
て
も
似
た
音
を
書
い
て
し
ま

う
生
徒
が
い
る
。

初
級
部
や
中
級
部
の
途
中
か
ら
編
入
し

て
く
る
生
徒
は
朝
鮮
語
に
よ
る
授
業
は
全

く
理
解
で
き
な
い
た
め
、
特
別
な
対
応
が

用
意
さ
れ
る
。
１
年
間
は
朝
鮮
語
を
別
に

教
え
る
時
間
を
作
り
、
放
課
後
の
補
習
な

ど
も
あ
る
。

中
３
で
学
ぶ
「
朝
鮮
文
法
」

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
「
朝
鮮
文
法
」
と
い

う
科
目
が
独
立
し
て
中
級
部
３
学
年
の
１

年
間
だ
け
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
生

徒
は
こ
こ
で
朝
鮮
語
の
文
法
を
集
中
的
に

学
習
す
る
。

「
生
活
の
中
で
、
あ
る
い
は
国
語
を
習

い
な
が
ら
文
法
を
学
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
一
つ
の
け
じ
め
と
し
て
も
う
一
回
確

認
し
て
高
級
部
に
上
が
ろ
う
、
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
日
本
語
と

同
じ
感
覚
で
朝
鮮
語
を
使
う
と
、
文
法
を

間
違
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
」（
悠
花
さ

ん
）。「

文
法
は
作
品
を
学
ぶ
過
程
で
自
然
と

扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
科
目
と
し
て
ま
と
め

て
学
ぶ
の
が
中
３
で
あ
っ
て
、
知
っ
て
い

る
こ
と
を
集
中
的
に
再
認
識
す
る
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
朝
鮮
語
は
生
活
の
中

で
飛
び
交
う
言
葉
で
、
学
問
で
は
な
い
。

科目 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年
国語 ９ ８ ７ ７ ６ ６
社会 １ ２ ２ ２
朝鮮歴史 ２
朝鮮地理 ２
算数 ４ ５ ５ ５ ５ ５
理科 ３ ３ ３ ３
日本語 ４ ４ ４ ４ ４ ４
保健体育 ２ ２ ２ ２ ２ ２
音楽 ２ ２ ２ ２ ２ ２
図画工作 ２ ２ ２ ２ ２ ２
合計 ２３ ２３ ２６ ２７ ２８ ２８

北海道朝鮮初中高級学校のカリキュラム
◆初級部

高級部２学年から理数・英語・商業・生活科学の４コ
ースに分かれ、各コースで週４時間の選択科目（＊）
を履修する。（専）は「高度な」の意味

科目 １学年 ２学年 ３学年
国語 ５ ５ ５
朝鮮文法 １
社会 ２ ２ ２
朝鮮歴史 ２ ２
朝鮮地理 ２
数学 ４ ４ ４
理科 ４ ４ ３
日本語 ４ ４ ４
英語 ４ ４ ４
保健体育 ２ ２ ２
音楽 １ １ １
美術 １ １ １
家庭 １
情報 １ １
合計 ３０ ３０ ３０

◆中級部

科目 １学年 ２学年 ３学年
国語 ５ ５ ５
社会 ２ ２ ２
朝鮮歴史 ３
現代朝鮮史 ２ ２ ３
世界歴史 ３
世界地理 ２
数学 ４ ２ ２
理科 ３ ２ ２
日本語 ４ ４ ４
英語 ４ ４ ４
保健体育 ２ ２ １
音楽 １
情報 １
（専）数学、物理 ＊２ ＊２
（専）生物、化学 ＊２ ＊２
（専）上級英語 ＊４ ＊４
（専）生活科学 ＊２ ＊２
（専）美術 ＊２ ＊２
（専）情報商業 ＊２ ＊２
（専）簿記 ＊２ ＊２
合計 ３０ ３０ ３０

◆高級部
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だ
か
ら
学
問
と
し
て
朝
鮮
語
を
学
ぶ
文
法

の
時
間
が
あ
る
わ
け
で
す
」（
美
澪
さ
ん
）

ど
の
民
族
で
あ
れ
、
国
で
あ
れ
、
子
供

が
言
葉
を
身
に
つ
け
る
の
は
、
ま
ず
文
法

あ
り
き
で
は
な
い
。
耳
か
ら
自
然
と
覚
え

て
い
く
も
の
。
言
語
の
成
立
も
そ
の
よ
う

な
も
の
で
、
言
語
学
者
が
後
か
ら
分
析
し

て
み
て
一
定
の
法
則
性
や
規
則
性
を
見
つ

け
、
文
法
と
し
て
体
系
的
に
整
理
す
る
の

だ
ろ
う
。

朝
鮮
学
校
の
朝
鮮
語
教
育
は
そ
う
し
た

流
れ
に
逆
ら
わ
ず
、
合
理
的
に
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
。
文
法
の
集
中
的
な
学
習
時

期
が
中
３
と
い
う
の
も
絶
妙
だ
。
自
身
の

経
験
で
い
う
と
、
受
験
目
的
が
優
先
さ
れ

る
日
本
の
英
語
教
育
は
そ
の
点
で
全
く
逆

立
ち
し
て
お
り
、「
英
語
嫌
い
」
を
わ
ざ

わ
ざ
作
っ
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

日
本
語
の
影
響

朝
鮮
語
を
学
ぶ
環
境
が
こ
れ
だ
け
充
実

し
て
い
て
も
、
生
徒
た
ち
は
日
本
語
の
影

響
を
強
く
受
け
て
し
ま
う
。
家
庭
に
戻
る

と
、
家
族
と
の
会
話
が
日
本
語
の
生
徒
は

多
い
。「
こ
こ
に
赴
任
し
て
か
ら
も
間
違
っ

た
言
葉
が
い
っ
ぱ
い
聞
こ
え
ま
す
。
気
づ

い
た
ら
、
全
部
指
摘
し
ま
す
」（
悠
花
さ

ん
）。
家
庭
で
も
朝
鮮
語
を
使
っ
て
も
ら

う
の
が
一
番
い
い
の
だ
が
、
そ
こ
ま
で
の

指
導
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。

そ
う
言
う
悠
花
さ
ん
も
子
供
の
こ
ろ
、

家
族
と
の
会
話
は
日
本
語
が
多
か
っ
た
。

最
近
、
実
家
の
親
と
電
話
で
話
す
時
、
自

然
と
朝
鮮
語
で
話
し
て
い
る
。
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
そ
う
な
っ
た
と
い
う
。

日
本
語
の
影
響
を
受
け
る
と
、
本
国

（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）
で
使
わ

れ
て
い
る
朝
鮮
語
と
微
妙
な
ず
れ
が
生
じ

て
く
る
。
ず
れ
を
埋
め
る
こ
と
も
朝
鮮
学

校
の
朝
鮮
語
教
育
の
切
実
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
。

「
朝
鮮
語
は
生
ま
れ
て
最
初
に
聞
く
母

語
で
は
な
い
。
母
国
語
で
は
あ
っ
て
も
母

語
で
は
な
い
と
い
う
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
大
幅
に
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、（
本
国
の
人
に
）
通
じ
る
こ
と
は
通

じ
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
語
混
じ
り
の
朝

鮮
語
に
な
っ
て
し
ま
う
。
文
法
が
日
本
語

と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
直
訳
し
て
し
ま
う

傾
向
が
あ
り
ま
す
」（
美
澪
さ
ん
）

例
え
ば
日
本
語
で
「
私
は
先
生
に
な

る
」
と
言
う
時
の
助
詞
「
〜
に
」
は
朝
鮮

語
で
は
「
〜
へ
」
と
な
る
。
だ
か
ら
日
本

語
の
助
詞
「
〜
に
」
は
朝
鮮
語
で
は
「
〜

へ
」
と
認
識
さ
れ
が
ち
に
な
る
。
と
こ
ろ

が
、
必
ず
し
も
日
本
語
の
「
〜
に
」
に
す

べ
て
対
応
し
て
朝
鮮
語
の
「
〜
へ
」
が
使

わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
あ
た
り
が

間
違
い
や
す
い
原
因
に
な
る
と
い
う
。

本
国
を
訪
問
し
た
時
、
こ
ち
ら
は
敬
意

を
持
っ
て
話
し
た
つ
も
り
で
も
、
相
手
は

不
愉
快
に
感
じ
る
言
い
回
し
の
場
合
が
あ

る
。
本
国
で
最
上
級
の
敬
語
を
使
っ
た
つ

も
り
で
い
た
ら
、「
そ
れ
は
軍
隊
用
語

だ
」
と
指
摘
さ
れ
た
り
、
在
日
同
胞
の
間

で
は
通
じ
る
言
葉
を
「
何
だ
、
そ
の
単
語

は
」
と
聞
き
返
さ
れ
た
り
し
た
経
験
が
悠

花
さ
ん
に
は
あ
る
。

朝
鮮
語
と
日
本
語
の
文
法
が
似
て
い
る

と
こ
ろ
に
も
一
因
が
あ
る
よ
う
だ
。「
朝
鮮

文
法
」
の
集
中
的
な
授
業
は
、
普
段
は
気

づ
か
な
か
っ
た
言
葉
の
誤
用
を
見
つ
け
る

良
い
機
会
と
も
な
り
、
高
級
部
に
向
け
て

生
徒
た
ち
は
一
段
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す

る
。

「
運
動
」
で
高
い
意
識
を
持
つ

特
に
罰
則
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

学
校
で
は
日
本
語
を
私
語
で
も
原
則
と
し

て
禁
止
し
て
い
る
（
実
際
は
教
師
に
隠
れ

て
ひ
そ
ひ
そ
話
す
生
徒
も
い
る
ら
し

い
）。「
日
本
語
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
よ
り
、
朝
鮮
語
で
生
活
し
よ
う
と
い

う
プ
ラ
ス
志
向
だ
と
思
っ
て
ほ
し
い
」（
悠

花
さ
ん
）。
校
内
の
掲
示
物
も
ハ
ン
グ
ル

で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
語
を
正
し
く
使
お
う
と
い
う
高
い

意
識
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
が
生
徒
た
ち

に
教
え
込
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
伝
統
的
な

取
り
組
み
に
「
運
動
」
が
あ
る
。
例
え
ば

「
運
動
会
ま
で
」
と
一
定
の
期
間
を
定

め
、「
朝
鮮
語
を
正
し
く
使
い
な
が
ら
運

動
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
い
っ
た
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
る
。

取
材
し
た
時
は
、
全
校
生
徒
が
参
加
す

る
「
講
演
大
会
」
に
向
け
て
中
級
部
が
運

動
の
期
間
中
だ
っ
た
。
早
口
言
葉
や
演

リングプルを集めようと呼びかける掲示。
日本語が混じっている

図書室に掲げられた貸し出し本の返却日
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劇
、
漫
才
、
詩
の
朗
読
な
ど
を
通
し
て

「
朝
鮮
語
を
も
っ
と
流
ち
ょ
う
に
」
と
生

徒
た
ち
の
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
だ
。

言
葉
は
伝
統
文
化

悠
花
さ
ん
も
美
澪
さ
ん
も
「
朝
鮮
語
は

単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で

は
な
い
」
と
語
る
。
言
葉
に
は
国
や
民
族

の
伝
統
的
な
文
化
や
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
悠
花
さ
ん
は
言
葉
の
持
つ
面

白
さ
の
例
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

日
本
語
の
「
恨
み
を
晴
ら
す
」
に
相
当

す
る
朝
鮮
語
は
「
恨
み
を
解
く
」
に
な

る
。
日
本
語
に
は
復
讐
を
し
て
自
分
の
心

が
落
ち
着
く
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る

が
、
朝
鮮
語
で
は
恨
み
の
心
を
解
い
て
い

く
と
い
う
意
味
に
な
る
。

朝
鮮
語
は
自
分
の
強
い
気
持
ち
を
表
現

す
る
時
に
「
死
に
そ
う
だ
」
と
よ
く
使

う
。「
寒
く
て
死
に
そ
う
だ
」「
悲
し
く
て

死
に
そ
う
だ
」。
そ
ん
な
言
い
方
に
も
悠

花
さ
ん
は
民
族
の
心
根
を
感
じ
る
。

国
交
が
な
い
こ
と
の
壁

日
本
の
学
校
で
英
語
を
学
ぶ
と
な
る

と
、
英
語
圏
の
国
へ
の
短
期
、
長
期
留
学

と
い
っ
た
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
。
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
教
員
を
採
用
す
る

こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
、
朝
鮮
学

校
で
は
ど
ち
ら
も
今
の
と
こ
ろ
は
難
し

い
。
本
国
で
語
学
研
修
す
る
、
も
し
く
は

本
国
の
朝
鮮
語
教
師
を
日
本
に
招
く
と
い

う
当
た
り
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
れ
な

い
。
日
朝
関
係
が
正
常
化
さ
れ
て
い
な
い

た
め
に
自
由
に
往
来
で
き
な
い
こ
と
が
大

き
な
壁
に
な
っ
て
い
る
。

朝
鮮
学
校
で
は
高
級
部
３
年
の
時
、
修

学
旅
行
で
本
国
を
訪
問
す
る
。
た
だ
し
、

語
学
研
修
が
目
的
で
は
な
く
、「
祖
国
を

知
る
こ
と
」
に
主
眼
が
あ
る
。

悠
花
さ
ん
は
「
在
日
の
朝
鮮
語
は
在
日

同
胞
が
高
い
意
識
を
持
ち
、
守
っ
て
い
く

べ
き
も
の
で
、
本
国
に
全
面
的
に
頼
る
べ

き
で
は
な
い
」
と
い
う
前
提
で
、「
朝
鮮

か
ら
講
師
を
招
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
刺
激

に
な
る
し
、
で
き
る
の
な
ら
や
っ
て
み
た

い
」
と
語
る
。
美
澪
さ
ん
も
同
意
見
だ
。

「
そ
の
よ
う
な
交
流
が
あ
れ
ば
、
教
員
養

成
の
機
会
に
も
な
る
。
生
徒
た
ち
に
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
作
る
に
は
、
教
員
が
よ

り
専
門
的
に
学
ぶ
必
要
が
あ
り
、
朝
鮮
に

行
っ
て
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。
現
実
に

は
で
き
ま
せ
ん
が
」

全
国
の
朝
鮮
学
校
の
教
員
同
士
が
集
ま

る
研
修
会
は
あ
る
が
、
他
言
語
で
は
当
た

り
前
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
朝
鮮
語
で

は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
環
境
下
で
在

日
の
人
々
は
朝
鮮
学
校
を
運
営
し
、
朝
鮮

語
と
い
う
民
族
の
魂
を
守
り
抜
い
て
き

た
。

そ
の
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
朝
鮮
学
校
よ
り
は
日
本
の
学
校
に
子

供
を
通
わ
せ
て
良
い
就
職
口
を
見
つ
け
た

い
と
考
え
る
在
日
同
胞
の
親
も
い
る
。
美

澪
さ
ん
は
「
昔
は
民
族
教
育
を
受
け
た
く

て
も
受
け
ら
れ
な
い
時
代
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
思
う
と
昔
の
方
が
も
っ
と
困
難
な
時

代
だ
っ
た
の
で
は
」
と
言
い
な
が
ら
も
、

今
日
の
厳
し
さ
も
否
定
し
な
い
。

悠
花
さ
ん
も
言
う
。「
朝
鮮
学
校
を
維
持

す
る
の
は
大
変
な
時
代
で
す
。
で
も
誰
か

が
頑
張
ら
な
い
と
消
え
て
し
ま
う
。
日
本

の
今
の
状
況
を
考
え
る
と
、
実
際
に
消
そ

う
と
し
て
い
る
。
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
人
た
ち
が
守
っ
て
い
る
ん
で

す
」高

校
無
償
化
の
対
象
か
ら
朝
鮮
学
校
を

外
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
声
が
日
本
に
は

あ
る
。
道
端
か
ら
聞
こ
え
る
の
で
は
な

く
、
閣
僚
や
一
部
メ
デ
ィ
ア
か
ら
聞
こ
え

る
こ
と
に
日
本
人
と
し
て
怒
り
と
恥
ず
か

し
さ
を
覚
え
る
。

◇

◇

次
回
は
初
級
部
の
朝
鮮
語
学
習
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

（
注
１
）
北
海
道
朝
鮮
初
中
高
級
学
校

在
日
本
朝
鮮
人
総
聨
合
会
（
朝
鮮
総
連
）
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
全
国
の
朝
鮮
学
校
は
幼

稚
園
か
ら
大
学
（
朝
鮮
大
学
）
ま
で
計
６９
校
あ

る
。
民
族
教
育
の
た
め
の
学
校
作
り
は
全
国
的
に

は
戦
後
す
ぐ
に
始
ま
っ
た
が
、
北
海
道
朝
鮮
初
中

高
級
学
校
の
創
立
は
１
９
６
１
年
。
初
中
級
学

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
６８
年
に
学
校
法
人

「
北
海
道
朝
鮮
学
園
」
と
し
て
認
可
。
８２
年
に
高

級
部
を
併
設
し
た
。
寄
宿
舎
も
あ
り
、
子
供
た
ち

は
道
内
各
地
か
ら
来
て
い
る
。
中
級
部
、
高
級
部

の
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
は
全
国
大
会
優
勝

の
実
績
が
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
部
も
道
内
の
強
豪
。

法
律
上
は
各
種
学
校
で
、
学
校
教
育
法
第
１
条

に
定
め
る
「
学
校
」
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
高

級
部
を
卒
業
し
て
も
大
学
入
学
資
格
検
定
試
験

（
大
検
、
現
在
は
廃
止
）
を
通
ら
な
い
と
、
大
学

受
験
が
認
め
ら
れ
な
い
時
代
が
長
く
続
い
た
。
現

在
は
各
大
学
が
独
自
の
判
断
で
受
験
資
格
（
高
卒

程
度
の
学
力
の
認
定
）
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

隔
年
で
夏
に
催
さ
れ
る
ア
ン
ニ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ

（
次
回
は
来
年
）
は
地
域
に
開
か
れ
た
民
族
色
豊

か
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
人
気
が
あ
り
、「
オ
モ
ニ

会
」
手
作
り
の
キ
ム
チ
の
販
売
に
は
毎
回
長
蛇
の

列
が
で
き
る
。

（
注
２
）
特
別
永
住
資
格

日
本
が
植
民
地
支

配
し
た
朝
鮮
半
島
な
ど
の
出
身
で
、
戦
後
も
日
本

に
在
留
し
た
人
と
そ
の
子
孫
に
認
め
ら
れ
た
永
住

資
格
。
日
本
の
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島

出
身
者
は
戦
後
ま
で
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
た
。

１
９
５
２
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

が
発
効
す
る
と
、
日
本
在
留
の
朝
鮮
半
島
出
身
者

は
日
本
国
籍
を
失
い
、
朝
鮮
籍
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
大
韓
民
国
（
韓
国
）
の
国
籍
を
選
ん
だ
人
は

韓
国
籍
と
な
り
、
選
ば
な
か
っ
た
人
は
朝
鮮
籍
の

ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
従
っ
て
朝
鮮
籍
は
国

籍
で
は
な
く
、
朝
鮮
半
島
出
身
者
（
ま
た
は
そ
の

子
孫
）
を
意
味
し
て
い
る
。
法
務
省
の
統
計
に
よ

る
と
、
日
本
全
国
の
特
別
永
住
資
格
者
は
０８
年
１２

月
末
現
在
で
４２
万
３
０
５
人
。
ほ
と
ん
ど
が
在

日
韓
国
・
朝
鮮
人
。
道
内
は
３
８
７
１
人
で
、

こ
の
う
ち
韓
国
・
朝
鮮
籍
は
３
８
４
８
人
。
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■
米
国
語
学
研
修
の
現
場
か
ら

今
私
は
、
こ
こ
ア
メ
リ
カ
の
地
で
キ
ー

ボ
ー
ド
を
叩
い
て
い
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ホ
テ
ル
の
一

室
。
海
外
語
学
研
修
の
引
率
中
で
あ
る
。

私
が
英
語
を
教
え
て
い
る
北
海
道
工
業
大

学
で
は
毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

約
４
週
間
の
海
外
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
参
加
希
望
学
生
は
１
年
間
、「
英
語

特
別
研
究
」
と
い
う
授
業
に
事
前
参
加
し

て
、
日
常
英
会
話
・
ア
メ
リ
カ
文
化
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
を
学
ん

だ
後
、
こ
の
研
修
に
臨
む
。

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
（
Ｐ
Ｓ
Ｕ
）

で
実
施
さ
れ
る
本
研
修
は
、
外
国
人
に
対

す
る
英
語
教
育
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
経

験
豊
か
な
教
師
陣
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

内
容
は
本
学
の
希
望
や
要
望
を
考
慮
し
、

参
加
学
生
の
能
力
に
応
じ
て
テ
ー
ラ
ー
メ

イ
ド
さ
れ
て
い
る＝

写
真
１
。

教
室
の
外
に
お
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
や
国
際
交
流
担
当
の
方
々
に
い
ろ

い
ろ
と
面
倒
を
み
て
頂
い
て
い
る
。
本
学

の
学
生
の
た
め
だ
け
に
組
ま
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
沿
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

中
心
の
語
学
か
ら
異
文
化
交
流
や
習
慣
の

違
い
と
い
っ
た
内
容
ま
で
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
事
柄
を
短
期
間
で
体
験
・
学
習
で

き
る
よ
う
配
慮
し
て
頂
い
て
い
る＝

写
真

２
。本

研
修
の
授
業
料
は
本
学
が
全
額
負
担

す
る
た
め
、
学
生
は
航
空
券
お
よ
び
宿
泊

費
・
課
外
活
動
費
の
み
の
負
担
で
参
加
で

き
る
。
し
か
し
、
誰
で
も
何
人
で
も
参
加

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
期
が
始
ま
っ

て
す
ぐ
に
英
語
に
よ
る
面
接
試
験
な
ど
の

選
考
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
派
遣
学
生
を
決
定

す
る
。
本
学
の
代
表
と
し
て
、
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
の
姉
妹
都
市
札
幌
の
代
表
と
い
う
心

構
え
で
参
加
し
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
、
事
前
指
導
に
力
が
入
る
の
も

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
２
泊
し
て
か
ら

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
移
動
す
る
。
研
修
最
後

に
は
シ
ア
ト
ル
も
訪
問
す
る
。
ア
メ
リ
カ

を
訪
れ
る
と
視
線
が
変
わ
る
の
だ
ろ
う

か
。
常
日
ご
ろ
漠
然
と
考
え
て
い
る
こ
と

が
次
々
と
頭
に
湧
い
て
く
る
。
こ
こ
か
ら

は
そ
れ
ら
の
内
容
を
書
き
出
し
て
み
た
。

ご
意
見
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

■
北
海
道
工
業
大
学
の
取
り
組
み

本
学
で
は
各
教
員
が
独
自
の
手
法
を
模

索
し
、
学
生
の
学
習
に
対
す
る
モ
テ
ィ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
興
味
の
持
続
と
い
っ

た
狙
い
で
授
業
を
組
み
立
て
て
い
る
。
英

語
教
育
は
通
常
の
授
業
に
加
え
、
非
常
勤

講
師
を
含
む
全
英
語
教
員
が
共
通
のe-

Learning

教
材
を
導
入
し
て
い
る
。
ス
ト

ー
リ
ー
性
の
あ
る
内
容
を
利
用
し
、
リ
ス

ニ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上
と
主
要
文
法
事
項

の
見
直
し
を
行
う
と
同
時
に
、
自
学
自
習

の
習
慣
を
身
に
つ
け
て
貰
う
べ
く
努
力
し

て
い
る
。
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
学
生

の
英
語
能
力
向
上
の
た
め
に
十
分
な
予

算
、
時
間
、
労
力
を
投
入
し
て
い
る
。

私
は
、
本
学
の
学
生
に
は
英
語
に
対
す

る
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
を
変
え
て
も
ら
う

こ
と
を
第
一
目
標
と
し
て
い
る
。
専
門
英

語
（ESP：

English
for
Specific

Pur-
poses

）
と
ま
で
は
言
わ
な
い
も
の
の
、

工
学
系
に
関
連
付
け
て
標
準
的
な
英
語

（EG
P
：
English

for
G
eneral

Pur-
poses

）
の
習
得
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

英
語
教
育
を
考
え
る
―
―
日
本
に
お
け
る
課
題
と
教
師
の
役
割

北
海
道
工
業
大
学
准
教
授

坂
部

俊
行

写真１：英語オリエンテーション

写真２：ポートランド州立大学で
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さ
て
、
本
研
修
は
８９
年
２
月
に
始
ま

り
、
今
回
で
第
２２
回
を
迎
え
た
。
当
初
、

ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
周
辺
で
の
４
週

間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
内
容
で
始
ま

っ
た
が
、
英
語
そ
の
も
の
の
研
修
と
な
る

と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
英
語
教
育
の

専
門
家
で
は
な
い
。
９４
年
か
ら
は
オ
レ
ゴ

ン
州
立
大
学
の
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
の
協

力
の
も
と
、
研
修
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実

が
図
ら
れ
た
。
そ
し
て
昨
年
度
か
ら
は
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
Ｐ
Ｓ
Ｕ

を
新
た
な
研
修
場
所
と
し
た
。

肌
で
触
れ
る
異
文
化
体
験

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
午
前
中
は
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

ア
メ
リ
カ
文
化
理
解
の
２
ク
ラ
ス
が
あ

り
、
午
後
に
は
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

で
は
美
術
館
や
博
物
館
の
訪
問
、
ホ
ー
ム

レ
ス
が
集
ま
る
配
給
所
で
ラ
ン
チ
を
共
に

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
Ｐ
Ｓ
Ｕ
の
日

本
語
ク
ラ
ス
に
Ｔ
Ａ
（
指
導
助
手
）
と
し

て
参
加
、JapaneseIm
m
ersion

Program

（
日
本
語
を
教
え
る
の
で
は
な
く
日
本
語

で
教
え
る
）
を
導
入
し
て
い
る
リ
ッ
チ
モ

ン
ド
小
学
校＝

写
真
３＝

の
見
学
な
ど
な

ど
。
学
生
た
ち
は
単
な
る
座
学
だ
け
で
は

な
く
、
書
面
や
話
の
中
だ
け
の
異
文
化
理

解
で
も
な
い
、
実
際
に
肌
で
触
れ
・
感
じ

・
行
動
す
る
異
文
化
体
験
を
実
践
す
る
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
組
み
込
ま
れ

て
い
るIm

m
ersion

Program

は
日
本
で

も
い
く
つ
か
の
学
校
で
導
入
さ
れ
、
そ
の

成
果
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
で

は
、
中
高
一
貫
教
育
で
０７
年
に
開
校
し
た

登
別
明
日
中
等
教
育
学
校
（
菅
原
行
彦
校

長
）
が
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
試
み
は
英

語
以
外
の
一
部
の
教
科
、
例
え
ば
理
数
系

の
授
業
を
英
語
で
行
う
こ
と
に
あ
る
。
前

述
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
小
学
校
は
札
幌
市
中

央
区
の
宮
の
森
小
学
校
（
飯
沼
晃
校
長
）

と
去
年
正
式
に
姉
妹
校
提
携
を
し
、
今
後

活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
交
流
に
つ
い
て
は
今
後
機
会
が
あ
れ

ば
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。

本
学
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
戻
る
と
、

学
生
の
宿
泊
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ＝

写
真

４
。
１
家
庭
に
１
学
生
が
原
則
で
、
各
学

生
は
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
で
３
週
間
以
上
過

ご
す
。
教
室
で
は
他
の
研
修
生
と
日
本
語

で
話
す
機
会
も
あ
る
が
、
１
日
の
か
な
り

の
部
分
で
英
語
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
続
け

る
状
況
に
お
か
れ
る
。
学
生
の
や
る
気
の

度
合
い
に
も
よ
る
が
、
英
会
話
能
力
は
あ

る
程
度
の
進
歩
を
み
せ
る
。

■
現
代
学
生
考

英
語
へ
の
憧
れ
の
欠
如

こ
こ
で
読
者
に
喚
起
し
て
お
き
た
い
問

題
が
あ
る
。
最
近
の
学
生
に
関
し
て
、
全

員
で
は
な
い
が
、「
や
る
気
」
に
つ
な
が

る
、
英
語
に
対
す
る
一
種
の
憧
れ
の
よ
う

な
も
の
が
皆
無
で
あ
る
か
の
よ
う
に
疑
い

た
く
な
る
。
も
っ
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、

物
事
を
知
ら
な
く
て
も
引
け
目
や
恥
ず
か

し
さ
へ
と
つ
な
が
る
感
情
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
若
者
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。「
道
徳
観
の
欠
如
」
の
一
言
で
は
済

ま
せ
な
い
、
さ
ら
に
根
深
い
何
か
を
感
じ

恐
怖
す
ら
覚
え
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。
こ
の
惨
状
に
輪
を
か
け
る
よ
う
に
、

学
生
を
指
導
す
る
立
場
に
い
る
者
が
「
学

力
が
落
ち
て
い
る
か
ら
」「
や
る
気
が
な
い

か
ら
」
と
学
生
を
全
否
定
し
て
し
ま
い
、

学
生
の
た
め
の
授
業
が
実
践
さ
れ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
も
最
近
で
は
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
だ
。

私
の
学
生
時
代
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

文
法
中
心
学
習
や
訳
読
の
徹
底
で
英
文
読

解
力
は
高
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
文
法
の

習
得
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
か
と
い
っ

て
、
座
学
に
よ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
ば
か
り
の

授
業
で
は
学
生
の
た
め
に
な
ら
な
い
。
イ

ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
バ
ラ
ン
ス

感
覚
が
あ
っ
て
初
め
て
質
の
高
い
授
業
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は
、
学
生
た
ち
が

予
習
・
復
習
に
あ
る
程
度
の
時
間
を
費
や

す
の
は
当
た
り
前
。
奨
学
金
や
自
己
資
金

で
大
学
に
進
ん
で
い
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど

な
の
で
、
ド
ル
を
ド
ブ
に
捨
て
る
よ
う
な

こ
と
は
決
し
て
し
な
い
。
一
方
、
日
本
で

は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
授
業
料
や
生
活
費

を
親
が
負
担
し
て
い
る
。
こ
れ
を
悪
い
と

は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
授
業
に
取
り
組
む

姿
勢
が
自
ず
と
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。
真
剣
味
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
学

生
た
ち
に
対
す
る
教
員
の
役
割
は
時
代
と

と
も
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

写真３：リッチモンド小学校

写真４：初対面のホストファミリーと
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ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
の
過
信
は
禁
物

英
会
話
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視

と
い
う
こ
と
で
、
今
で
は
１
０
０
％
に

近
い
大
学
が
（
英
語
を
母
語
と
す
る
）
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
教
員
を
雇
用
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
ホ
ッ
と
し
て
い
る

学
校
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

教
員
に
よ
る
授
業
は
良
い
点
ば
か
り
で
は

な
い
。
英
語
で
授
業
を
運
営
す
る
場
合
、

受
け
る
側
の
学
生
に
あ
る
程
度
の
英
語
力

が
要
求
さ
れ
、
こ
れ
が
前
提
と
な
っ
て
成

果
が
付
い
て
く
る
。
こ
の
条
件
を
満
た
し

て
い
な
い
場
合
、
英
語
力
は
伸
び
る
ど
こ

ろ
か
停
滞
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
。
結

果
、
極
め
て
非
効
率
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

■「
ア
メ
リ
カ
に
来
れ
ば
」と
い
う
幻
想

昨
年
度
も
引
率
で
来
て
い
た
と
き
に
思

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
も
留
学
経
験
が
あ

り
、
そ
の
と
き
も
や
は
り
同
じ
よ
う
な
学

生
は
多
く
い
た
。
そ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
に

来
れ
ば
」「
ア
メ
リ
カ
に
住
め
ば
」
英
語
力

が
つ
く
と
い
う
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
（
幻

想
）
を
持
つ
学
生
が
い
る
こ
と
だ
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
よ
く
見
ら
れ
る
プ
リ
ン

セ
ス
・
テ
ン
コ
ウ
や
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
カ
ッ

パ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
空
中
浮
遊
や
胴
体
切

断
、
は
た
ま
た
瞬
間
移
動
な
ど
の
よ
う
に

夢
の
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
い
い
の
だ
が
。

個
々
人
が
し
っ
か
り
と
目
標
を
持
っ
て
将

来
を
見
据
え
て
い
な
い
と
、
あ
っ
と
い
う

間
に
こ
の
幻
想
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま

う
。
英
語
習
得
に
楽
な
道
な
ど
存
在
し
な

い
。N

o
pain,no

gain.

基
本
的
に
は
自

分
で
や
る
し
か
な
い
。

私
た
ち
の
他
に
も
、
短
期
で
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
州
立
大
学
の
一
般
的
な
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
日
本
人
学
生
が
結

構
い
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
は
、
せ
っ
か

く
「
英
語
を
学
ぶ
」「
異
文
化
に
触
れ
る
」

た
め
に
そ
れ
な
り
の
金
額
を
支
払
っ
て
ア

メ
リ
カ
に
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

残
念
な
が
ら
日
本
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
な

い
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
学
生
た
ち

が
い
る
。

時
間
を
浪
費
す
る
日
本
人
留
学
生

日
本
人
同
士
で
固
ま
る
く
ら
い
で
あ
れ

ば
し
ょ
う
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

皆
で
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
Ｄ
Ｓ
や
Ｐ
Ｓ
Ｐ
（
プ

レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
）
を

し
て
い
る
の
だ
。
周
り
に
は
現
地
の
ア
メ

リ
カ
人
学
生
も
い
る
が
、
な
ん
と
な
く
そ

ば
で
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
日
本
語
を
学

ん
で
い
る
学
生
た
ち
で
、
会
話
は
ほ
と
ん

ど
日
本
語
だ
。

「
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
英
語
を
身
に

つ
け
た
人
」
が
何
も
し
な
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
は
日
本
で

は
経
験
の
出
来
な
い
よ
う
な
地
獄
を
味
わ

っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
海
外

で
成
功
を
収
め
た
人
は
、
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
言
語
を
含
め
た
文
化
の
壁
を
自

力
で
乗
り
越
え
て
き
て
い
る
。
英
語
圏
に

行
け
ば
英
語
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
間
違
っ
た
考
え
は
捨
て
る
べ
き
だ
。

■
今
の
国
際
化
社
会

す
で
に
国
際
化
と
い
う
言
葉
は
時
代
遅

れ
と
な
っ
た
。
物
理
的
交
通
手
段
の
発
達

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
情
報
メ
デ
ィ
ア
や
通
信
技
術
の
発

達
は
め
ざ
ま
し
く
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
れ

ば
目
の
前
に
あ
る
画
面
の
中
に
、
ま
た
は

握
り
締
め
た
携
帯
端
末
の
向
こ
う
に
国
際

化
と
い
う
名
の
荒
野
が
無
限
に
広
が
っ
て

い
る
。
見
た
目
の
派
手
さ
に
誤
魔
化
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
国
際
共
通

言
語
の
英
語
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

幸
か
不
幸
か
、
今
の
学
生
た
ち
が
卒
業

後
に
羽
ば
た
い
て
い
く
社
会
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
で
あ
る
が
故
に
英
語
教
育
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
生
き
抜
く
、
い

や
、
生
き
残
る
も
し
く
は
生
き
な
が
ら
え

る
た
め
に
は
共
通
語
の
習
得
が
実
社
会
で

求
め
ら
れ
る
。

確
か
に
周
り
に
目
を
や
る
と
、
当
然
で

は
あ
る
が
、
英
語
な
ん
か
で
き
な
く
て
も

生
活
し
て
い
け
る
。
だ
が
、
人
生
は
一
度

で
あ
る
。
た
ま
に
「
私
の
前
世
は
戦
国
時

代
の
武
将
で
…
…
」
な
ど
と
言
っ
て
二
度

も
し
く
は
三
度
目
の
人
生
を
送
っ
て
い
る

人
も
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
例
外
と
し

て
、
や
は
り
人
生
一
度
で
あ
れ
ば
、
学
生

た
ち
に
は
可
能
性
を
広
げ
、
世
界
に
羽
ば

た
い
て
も
ら
い
た
い
と
教
師
の
立
場
か
ら

思
う
の
で
あ
る
。

英
語
は
で
き
て
当
た
り
前
の
現
実

彼
ら
を
そ
う
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
、

そ
し
て
彼
ら
の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
る
授
業
を
創
意
工
夫
す
る
の
が
私
た
ち

教
師
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
し
て
今

の
社
会
で
は
「
英
語
が
で
き
る
か
ら
」
と

い
う
優
位
さ
は
薄
れ
、
英
語
は
で
き
て
当

た
り
前
の
時
代
に
突
入
し
て
い
る
現
実
を

ど
れ
ほ
ど
の
若
者
が
自
覚
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
か
ら
は
「
英
語
で
何
が
で
き

る
か
」
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た

め
の
準
備
機
関
と
し
て
の
役
割
が
大
学
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
米
国
人
が
見
た
日
本
の
英
語
教
育

今
回
、
本
学
海
外
研
修
で
授
業
を
受
け

持
っ
て
い
るG

ailO
ura

先
生＝

写
真
５

＝

は
東
海
大
学
や
上
智
短
期
大
学
な
ど
で

１８
年
間
日
本
の
英
語
教
育
に
携
わ
り
、
０７

年
に
帰
国
し
た
。O

ura

先
生
に
日
本
の

英
語
教
育
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
以
下
に
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O
ura

先
生
が
話
し
て
く
れ
た
内
容
を
つ

づ
っ
て
み
た
。

詰
め
込
み
す
ぎ
の
ク
ラ
ス

「
選
択
の
ク
ラ
ス
は
そ
う
で
も
な
い

が
、
必
修
の
ク
ラ
ス
で
は
履
修
学
生
数
は

５０
〜
６０
名
。
語
学
の
授
業
で
こ
の
サ
イ
ズ

は
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
。
講
義
ス
タ
イ
ル
の

授
業
し
か
で
き
な
い
。
グ
ル
ー
プ
分
け
を

し
て
活
動
を
や
ら
せ
て
も
学
生
全
員
に
声

を
か
け
る
の
は
難
し
い
。
英
語
の
授
業
で

効
率
よ
く
あ
る
程
度
の
成
果
を
出
す
に
は

２０
名
以
内
の
ク
ラ
ス
が
理
想
だ
」

「
ゆ
と
り
教
育
」
が
問
題
？

「
日
本
で
英
語
を
教
え
て
い
た
最
初
の

こ
ろ
、
学
生
の
英
語
レ
ベ
ル
はTO

EIC

で
ス
コ
ア
６
０
０
く
ら
い
と
結
構
高
か

っ
た
。
し
か
し
帰
国
前
の
５
年
間
く
ら
い

は
４
５
０
前
後
と
著
し
く
下
が
っ
て
い

た
。
今
、『
ゆ
と
り
教
育
』（
の
存
在
）
を

知
っ
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
『
ゆ
と

り
教
育
』
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
」

教
員
の
英
語
力
不
足

「
高
校
の
英
語
教
員
の
教
育
が
も
う
一

つ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
今
で
は

変
わ
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

生
徒
の
模
範
に
な
る
べ
き
高
校
の
英
語
教

員
が
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
文
法
重
視
・
訳
読
中
心
の
傾

向
が
あ
り
、
特
に
年
配
の
高
校
の
英
語
教

員
は
、
新
し
い
こ
と
を
受
け
入
れ
る
と
い

うO
pen
m
ind

を
あ
ま
り
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
」

「
時
代
に
合
っ
た
教
員
教
育
が
必
要
で

あ
る
。
中
学
は
中
学
、
高
校
は
高
校
、
大

学
は
大
学
と
い
う
考
え
で
は
な
く
、
こ
れ

ら
３
つ
の
教
育
課
程
を
連
結
さ
せ
、
必
要

に
応
じ
て
で
き
る
限
り
一
連
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」

■
終
わ
り
に

今
の
学
生
た
ち
は
、
将
来
社
会
に
出
て

自
分
が
英
語
を
使
っ
て
い
る
姿
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
な
い
。
ま
ず
自
分
自
身
の
将
来
に

対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
か
せ
、
将
来
し
て

み
た
い
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
そ
の

イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
英
語
を
関
連
さ
せ
る

こ
と
で
英
語
の
重
要
性
・
必
要
性
を
認
識

さ
せ
、
学
習
意
欲
を
増
大
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。
た
だ
「
英
会
話
力
が
必
要
」「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
重
要
」
と
漠
然

と
押
し
付
け
ら
れ
て
も
、
学
生
た
ち
は
納

得
が
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

冬
に
雪
道
で
ふ
ら
ふ
ら
と
自
転
車
に
乗

っ
て
い
る
年
配
者
を
見
る
と
い
か
が
な
も

の
か
と
思
う
が
、
自
転
車
は
一
度
乗
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
一
生
乗
れ
る
。
習
得
し
た

の
で
は
な
く
体
得
し
た
か
ら
で
あ
る
。

習
得
よ
り
も
体
得

よ
く
耳
に
す
る
話
で
、
日
本
人
は
中
学

校
で
３
年
間
、
高
等
学
校
で
３
年
間
、
そ

し
て
学
部
に
も
よ
る
が
大
学
で
２
年
間
く

ら
い
と
、
合
計
で
８
年
以
上
も
英
語
を
学

ん
で
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
英

語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
が

来
年
度
か
ら
は
小
学
校
５
年
生
か
ら
英
語

学
習
が
必
修
科
目
と
し
て
導
入
さ
れ
る
。

前
倒
し
で
３
年
生
か
ら
英
語
学
習
の
時
間

を
設
け
て
い
る
小
学
校
も
少
な
く
な
い
。

こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
以
上
に
「
英
語
が
で

き
る
」「
英
語
が
話
せ
る
」
よ
う
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
質
問
に
対
し
てN

O

と

答
え
る
人
は
圧
倒
的
に
多
い
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
単
に
教
育
の
過
程
の
中
で
習
得
さ
せ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
体
得
さ
せ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
五
感
を
刺
激
し

な
が
ら
学
習
す
る
と
体
得
で
き
る
可
能
性

は
高
く
な
る
。

今
の
時
代
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
だ
け
で
な
く
教
育

の
分
野
に
も
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
英
語
を
体
得
さ
せ
る
た
め

に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
上
手
に
付
き
合
っ

て
い
く
こ
と
も
、
今
後
の
英
語
教
育
に
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
、
そ

し
て
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
英
語

教
員
は
ま
す
ま
す
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
課
題
は
山

積
み
だ
が
、
学
生
の
こ
と
を
考
え
た
解
決

策
を
見
つ
け
て
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い

く
の
が
我
々
の
責
務
で
あ
る
。

W
e
m
ust
becom

e
the
guide

on
the

side,notthesageon
thestage.

（
私
た
ち
教
師
は
知
識
を
提
供
す
る
物
知

り
で
は
な
く
、
学
生
た
ち
が
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
道
し
る
べ
に
な
る
べ
き
で
あ

る
）さ

か
べ
・
と
し
ゆ
き

１
９
６
４
年
東
京
生
ま

れ
。
９０
年
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
フ
ジ
入
社
。
ア
メ

リ
カ
支
店E

N
G
FU
JIA
M
E
R
IC
A
IN
C

配
属
。
道

都
大
学
准
教
授
・
国
際
交
流
室
次
長
な
ど
を
経
て

０８
年
４
月
よ
り
現
職
。
大
学
英
語
教
育
学
会
、
英

米
文
化
学
会
、
日
本
大
学
英
文
学
会
所
属
。
著
書

に『S
p
o
rts
P
a
ra
d
ise
!-E
n
g
lish

th
ro
u
g
h

sports-

』（
南
雲
堂
）
。

写真５：Gail先生の活気ある授業
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外
国
政
府
の
任
命
に
よ
り
、
日
本
人
が

就
任
す
る
名
誉
領
事
。
道
内
に
は
現
在
２０

カ
国
の
名
誉
領
事
館
が
あ
り
、
北
海
道
か

ら
各
国
に
開
か
れ
た
窓
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
ど
ん
な
人
が
名
誉
領
事

に
な
っ
て
い
る
の
？

名
誉
領
事
館
っ
て

何
を
す
る
と
こ
ろ
？

素
朴
な
疑
問
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
今
号
よ
り
道
内
の
名
誉

領
事
館
を
一
つ
ず
つ
訪
ね
、
名
誉
領
事
の

横
顔
を
紹
介
す
る
。
第
１
回
目
は
在
札
幌

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
名
誉
領
事
館
。

【
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
出
版
部
長
・
山
田
寿
彦
】

一
般
的
に
名
誉
領
事
は
そ
の
地
方
の
名

士
や
有
力
経
済
人
が
就
任
す
る
。
現
在
の

在
札
幌
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
名
誉
領
事
は
３
代

目
の
横
山
清
・
ア
ー
ク
ス
社
長
（
７４
）。

就
任
し
て
１５
年
が
た
つ
。

ア
ー
ク
ス
は
「
ラ
ル
ズ
」
の
店
名
で
お

な
じ
み
の
道
内
地
場
ス
ー
パ
ー
の
最
大

手
。
札
幌
東
急
ス
ト
ア
（
現
東
光
ス
ト

ア
）
を
昨
年
完
全
子
会
社
化
し
、
グ
ル
ー

プ
全
体
の
年
間
売
上
高
は
３
０
０
０
億

円
を
超
え
た
。

縁
遠
か
っ
た
国

横
山
さ
ん
に
名
誉
領
事
就
任
の
話
を
持

ち
込
ん
で
き
た
の
は
、
北
海
道
大
学
の
１

年
先
輩
に
当
た
る
井
口
光
雄
さ
ん
（
現
北

海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
会
長
）
だ
。「
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
？
ど
こ
に
あ
る
国
か
」
と
思

っ
た
ほ
ど
、
横
山
さ
ん
に
は
縁
も
ゆ
か
り

も
な
か
っ
た
。

北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
会
長
を
務

め
て
い
た
武
井
正
直
・
北
洋
銀
行
頭
取

（
当
時
）
に
相
談
す
る
と
、
開
口
一
番

「
い
い
国
だ
ぞ
、
引
き
受
け
な
さ
い
よ
」。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
旅
行
を
し
た
時
に
落
と
し

た
財
布
が
翌
日
ち
ゃ
ん
と
届
い
た
、
中
身

は
１
円
た
り
と
も
な
く
な
っ
て
い
な
か
っ

た
、
と
い
う
思
い
出
話
を
武
井
さ
ん
は
披

露
し
、「
モ
ラ
ル
の
高
い
国
で
、
日
本
の

一
番
い
い
こ
ろ
の
時
代
が
保
た
れ
て
い

る
」
と
絶
賛
し
た
。

当
時
の
横
山
さ
ん
に
と
っ
て
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
は
、
知
人
は
い
な
い
、
行
っ
た
こ
と

は
な
い
、
商
売
上
の
取
引
も
な
い
、
の
な

い
な
い
尽
く
し
。
こ
れ
で
は
ま
ず
か
ろ
う

と
、
就
任
直
前
の
９５
年
８
月
、
一
人
で
初

め
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
旅
行
し
た
。
ラ
ッ

プ
ラ
ン
ド
州
の
知
事
に
会
っ
た
り
、
白
夜

を
初
め
て
体
験
し
た
り
。
以
来
、
２
〜
３

年
に
一
度
は
旅
し
て
い
る
。

知
る
ほ
ど
に
大
好
き
に

気
取
ら
な
い
、
素
朴
な
国
民
性
。
個
々

の
人
々
の
精
神
的
、
人
間
的
な
強
さ
…

…
。
旧
ソ
連
の
崩
壊
で
経
済
が
悪
化
し
て

い
た
時
も
、
人
々
は
質
素
に
、
し
か
し
一

生
懸
命
暮
ら
し
て
い
た
。
風
景
は
森
と
湖

ば
か
り
で
、
ポ
プ
ラ
や
シ
ラ
カ
バ
も
あ
っ

て
北
海
道
と
ど
こ
か
似
て
い
る
。
友
人
が

増
え
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
「
い
い
国
だ
な

あ
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
あ
ん
た
は

半
分
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
だ
ろ
う
」
と
か
ら

か
う
関
係
の
井
口
さ
ん
が
こ
の
国
に
ほ
れ

込
む
気
持
ち
が
理
解
で
き
た
。

ス
ー
パ
ー
の
事
業
で
、
バ
ル
ト
海
で
養

殖
さ
れ
た
サ
ケ
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
輸

入
し
た
こ
と
が
あ
る
。
取
引
相
手
と
し
て

「
誠
実
で
お
っ
と
り
、
が
つ
が
つ
し
て
い

な
い
」
と
い
う
印
象
が
残
っ
て
い
る
。
新

任
の
大
使
が
就
任
挨
拶
に
持
参
し
た
お
土

産
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
民
族
楽
器
・
カ
ン

テ
レ
の
Ｃ
Ｄ
や
本
だ
っ
た
り
す
る
。
人
の

心
を
す
っ
と
つ
か
む
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
流
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
に
も
心
地

良
さ
を
感
じ
る
。

北
海
道
と
の
関
係
を
今
後
ど
う
展
望
す

る
か
。
大
学
間
の
姉
妹
提
携
の
動
き
も
あ

り
、
留
学
生
の
行
き
来
は
増
え
て
い
る
。

道
内
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
は
芸
術
系
、

医
学
系
の
留
学
が
多
い
。
留
学
先
の
選
択

肢
と
し
て
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
面
白
い
」

と
今
後
の
広
が
り
を
期
待
す
る
。

貿
易
の
拡
大
は
輸
送
コ
ス
ト
が
か
か

シ
リ
ー
ズ
・
名
誉
領
事
に
聞
く
�

在
札
幌
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
名
誉
領
事

横
山

清
さ
ん

私
を
励
ま
し
て
く
れ
る
国
で
す
。
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り
、
簡
単
で
は
な
い
が
、「
北
海
か
ら
砕

氷
船
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
入
っ
て
く
る
よ

う
な
航
路
が
開
か
れ
、
そ
こ
に
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
が
入
っ
て
く
る
と
、
い
ろ
ん
な
可
能

性
が
も
っ
と
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
」
と
も
思
う
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
学
べ

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
経
営
者
と
し
て

本
州
の
大
手
企
業
と
競
い
、
闘
う
日
々

だ
。
人
口
５
３
０
万
人
の
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
が
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
堅
実
な
地
位
を

築
い
て
い
る
こ
と
に
励
ま
さ
れ
る
。

「
名
誉
領
事
を
引
き
受
け
た
時
、
私
の

会
社
の
年
間
売
り
上
げ
は
今
の
３
分
の
１

だ
っ
た
。
３
０
０
０
億
円
を
超
え
る
と

こ
ろ
に
や
っ
と
き
た
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

に
は
例
え
ば
ソ
コ
ス
の
よ
う
な
年
商

５
０
０
０
億
円
以
上
の
流
通
企
業
が
二

つ
も
あ
る
。
北
海
道
独
立
論
が
あ
る
よ
う

に
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
学
ぼ
う
、地
場
の
企

業
は
も
っ
と
頑
張
れ
る
、と
思
い
ま
す
ね
」

よ
こ
や
ま
・
き
よ
し

１
９
３
５
年
芦
別
市
生

ま
れ
。
北
海
道
大
学
水
産
学
部
卒
。
６１
年
、
大
丸

ス
ー
パ
ー
入
社
。
８５
年
、
同
代
表
取
締
役
社
長
。

８９
年
、
合
併
に
よ
り
ラ
ル
ズ
代
表
取
締
役
社
長
。

２
０
０
２
年
、
企
業
統
合
に
よ
り
ア
ー
ク
ス
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
。
北
海
道
経
済
連
合
会
副
会

長
（
９８
年
〜
）。
社
団
法
人
日
本
セ
ル
フ
サ
ー
ビ

ス
協
会
会
長
（
０９
年
〜
）。
受
賞
（
章
）
歴
に
札

幌
市
経
済
産
業
功
労
賞
（
０５
年
）、
藍
綬
褒
章

（
０７
年
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
獅
子
勲
章
（
０７

年
）
な
ど
。
著
書
に
「
好
況
は
自
分
の
手
で
つ
く

る
」（
東
洋
経
済
新
報
社
）。

在
札
幌
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

共
和
国
名
誉
領
事
館

ア
ラ
カ
ル
ト

【
所
在
地
】

〒
０
６
４－

８
６
１
０

札
幌
市
中
央
区
南
１３
条
西
１１
丁
目
２
の
３２

（
株
）
ア
ー
ク
ス
内

�
０
１
１
・
５
３
０
・
６
０
１
２

【
歴
代
名
誉
領
事
】

初
代

松
坂
有
佑
氏
（
１
９
７
３
〜
７９
年
）

２
代
目

中
野
正
彦
氏
（
７９
〜
９５
年
）

３
代
目

横
山

清
氏
（
９５
年
９
月
〜
）

【
査
証
・
在
住
許
可
証
（
ビ
ザ
）
発
行
実
績
】

２
０
０
３
〜
０８
年
は
年
間
１４
〜
１８
件
で
推

移
。
０９
年
は
２１
件
。
渡
航
目
的
は
オ
ウ
ル
大

学
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
、
タ
ン
ペ
レ
工
業
大

学
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
へ
の
留

学
、
研
究
。
ほ
か
に
商
用
な
ど
。

【
他
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
名
誉
領
事
館
所
在
地
】

大
阪
市
（
総
領
事
館
）、
北
九
州
市
、
名
古

屋
市
、
長
野
市

【
誕
生
ま
で
】

日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万
博
、

１
９
７
０
年
３
〜
９
月
）
に
北
欧
５
カ
国

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）
は

共
同
で
「
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
ス
カ
ン
ジ
ナ

ビ
ア
館
を
出
展
し
た
。

万
博
終
了
後
、
同
館
を
払
い
下
げ
て
も
ら

い
、
札
幌
に
移
設
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
起

き
た
。
払
い
下
げ
の
お
願
い
に
各
国
大
使
館

を
回
っ
た
の
が
当
時
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
映
画
社
の
映

像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
現
北
海
道
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
協
会
会
長
の
井
口
光
雄
さ
ん
（
７５
）

だ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使

か
ら
「
札
幌
に
名
誉
領
事
館
を
作
り
た
い
」

と
人
選
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
館
の
払
い
下
げ
交
渉
は

ば
ん
な
ぐ
ろ

成
立
し
、
石
狩
町
（
現
石
狩
市
）
花
畔
に
移

設
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
２
億
円
の
資
金
を
提

供
し
た
の
が
不
動
産
会
社
を
経
営
し
て
い
た

松
坂
有
佑
氏
。
松
坂
氏
は
初
代
名
誉
領
事
に

就
任
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
名
誉
領
事
館
は
札
幌
が
大

阪
に
次
い
で
国
内
２
番
目
の
開
設
だ
っ
た
。

井
口
さ
ん
は
振
り
返
る
。「
堂
垣
内
知
事
が
推

進
し
た
北
方
圏
構
想
と
冬
季
五
輪
の
誘
致
成

功
で
札
幌
は
脚
光
を
浴
び
て
い
た
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
人
に
聞
け
ば
東
京
の
次
に
有
名
な
都

市
が
札
幌
で
し
た
」

２
代
目
名
誉
領
事
の
中
野
正
彦
氏
は
北
海

道
林
務
部
長
を
務
め
た
道
庁
Ｏ
Ｂ
。

【
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
】

名
誉
領
事
館
の
付
属
施
設
と
し
て
９６
年
、

札
幌
・
狸
小
路
２
丁
目
の
ラ
ル
ズ
プ
ラ
ザ
８

階
に
開
設
さ
れ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史

や
文
化
、
魅
力
を
楽
し
み
な
が
ら
早
分
か
り

す
る
の
に
う
っ
て
つ
け
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
（
左

写
真
）。

政
府
観
光
局
な
ど
が
作
製
し
た
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
紹
介
ビ
デ
オ
が
８
本
。「
水
と
光
と
緑

―
森
と
湖
の
路
」「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ヘ
ル
シ

ン
キ
」「
冬
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
パ
ラ
ダ
イ

ス
」「
氷
の
上
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
な
ど
を

自
由
に
観
賞
で
き
る
。
名
誉
領
事
館
と
直
結

の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
も
あ
る
。

横
山
名
誉
領
事
・
思
い
出
の
１
枚

ヘ
ル
シ
ン
キ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
ソ
コ

ス
」
の
前
で
妻
久
子
さ
ん
、
長
女
貴
久
恵
さ
ん
と

＝

１
９
９
６
年
７
月
２２
日
撮
影
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フ
ィ
リ
ピ
ン
耳
の
里
親
会
（
注
）
は
、

聴
覚
を
活
用
し
た
就
学
前
教
育
の
普
及
に

焦
点
を
当
て
た
活
動
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
展ろう

開
し
て
き
ま
し
た
。
幼
稚
部
を
備
え
る
聾

学
校
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
あ
り
ま
す
が
、

乳
幼
児
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
学
校
は
数
校

し
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
早
期
発
見
に

続
く
早
期
教
育
（
療
育
）
の
普
及
を
目
的

に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
札
幌
と

共
同
で
進
め
て
い
る
「
聴
覚
障
害
教
育
に

お
け
る
聴
覚
を
活
用
し
た
教
育
実
施
体

制
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て

今
年
１
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
市
で
開

い
た
セ
ミ
ナ
ー
の
意
義
と
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
、
今
後
の
課
題
を
報
告
し
ま
す
。

３
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
０７
年
１２
月
、
３
年
計

画
で
始
ま
り
ま
し
た
。
０８
年
１
月
に
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
中
部
の
イ
ロ
イ
ロ
市
で
教
育
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
。
０９
年
４
月
に
は
早
期
教

育
の
担
当
教
員
３
名
を
マ
ニ
ラ
市
、
イ
ロ

イ
ロ
市
、
セ
ブ
市
か
ら
北
海
道
に
招
き
、

専
門
研
修
を
２
カ
月
間
行
い
ま
し
た
。

今
年
１
月
、
セ
ブ
市
で
教
育
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
中
泉
が
現
地
を
３

回
訪
問
し
、
耳
鼻
科
医
師
と
の
連
携
促
進

や
、
事
業
進
捗
の
た
め
の
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
セ
ブ
市
で
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
当
会
が
支
援
す
る
私
立
サ
ン
・
マ
ル

チ
ン
・
デ
・
ポ
レ
ス
聾
学
校
で
早
期
教
育

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
セ
ブ
市
教
育
委

員
会
や
市
内
の
耳
鼻
科
医
師
、
学
校
教
職

員
、
保
護
者
、
学
校
関
係
者
を
対
象
に
次

の
目
的
で
行
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
４
つ
の
目
的

①
早
期
教
育
の
効
果
や
必
要
性
の
啓
発

②
早
期
教
育
担
当
者
（
教
員
）
の
専
門

性
を
高
め
る

③
聴
力
検
査
室
と
検
査
機
器
の
設
置

④
耳
鼻
科
医
師
と
学
校
の
連
携
強
化

セ
ミ
ナ
ー
初
日
は
、
幼
稚
部
を
担
当
し

昨
年
の
道
内
研
修
に
も
参
加
し
た
タ
ラ
タ

ヨ
先
生
の
授
業
研
究
の
ほ
か
、
新
設
さ
れ

た
聴
力
検
査
室
や
検
査
機
器
を
参
加
者
に

公
開
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
３
名
の
耳
鼻
科

医
師
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
域
と
セ
ブ
市
内
に

お
け
る
聴
覚
障
害
発
見
に
関
す
る
最
新
情

報
を
報
告
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
セ
ブ
市
教
育
委
員
会
特
殊

教
育
課
主
事
が
早
期
教
育
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
現
地
オ
ー
ジ
オ
ロ
ジ
ス
ト
に
よ
る
補

聴
器
な
ど
の
聴
覚
活
用
に
関
す
る
最
新
情

報
の
講
演
会
も
開
き
ま
し
た
。
聾
学
校
教

員
で
も
あ
る
中
泉
が
「
早
期
教
育
の
効

果
」、
里
親
会
の
沖
野
副
会
長
が
「
家
庭

教
育
の
重
要
性
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講

演
。
３
日
目
は
初
日
の
授
業
研
究
の
反
省

会
と
、
各
支
援
聾
学
校
の
早
期
教
育
と
耳

鼻
科
医
と
の
連
携
に
つ
い
て
の
活
動
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

進
む
耳
鼻
科
医
と
の
連
携

現
在
、
当
会
は
５
校
の
聾
学
校
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
早
期
教
育
で
は
マ
ニ
ラ
市

聴
覚
障
害
児
教
育
の
体
制
作
り
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
支
援

―
―
そ
の
成
果
と
課
題

フ
ィ
リ
ピ
ン
耳
の
里
親
会
理
事
長
（
北
海
道
旭
川
聾
学
校
教
諭
）

中
泉

貢
一

マルチネス耳鼻科医師（左）と中泉理事長（右）

タラタヨ先生の幼稚部での授業
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と
ダ
バ
オ
市
の
聾
学
校
が
耳
鼻
科
医
な
ど

と
の
連
携
を
進
め
て
お
り
、
同
時
に
年
齢

の
低
い
乳
幼
児
の
受
け
入
れ
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
焦
点
を
当
て
た
イ
ロ

イ
ロ
市
の
場
合
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た

教
育
長
が
早
期
教
育
の
効
果
を
理
解
し
、

専
用
の
教
室
（
部
屋
）
の
建
築
に
着
手
し

て
お
り
、
新
学
期
ま
で
に
完
成
の
予
定
で

す
。
同
時
に
専
任
者
の
１
名
配
置
も
決
ま

っ
て
お
り
、
現
実
的
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
イ
ロ
イ
ロ
市
で
は
耳
鼻
科
医
と

の
連
携
も
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
新
生

児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
検
査
機
器
が

病
院
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
医
療
サ
イ
ド

の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

必
要
な
貧
困
層
へ
の
支
援

セ
ブ
市
に
は
早
期
教
育
を
手
が
け
る
教

育
機
関
が
１
校
あ
り
、
障
害
が
早
期
発
見

さ
れ
た
子
ど
も
は
そ
の
学
校
を
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
授
業
料
が
高
い

こ
と
か
ら
通
い
続
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児
も

お
り
、
貧
困
層
の
子
ど
も
の
受
け
皿
と
し

て
、
当
会
が
支
援
す
る
サ
ン
・
マ
ル
チ
ン

・
デ
・
ポ
レ
ス
聾
学
校
で
早
期
教
育
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
は
市
民
に
と
っ
て
も
福
音

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
、
市
内
の
耳

鼻
科
医
師
に
当
会
の
存
在
と
早
期
教
育
が

可
能
な
体
制
が
整
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
授
業
料
に
困
る
貧

困
家
庭
の
場
合
、
当
会
の
里
親
制
度
を
併

用
し
な
が
ら
教
育
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
周
知
で
き
ま
し
た
。

早
期
教
育
、
特
に
乳
幼
児
の
教
育
（
療

育
）
に
関
し
て
は
、
母
親
な
ど
の
養
育
者

の
参
加
が
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
場
合
、
貧
困
か
ら
母
親
も
働
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
庭
が
多
く
、
母
親

が
教
育
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
に
里
親
制
度
に
よ
る
奨
学
金
の
活
用
が

不
可
欠
で
す
。
さ
ら
に
、
補
聴
器
の
寄
贈

や
教
育
費
を
創
出
す
る
た
め
の
支
援
も
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

望
ま
れ
る
支
援
の
継
続

早
期
教
育
の
普
及
に
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
専
任
の
担
当
者
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
力
と
乳
幼
児
を
扱
え
る
幅
広
い
指
導
力

が
要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

継
続
的
指
導
が
必
要
で
あ
り
、
医
療
機
関

と
の
連
携
に
つ
い
て
日
本
の
先
行
経
験
を

情
報
提
供
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
役
割

と
感
じ
て
い
ま
す
。

教
育
は
短
期
間
に
成
果
が
現
れ
に
く

く
、
支
援
は
長
期
に
継
続
す
る
こ
と
が
肝

要
と
考
え
ま
す
。
現
在
ま
で
の
活
動
の
成

果
と
残
さ
れ
て
い
る
課
題
を
受
け
、
今
後

具
体
的
で
か
つ
効
果
的
な
支
援
に
つ
い

て
、
現
地
の
情
勢
を
的
確
に
分
析
し
な
が

ら
計
画
し
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
注
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
耳
の
里
親
会

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
聾
教
育
向
上
に
協
力
援

助
す
る
こ
と
を
目
的
に
旭
川
市
と
札
幌
市

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
関
係
者
、
聾
学
校
関

係
者
、
聾
児
を
持
つ
親
、
耳
鼻
科
専
門
医

ら
を
世
話
人
と
し
て
９２
年
６
月
に
設
立
さ

れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は

http
://hom

epage2.nifty.com
/jefp/in-

dex.htm
l.

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
聴
覚
障
害
児
対
策

新
生
児
の
耳
に
障
害
が
あ
り
、
聞
こ
え
が

悪
い
と
言
葉
を
覚
え
ら
れ
な
い
た
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
の
獲
得
、
就
学
後

の
学
習
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
貧
困
が
原
因
で
胎
生
風
疹
の
予
防

接
種
が
普
及
し
て
お
ら
ず
、
中
耳
炎
な
ど
も

治
療
さ
れ
な
い
た
め
、
聴
覚
障
害
の
出
現
率

が
日
本
の
５
倍
近
く
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
早
期
発
見
と
そ
れ
に
続
く
早
期
教
育
は

遅
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
新
生
児
の
聴
力
検
査
機
器
を
備

え
る
病
院
が
こ
の
数
年
増
え
、
出
産
の
際
に

産
科
の
医
師
な
ど
が
聴
力
検
査
の
存
在
や
有

効
性
の
説
明
義
務
を
負
う
法
案
が
昨
年
成

立
。
聴
覚
障
害
児
の
早
期
発
見
が
急
速
に
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
発
見
後
の
受
け
皿
と
な
る
教
育
（
療

育
）
の
対
応
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

聾
学
校
で
は
児
童
・
生
徒
用
の
教
室
だ
け

で
は
な
く
、
保
護
者
が
乳
幼
児
と
遊
び
な
が

ら
相
談
や
支
援
を
受
け
ら
れ
る
部
屋
や
ス
ペ

ー
ス
が
必
要
だ
。
乳
幼
児
の
聴
力
検
査
が
で

き
る
施
設
や
設
備
の
整
備
、
早
期
教
育
を
担

当
す
る
専
任
者
の
養
成
と
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
も
急
が
れ
る
。

日
本
で
は
１０
年
ほ
ど
前
か
ら
新
生
児
聴
覚

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
い
う
障
害
の
発
見

を
目
的
に
し
た
聴
力
検
査
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
生
後
６
カ
月
で
聴
覚
障
害
の
診

断
が
可
能
に
な
り
、
早
期
発
見
に
続
く
早
期

教
育
が
浸
透
し
て
い
る
。

セミナー参加者
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フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ロ
イ
ロ
市
で
０８
年
に

行
わ
れ
た
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
耳
の
里
親
会
」

の
現
地
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
通
訳
と
し
て
携
り

ま
し
た
。
聴
覚
障
害
児
教
育
の
現
場
も
フ

ィ
リ
ピ
ン
も
里
親
会
の
方
と
の
対
面
も
初

め
て
尽
く
し
。
緊
張
し
て
い
た
こ
と
を
記

憶
し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
の
大
き
な

収
穫
は
、
里
親
会
の
地
に
足
を
着
け
た
活

動
を
知
り
、
熱
意
や
真
心
に
心
を
揺
り
動

か
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

２
０
１
０
年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
間
も

な
い
１
月
４
日
に
日
本
を
出
発
し
、
セ
ブ

市
で
行
わ
れ
た
現
地
セ
ミ
ナ
ー
に
再
び
参

加
し
ま
し
た
。
会
の
方
と
も
か
な
り
打
ち

解
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
前
回
よ
り
気

持
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
参
加
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
で
経
験
、
発
見
し
た
こ

と
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
食
事
に
つ
い
て

﹇
基
本
編
﹈

フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
は
日
本
人
の
口
に
比

較
的
合
う
も
の
が
多
く
、
ご
飯
に
好
き
な

お
か
ず
を
よ
そ
っ
て
自
分
好
み
の
ワ
ン
プ

レ
ー
ト
を
作
れ
ま
す
。
味
付
け
は
、
ほ
と

ん
ど
辛
味
は
な
く
、
少
し
甘
め
が
基
本

（
写
真
１
）。
お
か
ず
は
肉
が
少
し
多
い
気

が
し
ま
す
が
、
野
菜
や
魚
も
あ
る
の
で
、

日
本
と
正
反
対
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
驚
き
①
﹈

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
午
前
１０
時
と
午
後
３

時
に
「
メ
リ
エ
ン
ダ
」
と
い
う
お
や
つ
の

時
間
が
あ
り
ま
す
。「
た
だ
の
お
や
つ
」
と

思
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

メ
リ
エ
ン
ダ
は
ほ
と
ん
ど
主
食
に
近
い
内

容
な
の
で
す
（
写
真
２
）。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
者
が
熱
弁
を

ふ
る
っ
て
い
る
最
中
で
も
、
メ
リ
エ
ン
ダ

の
時
間
に
な
る
と
ウ
エ
ー
タ
ー
が
参
加
者

の
前
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
ら
焼
き
そ
ば
が

載
っ
た
お
皿
を
ど
ん
ど
ん
置
い
て
い
き
ま

す
。
ホ
テ
ル
で
の
朝
食
か
ら
数
時
間
し
か

た
っ
て
い
な
い
日
本
人
参
加
者
は
ほ
と
ん

ど
手
を
つ
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
参
加
者
は
ス

ピ
ー
カ
ー
の
話
を
真
剣
に
聞
い
た
顔
を
し

な
が
ら
メ
リ
エ
ン
ダ
へ
手
を
伸
ば
し
、
す

べ
て
平
ら
げ
ま
し
た
。
そ
の
２
時
間
後
の

ラ
ン
チ
も
し
っ
か
り
取
る
の
で
す
。
中
泉

理
事
長
に
よ
る
と
、
メ
リ
エ
ン
ダ
の
内
容

を
貧
弱
に
す
る
と
、
セ
ミ
ナ
ー
の
評
価
を

大
き
く
左
右
す
る
と
か
。

﹇
驚
き
②
﹈

今
回
初
め
て
口
に
し
た
も
の
に
「
レ
チ

ョ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
子
豚
の
丸
焼
き
の

こ
と
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
結
婚
式
や
お

祝
い
事
に
必
ず
出
て
く
る
料
理
で
す
（
写

真
３
）。
子
豚
の
姿
に
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
が
、「
特
別
な
時
の
ご
ち
そ
う
」
と
聞

い
た
か
ら
に
は
試
さ
な
い
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
パ
リ
パ
リ
に
焼
か
れ
た
皮
と
、

詰
め
物
が
さ
れ
た
肉
を
皿
に
盛
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
実
際
に
食
べ
て
み
る
と
、
肉

は
や
は
り
（
�
）
新
鮮
な
の
で
と
っ
て
も

ジ
ュ
ー
シ
ー
。
皮
も
香
ば
し
く
美
味
で
し

た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
見
聞
記
―「
フ
ィ
リ
ピ
ン
耳
の
里
親
会
」の

活
動
の
現
場
か
ら

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
国
際
協
力
部

松
居

慶
子

写真２：サンドイッチに焼きそば。これでもおやつ�

写真１：お米と好みのおかずをお皿にのせて
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○
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
踊
り
好
き
？

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
は
踊
り
が
好
き
で

す
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
伝
統
的
な
踊
り
か

ら
ラ
テ
ン
の
踊
り
ま
で
多
種
多
様
な
踊
り

を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真
４
）。

今
回
最
も
驚
い
た
の
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の

短
い
休
憩
時
間
に
「
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン

グ
」
の
名
の
も
と
、
参
加
者
全
員
が
踊
る

こ
と
で
し
た
。
耳
鼻
科
医
や
役
所
関
係
の

方
が
お
堅
い
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
い
た
の
に
、

休
憩
時
間
に
な
る
と
、
運
営
担
当
の
聾
学

校
の
教
師
が
会
場
前
方
に
登
場
。
ビ
ー
ト

が
効
い
た
音
楽
が
流
れ
、
全
員
で
踊
り
ま

す
。
周
り
を
見
渡
す
と
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
て
い
る
教
師
は
も
ち
ろ
ん
、
校
長
な

ど
の
役
職
者
、
聾
の
子
ど
も
や
、
そ
の
両

親
も
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
踊
る
の
で
す
。

私
も
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
（
写
真
５
）。

こ
れ
が
当
た
り
前
で
は
な
く
、
セ
ブ
の

学
校
の
先
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
で
行
わ
れ

た
の
で
す
が
、
突
然
の
踊
り
を
受
け
入
れ

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
器
を
感
じ
ま
し
た
。

○
ボ
ホ
ー
ル
島
観
光

観
光
の
日
が
１
日
あ
り
、
セ
ブ
市
か
ら

高
速
船
で
１
時
間
半
ほ
ど
移
動
し
て
ビ
サ

ヤ
諸
島
の
中
央
に
位
置
す
る
ボ
ホ
ー
ル
島

に
行
き
ま
し
た
。
円
錐
形
の
小
丘
群
が
広

が
る
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ヒ
ル
」、
世
界
最

小
の
メ
ガ
ネ
猿
�
タ
ー
シ
ャ
�
の
生
息
地

で
知
ら
れ
ま
す
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ヒ
ル
は
、
高
さ
３０
〜
５０

㍍
の
円
錐
形
の
丘
が
１
０
０
０
個
以
上

も
並
ぶ
、
見
る
も
不
思
議
な
景
勝
地
で
す

（
写
真
６
）。
名
前
の
由
来
は
、
乾
季
に
丘

を
覆
う
草
が
緑
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ブ
ラ

ウ
ン
に
変
色
す
る
こ
と
に
あ
る
そ
う
で

す
。
階
段
を
し
ば
ら
く
上
る
と
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
ヒ
ル
を
ぐ
る
り
と
見
渡
せ
る
展
望

台
に
着
き
ま
す
。
高
原
な
の
で
南
国
と
は

思
え
な
い
爽
や
か
な
空
気
に
触
れ
ら
れ
ま

す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
暑
さ
に
疲
れ
た
時
に

癒
し
を
感
じ
ら
れ
る
観
光
地
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

ボ
ホ
ー
ル
島
で
も
う
一
つ
有
名
な
「
タ

ー
シ
ャ
」（
写
真
７
）。
手
乗
り
猿
と
言
わ

れ
、
体
重
１
０
０
㌘
で
本
当
に
か
わ
い

い
の
で
す
が
、
乱
獲
さ
れ
、
保
護
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
見
の
価
値

は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
資
源
と
し
て
は
も

う
少
し
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
島
に
は
美
し
い
ビ
ー
チ
も

あ
り
、
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

○
最
後
に

今
回
、
心
の
底
で
感
動
を
覚
え
た
の
は

里
親
と
里
子
の
交
流
で
し
た
。
里
親
会
は

１
人
の
子
ど
も
に
年
間
３
万
６
０
０
０

円
の
奨
学
金
を
送
り
、
就
学
を
援
助
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
想
像
を
超
え
た
家
族

の
よ
う
な
繋
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

里
子
を
親
身
に
な
っ
て
心
配
す
る
里
親

の
姿
と
、
里
親
の
愛
情
に
涙
す
る
子
ど
も

の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
涙
を
禁
じ
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
里
親
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
に
心
と
心
が
繋
が
る

交
流
や
支
援
を
側
面
か
ら
で
も
応
援
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど

も
た
ち
が
会
の
方
の
真
心
を
感
じ
な
が
ら

聴
覚
障
害
を
乗
り
越
え
、
幸
せ
を
つ
か
む

姿
を
楽
し
み
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真７：握りこぶし大の世
界最小の猿「ター
シャ」

写真４：セブ島の有名なお祭り「シヌログ」
の踊りを披露する子どもたち

写真５：セミナーの休憩中に踊る聾学校の教
員たち

写真３：子豚の丸焼き。哀れな
子豚の姿が

写真６：円錐形の丘が無数に広がるチョコレートヒル
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今年は「韓国併合」、つまり日本が朝鮮を
植民地支配（１９１０年８月２９日～１９４５年８月１５
日）した時から１００年目にあたる。けれども
日本社会の意識は残念ながら極めて低い。近
年、歴史学の世界では欧米の研究に刺激され
て「植民地」が一つのテーマとして取り上げ
られていて、そこから「脱植民地化」という
用語が生まれている。いかにも翻訳用語然と
しているが、わかりやすく言い換えれば「帝
国主義と植民地支配の清算」ということだ。
朝鮮（韓国も含め）関係では、例えば「軍

隊慰安婦」問題の解決などが挙げられるが、
この「脱植民地化」という課題は、実は日本
の政治・社会自体にとって重要な意味があ
り、それにもかかわらず、そうした問題意識
に乏しいのである。それは「戦後民主主義」
の内実の問題であった。
戦後の民主主義国家・日本の出発には“日

本帝国（天皇制軍国主義）の解体とアジア侵
略の清算”という命題があったはずである。
しかし天皇制は象徴天皇制として温存され、
戦前勢力は除去しきれなかった。また日本民
衆は「帝国意識」（植民地統治を支持し正当化
する意識）を解体できず、当然、日本社会は
アジア侵略への総括ができなかったのであ
る。そして米国の反共世界戦略の下、米・日
為政者の思惑により、一応の軍国主義の解体
に止まり、アテガイブチの民主主義制度が導
入された。
ここで非常に重要なことは戦前の総括から

戦後日本の新しい社会の創出にあたって、日
本民衆がその主人公として十分に機能しえな

かったのではないか、という問題である。そ
の結果、日本の「戦後民主主義」は、民主主
義制度は著しく変革されたものの、その根本
である「主権者意識の弱さ」という課題を抱
えることになった、そしてそれが今日まで日
本の政治、社会に大きな影響を与えている、
というのが私の考えである。
こうした戦前政治の改革の不十分性やアジ

アへの戦後処理の未清算は、個別的にはすで
に指摘され批判されているところであるが、
トータル的関連性から認識することはまだ十
分とはいえず、そうした問題を包括するキー
ワードが「脱植民地化」といえる。私なりに
言えば、日本の「脱植民地化」とは“アジア
民衆の共生と重なり合う民主主義の構築”で
はないかと思っているが…
「韓国併合」１００年目にあたって、昨年か

ら日本各地の市民運動では、小規模ながら
様々な取り組みが行われている。今年一年、
どのように問題意識は広がるであろうか？

◇ ◇
【編集部から】日本の国際化にとって「多

文化共生」は大事な柱です。足元の国際化を
おろそかにしないために、林炳澤さんに「在
日」の視座から見つめた日本を今号より論評
していただきます。

「韓国併合」１００年目にあたって

イム・ピョンテク １９４６年、在日韓国人二世とし
て札幌に生まれる。７０年代から民族運動―韓国民主
化、在日同胞の権益擁護―を始め、指紋押捺廃止運
動など、日本の友人たちとも様々な平和、人権運動
に取り組む。現在、「日本の戦後責任を清算するため
行動する北海道の会」共同代表。

ヨ

NPO法人さっぽろ自由学校“遊” 共同代表

林 炳澤

セハニョンアン

こ ん に ち は
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北
海
道
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
と
共
催

（
協
賛
・
財
団
法
人
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流

セ
ン
タ
ー
）。
シ
ュ
ー
ク
ル
ン
ド
さ
ん
は

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
、
東
北
大
学
の
研

究
員
で
専
門
は
移
民
政
策
な
ど
幅
広
い
。

「
排
除
し
な
い
」
と
い
う
国
民
合
意

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
な
ぜ
福
祉
大
国
に
な

り
得
た
の
か
。
通
訳
者
を
介
し
て
の
１
時

間
４０
分
と
い
う
短
い
講
演
の
中
で
、
シ
ュ

ー
ク
ル
ン
ド
さ
ん
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会

の
深
層
に
あ
る
思
想
に
触
れ
た
。
そ
れ
は

「
社
会
か
ら
人
間
を
排
除
し
な
い
」と
い
う

国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
あ
る
。
そ
の
目

的
に
向
か
っ
て
福
祉
、
雇
用
、
教
育
な
ど

の
施
策
が
あ
り
、「
効
率
的
な
官
僚
機
構
」

が
国
民
の
信
頼
を
得
て
行
政
運
営
に
当
た

っ
て
い
る
。
政
府
が
国
民
に
信
頼
さ
れ

ず
、「
社
会
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
る
の
は
自

己
責
任
」
と
い
う
風
潮
の
強
い
日
本
と
の

大
き
な
違
い
が
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
る
。

【
講
演
要
旨
】

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
モ
デ
ル
と
は
社
会
主
義

と
資
本
主
義
の
特
長
を
併
せ
持
つ
社
会
民

主
主
義
だ
。
資
産
の
配
分
に
よ
っ
て
社
会

的
貧
困
と
排
除
を
な
く
す
制
度
で
あ
り
、

旧
ソ
連
型
社
会
主
義
と
は
全
く
違
う
。
こ

の
よ
う
な
体
制
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
の
は
社
民
党
と
労
働
組
合
だ
っ
た
。

社
民
党
は
１
８
８
９
年
に
結
成
さ
れ

た
。
当
時
は
貧
し
く
長
時
間
労
働
が
当
た

り
前
。
人
々
は
連
帯
の
重
要
性
に
気
づ

き
、
６９
の
政
治
団
体
と
労
組
が
社
民
党
結

成
の
基
盤
に
な
っ
た
。
労
働
組
合
は
労
使

間
で
対
話
を
大
事
に
し
て
問
題
解
決
を
導

い
た
。
こ
う
し
た
労
使
関
係
が
福
祉
や
産

業
の
発
展
、
労
働
環
境
の
向
上
に
役
立
っ

た
。
１
８
９
１
年
に
国
民
健
康
保
険
の

枠
組
み
が
で
き
、
１
９
０
１
年
に
労
災

保
険
制
度
が
始
動
。
１
９
１
３
年
に
年

金
制
度
、
翌
年
に
は
失
業
保
険
の
最
初
の

し
く
み
が
生
ま
れ
た
。

「
国
民
の
家
」
と
い
う
思
想

１
９
３
２
年
の
選
挙
で
政
権
を
獲
得

し
た
社
民
党
を
率
い
て
い
た
ペ
ー
ル
・
ア

ル
ビ
ン
・
ハ
ン
ソ
ン
は
「
国
民
の
家
」
と

い
う
思
想
を
打
ち
出
す
。「
国
に
住
む
者
は

み
ん
な
社
会
の
一
員
」
と
い
う
考
え
方

で
、
こ
れ
以
降
、
社
民
党
は
例
外
的
な
時

期
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
政
権
を
担
い
続

け
た
。
０６
年
の
選
挙
で
敗
北
し
た
が
、
勝

利
し
た
中
道
右
派
の
主
張
は
「
社
民
党
の

政
策
を
根
本
的
な
形
で
実
行
す
る
」
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
今
秋
に
大
き
な
選
挙
が

あ
り
、
社
民
党
の
復
活
が
焦
点
だ
。

１
８
５
０
年
代
は
米
国
に
た
く
さ
ん

の
移
民
が
渡
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
つ
の

大
戦
で
多
く
の
難
民
が
押
し
寄
せ
た
。
第

二
次
大
戦
後
は
労
働
力
不
足
に
陥
り
、
イ

タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ト
ル
コ
な
ど
か
ら

多
く
の
移
民
を
招
き
入
れ
た
。
７３
年
の
石

油
シ
ョ
ッ
ク
を
境
に
移
民
は
歓
迎
さ
れ
な

く
な
っ
た
が
、
９４
年
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
か
ら
１０
万
人
以
上
の
亡
命
者
を
受
け
入

れ
た
。
こ
の
人
た
ち
の
経
済
的
自
立
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。

高
い
雇
用
率
と
所
得
分
配
制
度

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
福
祉
は
効
率
的
な
官

僚
機
構
が
支
え
て
い
る
。
子
供
は
社
会
的

な
存
在
と
み
な
さ
れ
、
高
齢
者
に
も
社
会

は
責
任
を
負
う
。
福
祉
を
経
済
的
に
支
え

る
前
提
条
件
は
高
い
雇
用
率
と
所
得
分
配

制
度
に
あ
る
。
伝
統
的
に
貧
富
の
格
差
が

小
さ
く
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
大
事
に
す
る

文
化
を
持
ち
、
戦
争
で
中
立
の
立
場
を
守

っ
た
こ
と
が
国
益
を
守
っ
た
。
学
生
は
ロ

ー
ン
を
受
け
ら
れ
、
非
行
少
年
の
更
生
や

障
害
者
へ
の
援
助
も
整
っ
て
い
る
。

社
会
に
必
要
な
一
体
感

資
本
主
義
社
会
は
経
済
に
左
右
さ
れ
、

人
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
が
置
き
去
り
に

さ
れ
が
ち
だ
。
理
想
的
な
社
会
と
は
社
会

に
一
体
感
が
あ
り
、
力
の
あ
る
人
は
力
の

な
い
人
の
こ
と
を
考
え
る
。
人
を
排
除
せ

ず
、
包
み
込
ん
で
皆
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
排
除
さ
れ
た
人

間
は
自
殺
か
犯
罪
に
向
か
う
。
そ
う
さ
せ

な
い
方
向
に
社
会
が
向
か
う
か
ど
う
か
は

私
た
ち
次
第
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
北
海
道

は
協
力
し
て
学
び
合
っ
て
い
き
た
い
。
私

た
ち
す
べ
て
が
そ
の
よ
う
な
目
標
を
達
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
。

第
８
回
北
方
圏
講
座
●
日
時：

１
月
２９
日
（
金
）
午
後
５
時
か
ら

場
所：

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
エ
ー
デ
ル
ホ
フ
札
幌
（
札
幌
市
中
央
区
）
通
訳
者
・
渡
辺
ま
ど
か
さ
ん

福
祉
大
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
支
え
る
鍵
と
は
？

講

師

エ
レ
ー
ナ
・
デ
ィ
ン
グ
・
シ
ュ
ー
ク
ル
ン
ド
さ
ん
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ジャカルタ

スマトラ島

ジャワ島

インド洋

ボゴール

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
２
０
０
７
年
９
月

か
ら
２
年
間
、
私
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協

力
機
構
）
専
門
家
と
し
て
日
本
の
国
際
協

力
事
業
「
生
物
学
研
究
所
の
標
本
管
理
体

制
及
び
生
物
多
様
性
保
全
（
注
１
）
の
た

め
の
研
究
機
能
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

携
わ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
院
（
Ｌ

Ｉ
Ｐ
Ｉ
）
生
物
学
研
究
所
（
Ｒ
Ｃ
Ｂ
）
と

協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

挙
げ
た
成
果
を
報
告
し
た
い
。

Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
動
物
、
植
物
、
微
生
物
の
３

部
門
か
ら
な
り
、
生
物
学
の
基
礎
研
究
を

担
う
と
と
も
に
、
国
の
生
物
学
研
究
の
方

針
を
立
案
し
、
研
究
活
動
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
評
価
す
る
幅
広
い
役
割
を
持
っ
て
い

る
。
特
に
国
内
外
に
知
ら
れ
て
い
る
の

は
、
そ
の
数
２
０
０
万
点
、
古
い
も
の

は
２
０
０
年
以
上
前
の
も
の
と
い
わ
れ

る
膨
大
な
標
本
類
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
で
は

最
大
、
世
界
で
も
屈
指
の
施
設
で
あ
る
。

「
人
類
の
財
産
」
活
用
を
促
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
①
人
類
の
財
産
で
あ

る
Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
標
本
を
保
管
す
る
だ
け
で
な

く
国
内
外
の
研
究
者
が
利
用
で
き
る
環
境

を
整
え
る
②
新
し
い
建
物
や
施
設
を
フ
ル

活
用
す
る
③
Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
研
究
や
生
物
多
様

性
に
つ
い
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
に
周
知

す
る
―
―
の
三
つ
の
目
的
を
掲
げ
た
。

Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
歴
史
は
１
８
１
７
年
、
当

時
の
宗
主
国
オ
ラ
ン
ダ
が
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

か
ら
６０
㌔
ほ
ど
内
陸
に
あ
る
ボ
ゴ
ー
ル
に

設
立
し
た
植
物
園
（
注
２
）
に
始
ま
り
、

そ
の
後
、
植
物
園
に
併
設
さ
れ
た
植
物
標

本
庫
（H

erbarium
B
ogoriense

）
と
動

物
博
物
館
（M

useum
Zoologicum

B
o-

goriensis

）
の
流
れ
を
く
む
。

ボ
ゴ
ー
ル
植
物
園
は
現
在
、
８７
㌶
の
広

大
な
敷
地
に
世
界
各
地
か
ら
集
め
た
熱
帯

植
物
が
あ
り
、
ボ
ゴ
ー
ル
市
民
の
憩
い
の

場
や
観
光
施
設
に
も
な
っ
て
い
る
。
第
二

次
世
界
大
戦
中
、
東
大
植
物
園
長
を
務
め

た
中
井
猛
之
進
博
士
が
園
長
の
時
代
が
あ

っ
た
。
ジ
ャ
ワ
島
を
当
時
占
領
し
て
い
た

日
本
軍
が
植
物
園
の
樹
木
を
徴
発
し
よ
う

と
し
た
際
、
中
井
園
長
が
軍
の
要
請
を
拒

否
し
て
伐
採
を
や
め
さ
せ
た
逸
話
が
あ

る
。ボ

ゴ
ー
ル
植
物
園
の
巨
木
群
は
見
る
者

を
圧
倒
す
る
。
十
分
な
年
月
を
経
て
成
木

と
な
っ
た
広
葉
樹
の
樹
形
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
日
本
、
そ
し
て
樹
種
の
違
い
が
あ

っ
て
も
同
じ
よ
う
な
姿
に
な
る
も
の
だ
と

思
っ
た
。
広
い
芝
生
に
大
き
な
木
々
が
あ

る
ボ
ゴ
ー
ル
植
物
園
は
、
北
大
植
物
園
に

共
通
す
る
心
地
よ
さ
が
あ
る
。

Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
長
ら
く
こ
の
ボ
ゴ
ー
ル
植
物

園
に
隣
接
し
て
い
た
が
、
近
年
は
建
物
の

老
朽
化
な
ど
に
よ
り
標
本
の
傷
み
が
目
立

ち
、
手
狭
で
も
あ
っ
た
た
め
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
府
は
、
日
本
の
無
償
資
金
協
力
に

よ
り
、
ボ
ゴ
ー
ル
か
ら
２０
㌔
ほ
ど
ジ
ャ
カ

ル
タ
寄
り
の
チ
ビ
ノ
ン
に
移
転
し
た
（
９８

年
に
動
物
棟
、
０７
年
に
植
物
・
微
生
物
棟

が
移
転
）。
新
研
究
所
は
空
調
完
備
の
標

本
庫
や
最
新
の
研
究
施
設
が
導
入
さ
れ
て

世
界
で
も
一
級
の
施
設
と
な
っ
た
。

目
的
達
成
に
向
け
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
本
か
ら
の
長

期
専
門
家
３
人
と
Ｒ
Ｃ
Ｂ
側
の
所
長
ほ
か

５
人
の
研
究
者
か
ら
な
る
チ
ー
ム
が
目
的

達
成
に
必
要
な
仕
組
み
（
標
本
管
理
や
建

物
・
施
設
の
利
用
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
ル
ー
ル
な
ど
）
を
策

定
。
民
間
を
含
む
研
究
機
関
や
関
係
省
庁

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
生
物
多
様
性
保
全
事
業
に
携
わ
っ
て

前
環
境
省
国
立
公
園
課
長

元
ボ
ゴ
ー
ル
駐
在
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家

鍛
治

哲
郎

ボゴール植物園
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を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
た
。

一
般
市
民
、
特
に
地
元
の
中
高
生
を
対

象
に
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
開
催
。
生
物
多

様
性
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
冊
子
な
ど
を

発
行
し
、
Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
研
究
活
動
や
生
物
多

様
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ

た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
や
新
た
に
導

入
し
た
研
究
施
設
の
使
用
お
よ
び
標
本
の

保
管
に
つ
い
て
は
、
日
本
か
ら
の
短
期
専

門
家
（
計
１１
名
）
が
技
術
協
力
し
た
ほ

か
、
Ｒ
Ｃ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
を
日
本
の
大
学
・

研
究
機
関
へ
研
修
に
派
遣
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
先
立
つ
０５
年
に
は
３

回
に
わ
た
り
日
本
の
専
門
家
が
短
期
間
派

遣
さ
れ
、
標
本
の
整
理
・
張
り
替
え
と
梱

包
・
移
送
の
協
力
が
な
さ
れ
た
。

標
本
Ｄ
Ｂ
、世
界
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
に

そ
の
結
果
、
標
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
標
本
写
真
や
地
図
情
報
付
き
の

新
し
い
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
検
索
シ
ス
テ
ム
が
開
発
・
整
備
さ
れ
、

世
界
各
地
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
た
。
膨
大
な
標

本
す
べ
て
の
入
力
に
は
相
当
の
時
間
を
要

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
Ｒ
Ｃ
Ｂ
ス

タ
ッ
フ
が
入
力
作
業
を
続
け
て
い
る
。
標

本
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
建
物
と

施
設
に
あ
わ
せ
て
従
来
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
修
正
し
た
。

過
去
の
援
助
に
助
け
ら
れ
て

Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
は
研
究
や
調
査
目
的
で
日
常

的
に
日
本
の
研
究
者
が
訪
れ
て
い
る
。
そ

の
他
、
日
本
か
ら
は
大
学
生
や
環
境
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
ま
れ
に
小
学
生
や
中
高
年
も
研
修
旅

行
な
ど
で
訪
れ
る
。
日
本
か
ら
の
訪
問
者

に
対
し
て
は
Ｒ
Ｃ
Ｂ
側
と
協
力
し
て
館
内

の
案
内
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
に
当
た

っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
、
ユ
ド
ヨ

ノ
大
統
領
が
開
所
式
に
出
席
。
副
大
統
領

と
関
係
閣
僚
も
視
察
に
訪
れ
た
。
日
本
か

ら
は
若
林
環
境
大
臣
と
秋
篠
宮
ご
夫
妻

が
、
公
務
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
し
た

機
会
に
Ｒ
Ｃ
Ｂ
を
視
察
さ
れ
た
。

Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
は
日
本
で
学
位
を
と
っ
た
研

究
者
が
多
く
、
日
常
会
話
は
日
本
語
が
通

じ
る
が
、
仕
事
の
話
に
な
る
と
、
日
本
語

の
達
人
で
も
英
語
を
使
う
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政

府
開
発
援
助
）
や
留
学
生
の
受
け
入
れ
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
多
大
な
協
力
と
交
流
の

実
績
が
あ
る
日
本
が
、
文
化
や
教
育
の
土

台
を
な
す
言
語
に
お
い
て
存
在
感
が
薄
い

の
は
割
が
合
わ
な
い
思
い
が
し
た
。

語
学
力
不
足
の
私
が
何
と
か
任
務
を
果

た
せ
た
の
は
、
聡
明
で
日
本
に
親
し
み
を

持
つ
人
が
多
い
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
協
力
相
手
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
過
去
に
お
け
る
日
本

の
援
助
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
助
け
ら
れ

た
と
思
っ
て
い
る
。

大
ら
か
な
国
民
性

２
年
間
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ア
パ
ー
ト
か

ら
４０
㌔
離
れ
た
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
車
で
通
っ
た
。

赤
道
直
下
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
年
間
を
通
じ

て
気
温
は
２５
〜
３３
度
く
ら
い
で
、
日
本
の

夏
よ
り
は
す
ご
し
や
す
い
。
夜
は
冷
房
な

し
で
寝
ら
れ
る
か
ら
、
寝
苦
し
い
夜
を

「
熱
帯
夜
」
と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。

ア
パ
ー
ト
の
近
く
に
国
立
競
技
場
が
あ

り
、
休
日
の
朝
は
散
歩
に
行
っ
た
。
体
を

動
か
し
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
。
着
衣
は

ば
ら
ば
ら
。
太
極
拳
や
体
操
、
エ
ア
ロ
ビ

ッ
ク
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

と
に
か
く
楽
し
げ
で
、
心
の
健
康
に
は
よ

さ
そ
う
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
国
民
の
７５
％
が
イ
ス

ラ
ム
教
徒
で
、
世
界
最
大
の
イ
ス
ラ
ム
教

徒
を
有
す
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｂ
で
も
仕
事
よ
り
お

祈
り
の
時
間
が
優
先
さ
れ
た
。
し
か
し
、

他
の
宗
教
へ
の
配
慮
も
な
さ
れ
、
キ
リ
ス

ト
教
、
仏
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
記
念
日
が

公
平
に
国
民
の
祝
日
に
な
っ
て
い
る
。
私

の
在
任
中
に
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ

ロ
が
あ
っ
た
が
、
概
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
異
教
徒
に
寛
容
で
戒

律
も
緩
や
か
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

の
大
ら
か
さ
を
見
て
い
る
と
、
世
界
平
和

も
夢
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。

（
注
１
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
生
物
多
様
性

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
東
西
に
長
く
連
な
る
島
々
か

ら
な
り
、
世
界
第
３
位
の
熱
帯
林
保
有
国
。
国
土

は
サ
ン
ゴ
の
海
か
ら
、
氷
河
を
い
た
だ
く
標
高

５
０
０
０
㍍
の
高
山
に
及
ぶ
。
生
物
種
が
隔
離

さ
れ
て
進
化
し
た
島
々
か
ら
な
る
こ
と
や
、
動
物

地
理
学
上
は
東
洋
区
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
区
に
ま

た
が
る
た
め
生
物
多
様
性
に
富
み
、
世
界
の
陸
地

の
１
・
３
％
の
国
土
に
世
界
の
２０
％
に
相
当
す
る

種
の
野
生
生
物
が
生
息
す
る
と
い
わ
れ
、
固
有
種

の
割
合
が
高
い
。
し
か
し
、
人
口
増
加
や
経
済
発

展
、
森
林
の
伐
採
や
火
災
の
た
め
、
世
界
に
誇
る

生
物
多
様
性
は
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。

（
注
２
）
オ
ラ
ン
ダ
領
時
代
の
名
称
は

「
ボ
イ
テ
ン
ゾ
ル
グ
（
無
憂
）
植
物
園
」。
や

や
高
地
に
あ
り
、
風
土
病
が
少
な
い
こ
と
が
理
由

だ
っ
た
ら
し
い
。

か
じ
・
て
つ
ろ
う

富
山
県
黒
部
市
出
身
、
６０

歳
。
自
然
公
園
財
団
上
高
地
支
部
所
長
。
北
海
道

大
学
農
学
部
卒
。
環
境
省
で
北
海
道
、
中
部
、
九

州
地
区
の
自
然
環
境
事
務
所
長
、
国
立
公
園
課
長

な
ど
を
歴
任
し
昨
年
退
職
。
北
大
在
学
中
は
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
で
活
動
。
好
物
は
山
、
旅
、

北
海
道
、
美
し
い
も
の
す
べ
て
。
夢
は
Ｆ
・
Ｌ
・

ラ
イ
ト
の
作
品
を
巡
る
旅
。

新しくなった生物学研究所植物標本庫

６７ HOPPOKEN ２０１０SPRING VOL．１５１



札
幌
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
中
島
公
園
は
有
名

だ
が
、
帯
広
市
の
中
島
公
園
を
ご
存
じ
の
方
は
少
な

い
。
帯
広
神
社
の
向
か
い
側
に
あ
る
三
角
形
の
小
さ

な
公
園
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
静
岡
県
の
伊
豆
か
ら
明

治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
に
渡
道
し
、
帯
広
開
拓
の

父
と
呼
ば
れ
た
依
田
勉
三
の
銅
像
が
立
っ
て
い
る
。

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
に
公
園
の
敷
地
を
買

い
取
り
、
依
田
の
銅
像
を
立
て
、
市
に
寄
附
し
た
人

物
こ
そ
、
帯
広
商
工
会
の
副
会
頭
を
務
め
て
い
た
実

ぶ

い
ち

業
家
・
中
島
武
市
で
あ
る
。
そ
の
名
に
ち
な
ん
で

「
中
島
公
園
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

武
市
は
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
に
現
在
の
岐

阜
県
本
巣
市
で
生
ま
れ
た
。
父
は
大
垣
藩
主
戸
田
氏

に
仕
え
る
武
士
だ
っ
た
と
い
う
が
、
幼
い
と
き
死
別

し
、母
の
再
婚
先
で
あ
る
中
島
家
の
養
子
と
な
っ
た
。

中
島
家
は
商
家
だ
っ
た
た
め
武
市
も
岐
阜
商
業
学
校

で
っ
ち

を
卒
業
後
、
大
阪
で
呉
服
屋
の
丁
稚
と
な
り
、
次
い

で
名
古
屋
の
株
屋
で
働
き
、
二
十
一
歳
の
と
き
大
志

い
だ

を
懐
い
て
単
身
、北
海
道
へ
渡
っ
た
。

旭
川
で
書
店
勤
務
の
後
、
資
金
を
貯
め
て
帯
広
へ

移
り
、
念
願
の
店
を
持
つ
。
大
正
九
（
一
九
二
〇
）

年
に
開
業
し
た
古
着
店
「
中
島
商
店
」
で
あ
る
。
店

名
を
「
み
つ
わ
屋
」
と
改
め
て
結
婚
し
、
長
男
の
真

一
郎
が
生
ま
れ
た
。
真
一
郎
は
産
婦
人
科
医
と
な
り

札
幌
に
勤
務
す
る
。
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年

に
生
ま
れ
た
長
女
が
北
海
道
を
代
表
す
る
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
中
島
み
ゆ
き
で
あ
る
。
み
ゆ
き

は
父
の
転
勤
に
伴
っ
て
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
を
祖

父
武
市
が
住
む
帯
広
市
で
過
ご
し
た
。

話
を
武
市
に
戻
そ
う
。
武
市
は
帯
広
市
の
商
工
会

副
会
頭
か
ら
十
勝
商
工
会
連
合
会
頭
に
な
り
、
昭
和

十
七
（
一
九
四
二
）
年
に
帯
広
市
議
会
議
員
に
初
当

選
。
戦
後
は
帯
広
市
長
選
挙
に
立
候
補
し
た
が
落
選

し
、
再
び
市
会
議
員
と
な
り
昭
和
三
十
八
（
一
九
六

三
）
年
か
ら
議
長
を
務
め
た
。
偉
人
の
銅
像
を
立
て

る
の
が
道
楽
だ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
五
十
三
（
一
九

七
八
）
年
に
死
去
。
自
身
の
銅
像
も
帯
広
市
の
東
本

願
寺
帯
広
別
院
と
故
郷
の
本
巣
市
に
建
て
ら
れ
た
。

武
市
の
親
戚
に
は
財
界
の
大
物
が
い
る
。
郷
純
造

で
あ
る
。
郷
純
造
は
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
に
岐

阜
県
で
生
ま
れ
た
。
郷
家
は
平
安
時
代
に
多
く
の
学

者
を
輩
出
し
た
大
江
氏
の
子
孫
と
い
わ
れ
、
世
間
が

ご
う

け

江
家
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
郷
と
い
う
苗
字
を
使
い
始
め

た
と
い
う
。
純
造
の
姉
が
武
市
の
母
親
で
、
郷
純
造

と
中
島
武
市
は
叔
父
と
甥
の
関
係
に
あ
る
。

郷
純
造
は
十
九
歳
で
江
戸
に
出
て
武
家
奉
公
を

し
、
経
済
的
才
能
を
認
め
ら
れ
て
明
治
元
（
一
八
六

八
）
年
に
は
新
政
府
の
会
計
局
組
頭
と
な
り
、
主
税

局
長
や
大
蔵
次
官
を
へ
て
男
爵
を
授
け
ら
れ
た
。

そ
の
子
、
誠
之
助
も
財
界
で
大
い
に
活
躍
し
た
。

誠
之
助
は
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
に
東
京
帝
国

大
学
へ
入
学
後
、
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学

へ
留
学
。
西
洋
の
哲
学
や
経
済
学
を
七
年
間
学
び
、

帰
国
し
て
役
人
と
な
っ
た
が
、
す
ぐ
に
実
業
界
へ
身

を
投
じ
た
。
日
本
運
輸
の
社
長
と
な
っ
た
後
、
東
京

株
式
取
引
所
の
理
事
長
に
就
任
。
厚
い
人
望
と
抜
群

の
経
営
手
腕
を
買
わ
れ
、
日
本
郵
船
と
東
洋
汽
船
、

帝
国
製
麻
と
日
本
製
麻
の
合
併
、
十
五
銀
行
や
川
崎

造
船
所
の
会
社
整
理
、
陸
上
運
送
業
の
統
合
、
鉄
鋼

業
の
国
策
化
な
ど
を
手
掛
け
、
日
本
を
代
表
す
る
財

界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。
晩
年
は
貴
族
院
議
員
に
な

り
、
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
に
亡
く
な
っ
た
。

郷
誠
之
助
と
中
島
武
市
は
イ
ト
コ
同
士
で
あ
る
。

第
６０
回

中
島
み
ゆ
き
と
帯
広
市
の
中
島
公
園

岸
本

良
信
（
苗
字
研
究
家
）

き
し
も
と
・
よ
し
の
ぶ

１
９
６
４
年
生
ま
れ
。
苗
字
研
究
家

の
故
丹
羽
基
二
博
士
（
米
オ
リ
エ
ン
タ
ル
大
名
誉
教
授
）
か
ら
系

譜
学
を
学
ぶ
。
著
書
に
「
道
産
子
の
ル
ー
ツ
事
典
」（
中
西
出

版
）。
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ターノフ先生の相談コーナー

【質問】お正月休みにアメリカへ行ってき

ましたが、チップには迷いました。チップ

を渡す場合、ルールのようなものがあるの

ですか？（会社員 ２０代）

【ターノフ先生からの返事】私も日本で暮

らして長いのでチップの出し方について忘

れている部分もあります。チップは北米や

欧州では生活の一部なのですが、レストラ

ンでウェイターに幾らチップを渡したらよ

いのか悩みます。伝票どおりの額だけ払え

ばよい日本の方法に慣れてしまった私には

実にやっかいなことです。

日本にはその煩雑さがなくて楽ですが、

かわりにチップよりも高い額が代金に含ま

れているのではないですか？例えば、宅配

ピザです。それもラージサイズとなるとア

メリカの値段の３倍はします。ピザの配達

人にはチップはいりません。アメリカでは

渡さなければなりませんが、チップ分を足

してもアメリカの宅配ピザは日本より安い

です。

欧米のレストランのウェイターたちの給

料は安いので、チップは彼らの収入に欠か

せないのです。昨年、合衆国国税庁に申告

されただけでアメリカ人はチップに１４０億

㌦を使ったそうですが、もっと多いと思い

ますよ。

それでもテイクアウトのコーヒーショッ

プなど、カウンターにチップ入れの缶が置

いてあるだけの所もあってアメリカでもチ

ップの習慣はすたれつつあるようです。

どんな人がチップを出すか、という調査

によれば神経質な人と外向的な人がチップ

をはずむらしいです。アメリカ人はまさに

この両方で、結果、一番たくさんチップを

払っています。つまり、支配的な人は外向

的なので、その人にしっかりサービスすれ

ば間違いなく大枚のチップが入るでしょ

う。神経質な人というのは、チップを渡す

人ともらう人の立場の違いを悪いと思うの

か、チップをたくさん渡します。チップの

原点はここにあるというんですね。この習

慣は飲酒に由来し、自分だけが飲んで妬み

を買いたくないお客の気持ちから始まった

らしい。つまりウェイターにおごる、とい

うことです。

チップ（TIP）というのはTO INSURE

PROMPTNESS（速くサービスしてもらう

ために）の頭文字ではないかと思うのです

が、議論のあるところでしょう。この困っ

た習慣が、太平洋を越えて日本に入って来

ないことを願います。と同時に宅配ピザの

値段がもう少し安くなればいいなとも思っ

ています。

アメリカに行く人は、レストランのウェ

イターには１５－２０㌫、タクシーには１０－１５

㌫、そして荷物を運ぶポーターには荷物１

個について１㌦か２㌦を基準にされたら良

いと思いますよ。

本名 ハワード・N・ターノフ
北海道医療大学教授（英語、国際比較文化

論）。１９５２年、米国ニューヨーク市生まれ。ニュ
ーヨーク州立バッファロー大学大学院修了。著書
に英語版「札幌ガイドブック」など。

これまでの「Mr．ターノフのちょっと…」
を模様替えして、日米の習慣や考え方のちょっ
とした違いについて答えていただく相談コーナ
ーとして再スタートします。「？」と感じている
ことをお寄せ下さい。ターノフ先生にお聞きし
て掲載します。
質問は、E-mail address：pbl@nrc.or.jp ま

たはファクス０１１‐２２１‐７８４５まで【出版部宛】

〈第１回〉 チップ（Tipping）
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オ ピ ニ オ ン の ひ ろ ば ２

私の住む清田区には札幌国際大学があり、社
会人教養楽部が創設から３年目を迎えようとし
ている。何よりも魅力的なのは、多くの講座を
社会人が大学生と机を並べて勉強できること
だ。「青春とは人生のある期間ではなく、心の持
ち方を云う」とサムエル・ウルマンは云ってい
る。道内の大学ではどこもやっていない試みを
見事に成功させ、地域住民との結びつきもより
強固になった。
ここに参加している私が一番印象に残ってい
る授業は、ポーランドを故国に持つＥ先生の
「芸術の歴史」だった。中世建築史がロマネス
クからバロックに移ってゆく中で、世界遺産に
も登録されている建造物が多く存在するのが北
スペイン「サンティアゴ・デ・コンポステーラ
の巡礼路」と説明された。
先生も訪問したことがなく、何人かの社会人
受講生に「どなたか行かれた方は？」と問いか
けられた。前年に一人旅をしていた私はすかさ
ず手を挙げた。「パソコンを使って映像も交えて
学生に語ってもらえませんか」と頼まれ、翌週
の授業で聖地巡礼の旅を発表した。

７０人ほどの学生たちの感想文が出席簿の代わ
りに提出された。それを読んで驚き、うれしく
思ったのは各地の大聖堂やマリア聖堂等建物の
美しさへの感嘆もさることながら、一人旅を十
分に楽しませてくれるスペイン人のホスピタリ
ティーに関心が集まったことだった。
バル（スペイン風居酒屋）で同席した家族と
目が合って乾杯。その時からアミーゴ（友達）
扱いしてくれる。地元の美味しいものを薦め、
日本のことを聞いてくる。「コンニチハ」の一言
だけだったが、日本語で最初に語りかけてくれ
た。巡礼路を一緒に歩いた女子大生風のステキ
な巡礼者も「コンニチハ」だけは日本語。旅が
一挙に楽しくなった。
後日、学生食堂で雑談した学生たちは、北海
道にもたくさん来ている外国人観光客に「ニイ
ハオ」「アンニョンハセヨ」くらいの挨拶をする
だけでも大変喜んでもらえるのだとよく分かっ
たと私に言った。この時はうれしくてたまらな
かった。私たち道民がこぞってこのようなホス
ピタリティーを持てたら、ステキですね。

スペインで教えられた
ホスピタリティー
奥貫 一之（７０歳）
札幌市、社会福祉法人役員

６００～７００字。郵便、ファクス（０１１・２１１
・７８４５）、メール（pbl@nrc.or.jp）で受け
付けます。住所・氏名・年齢・職業・電話
番号（メールアドレス）を明記。北方圏セ
ンター出版部・北方圏係まで。採用分には
薄謝を進呈します。

投稿規定
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オ ピ ニ オ ン の ひ ろ ば １

私はロータリー財団奨学金で２００１年に１年
間メキシコに留学した関係で在札幌メキシコ名
誉領事館に関わっています。ロータリークラブ
には職業人交換プログラムがあり、奨学生OB
で組織する学友会員として、スウェーデンに職
業人を今年派遣する活動にも関わっています。
メキシコとスウェーデンから学ぶべきところ
は非常に多いと感じます。経済開発協力機構
（OECD）が発表する国民生活満足度による
と、０６年は２５カ国中、メキシコは８位、スウェ
ーデンは９位。日本は２１位です。この差はどこ
にあるのでしょうか。
メキシコは貧富の差が激しく、治安も良いと
はいえません。ただ、国民のメンタリティーが
とても豊かです。新型インフルエンザの発祥の
地はメキシコでしたが、殆ど国民生活に影響し
なかったと聞いています。「悪いことは良いこと
のためにやってくる」という諺があり、物事を
悲観しない感性があります。
スウェーデンの消費税は２５％。しかし、社

会保障として確実に戻ってくる実感がありま
す。教育費は大学まで無料で、所得格差が教育
格差につながりません。
医療、介護、雇用等の社会保障も同様で、社
会の安心形成のために税金が手厚く使われま
す。安心感があると国民は消費を抑える必要が
ないため、内需型経済が強くなります。スウェ
ーデンでは政党が減税を訴えると選挙に勝てな
いといいます。日本ではアメリカ型の競争社会
ばかりが取り上げられますが、日本の中で北方
圏に位置する私たち北海道人は道州制を見据
え、特に違った視点を持っても良いのではない
でしょうか。

バンクーバー五輪の放送を横目で見ながらこ
れを書いている。北海道の選手はもちろん、北
方圏諸国の選手も大活躍している。冬季五輪は
スピード感、スリル感にあふれ、寒さを感じさ
せない。カーリングに手に汗を握り応援してい
る人は日本中に大勢いるに違いない。カーリン
グの普及は、北海道の北方圏交流の一つの成果
と聞いたことがある。交流の成果はスポーツだ
けではないことを忘れてはいけない。
住宅の気密断熱、認知症患者のケア、福祉、
産業クラスター、ライフスタイル、自然環境の
保全、学術研究等々枚挙にいとまがない。しか
し、これで十分か。民主主義の在り方、政治制
度、平等のあり方、産業経済の国際競争力の要
因、教育制度など、地域主権を構築していくた
めに欠かせない基本的な事柄をまだまだ学ぶ必
要があるように思われる。
２０世紀は「物の豊かさ」、２１世紀は「心の豊
かさ」と言われて久しい。現実はどうか。経済
格差は拡大し、心も貧しさだけが見え隠れす
る。日本の各地が北欧に熱い目を向けている。
北海道は北方圏交流の財産を生かし、北欧を中
心とする交流を活性化すべきである。
北海道には歴史がないと言われるが、北方圏
交流があるではないか。その中核の役割を果た
してきた「北方圏センター」は道民が作り上げ
た世界に誇れるブランドである。このブランド
を本当に捨てるのか。そして何処にでもある特
色のない国際交流団体に衣替えするのであろう
か。今こそこのブランド名を最大限に生かし、
北方圏各国に開かれた窓となり、同時に世界各
国との交流に邁進してほしい。そして北海道自
律の大きな原動力になることを期待する。

メキシコとスウェーデン
に学ぶ

「北方圏センター」の
名を捨てるな
墨谷 和則（６１歳）
札幌市、会社役員、北方圏センター個人会員

梶川 裕史（４６歳）
札幌市、社会福祉法人職員
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臨時理事会の報告

北方圏センターの臨時理事会が
１月２７日開かれ、社団法人北太平
洋地域研究センター（NOR-
PAC、南山英雄会長）の解散に伴
う事業承継を承認しました。
２０１１年度をめどに新公益法人へ
の移行を目指す基本方針について
も了承しました。当面の組織拡大
策として、学生会員等の創設や北
方圏交流基金の助成対象事業の拡
大を盛り込んだ定款変更案も確認
されました。５月２０日の２０１０
（平成２２）年度通常総会に提案し
ます。

【NORPACの事業承継～
１０年度から】
NORPACは２月１０日の理事会

・臨時総会で３月３１日で解散する
ことを正式決定。これにより、
NORPACの研究員２人と事務局
職員１人の計３人を北方圏センタ
ーが４月１日付で採用します。北
方圏センターとしては調査研究部
門の充実が図られます。
NORPACは１９８６年、旧社団法

人フレッチャー北海道プログラム
センターとして設立され、９１年に
名称変更しました。米国、カナ
ダ、ロシア、中国、モンゴル、朝
鮮民主主義人民共和国、韓国、日
本の研究機関と協力関係にありま
す。中国・北海道経済交流会議や
北太平洋学術交流会議の開催など
を通して北太平洋地域における社
会科学系分野の調査研究に実績を

持っています。

【新公益法人への移行～１１
年度目標】
道知事認可の公益社団法人化

（公益目的事業比率が全体の５０％
以上であることが条件）を目指し
ます。全面的な定款変更が必要に
なり、組織の名称、目的、事業な
どを検討します。定款変更案は来
年５月の２０１１年度通常総会に諮
り、同６月の移行申請を目指しま
す。

【学生会員等の創設～１０年
度から（認可後）】
個人会員の現行年会費は１口

５，０００円ですが、学生・主婦・パー
トタイマーなど独立して生計を立
てていない人を対象に１口２，０００
円の新会員制度を設けます。法人
・団体会員（１口１万円）につい
ての変更はありません。

【北方圏交流基金の助成対象
を拡大～１０年度から（認可後）】
北方圏交流基金の助成対象は現
在、北方圏諸国との交流事業に限
定されています。これを北方圏以
外の国との交流も助成対象とでき
るように改めます。
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元職員、太田勇さんを特別功労表彰 １２月２４日（木）

北方圏センターで長く活躍し、
昨年１２月に退職した太田勇さん
（６３）が南山英雄会長から特別功
労表彰を受けた＝写真。
太田さんは約３３年間、センター
に勤務。８０年代にはカナダ・アル
バータ州からカーリングの指導者
を招いて道内各地で講習会を開く
仕事に携り、カーリングが日本に
普及する礎作りに貢献した。ロシ
ア極東やシベリアなどの資源事情
を調査するため、外務省の委託で

ロシア、中国、北朝鮮なども走り
回った。退職に当たって整理した
名刺は約７０００枚。幅広い人脈を
物語る。
情熱を傾けた北方圏交流の基に
なった北方圏構想に道庁の関心が
今や薄いことが寂しい。「厳しい気
候条件のもとで暮らしてきた人々
の知恵を日本人は今最も必要とし
ている時ではありませんか」。力
を込めてそう言い残した。

JICA研修員と新春文化塾 １月３０日（土）

独立行政法人国際協力機構札幌
国際センター（JICA札幌）に滞
在している研修員が日本の伝統文
化に親しむ恒例の新春文化塾が札
幌市白石区の同センターで開かれ
た。研修員約７０人とスタッフ、ボ
ランティアなど計約１００人が参
加。南京玉すだれの実演や和太鼓
の演奏体験、日本の昔遊びなどを
楽しんだ。
昼食の鮨は、アフリカなど多く
の研修員の母国の食文化にはない
生食とあって、参加者はおっかな
びっくり。黒い食べ物が珍しいら

しく、海苔を見て「これは食べら
れるのか」とけげんそうに尋ねる
研修員もいた。
生の牛肉を食べ
る習慣があると
いうエチオピア
人の研修員だけ
は「平気、平
気」と言いなが
ら生鮨をおいし
そうに味わって
いた。鮨職人が
マグロをおろす
包丁さばきを披

露すると、参加者は争うようにカ
メラを向けていた＝写真。

倶知安町で国際交流地域懇談会 ２月１８日（木）

北方圏センターが主催する国際
交流地域懇談会が倶知安町で開か
れた＝写真。同町ではオーストラ
リア資本を中心とした外資による
リゾート開発が進み、施設従業員
や観光客として長期滞在する外国
人が増えている。そうした外国人
との共生を考えるため、全国市町
村国際研修所（JIAM）より講師
を招き、多文化共生の環境づくり

について話を聞いた。
２００９年度の懇談会はほか
に札幌市（１１月１６日）▽室蘭
市（２月１７日）▽名寄市（３
月４日）でも開いた。自治体
や国際交流団体が取り組んで
いる国際交流や国際協力の活
動についての情報交換や、団
体同士のネットワークづくり
が目的。１０年度も継続する。
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省外国貿易局室長、外務省対外経済関係局次

長などを務めた。前職は欧州復興開発銀行

（在ロンドン）理事。通商政策に明るく、フ

ィンランド企業の日本市場への参入に意欲を

燃やす。教育や医療、健康管理といった分野

でもフィンランドのノウハウを紹介したいと

いう。北海道との関係について「さまざまな

ことを共有し、密接な関係を深めたい。より

良い関係を築くためにお役に立てることがあ

れば、いつでもご連絡を」と語った。

２月４日（木）
パラグアイ青年交流団

表敬訪問

横田清美団長（６６）▽土田マリアナさん

（４０）▽下真美さん（３６）▽大石未来さん

（２５）▽森貝和久さん（２３）▽山下真弥さん

（２０）の６人。北海道から南米に移住した日

本人やその子孫を対象にした北海道外国訪問

団受入事業（北方圏センター所管）で来道

し、約１週間滞在した。今年度が１４回目で、

真冬の実施は初めて。参加者にとっては真夏

から季節が一気に逆転した。

２４歳まで札幌に住んでいた横田さん＝写真

右から３人目＝は「冬の北海道と雪を久しぶ

りにかみしめています」。下さん＝左から３人

目＝が「パラグアイで生まれ育ったのに、暑

さに対応できない。寒い方が好きです」と話

すと、迎えた関係者からは「北海道人のDNA

を持っているからだよ」。一行は札幌市内で

観光やさっぽろ雪まつりの見物を楽しんだ。

２月４日（木）
駐日南アフリカ共和国特命全権大使

ガート J・グロブラーさん（６２）

表敬訪問

初めての来道で、「北海道と協力する可能

性を模索したい」と目的を語った。大学卒業

後、外交官となり、欧米勤務が長い。在スペ

イン大使（２００２～０６年）、外務省米州・欧州

担当副次官代行を経て０８年１１月から現職。南

アフリカは日本を「戦略的パートナー」と位

置づけ、日本との関係をさらに深く広くしよ

うと、大使自ら東京の外を回っている。「北海

道の強みは農業とツーリズム、観光にあり、

協力関係を強めたい。文化・学術交流も重要

だ。南アフリカと日本の大学フォーラム（東

京とケープタウンで相互開催）が３年目にな

り、日本の大学に参加を呼びかけている。北

海道大学との関係も深めたい」

南アでは６月、サッカー・ワールドカップ

が開かれる。「南アフリカを世界に発信できる

格好の機会。決勝は南アフリカ対日本になる

といい」とリップサービスを忘れなかった。
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１１月２４日（火）
ブラジル北海道協会副会長

平野オストンさん（３８）

表敬訪問

北海道日伯協会設立２０周年記念式典（１１月

２６日）に出席するために来日した。旧樺太出

身の祖父の代にブラジルに移住した日系３

世。ブラジルは２０１４年のサッカー・ワールド

カップに続き、２０１６年夏季五輪の開催地にも

決定。「世界中の目がこれからブラジルに引き

つけられるでしょうね」。南米初の五輪が決

まった当初、国内は喜びに沸いたが、今は

「本当にできるのかという心配の声も出てい

ます」。一番の心配の種は治安。もともと治

安の良好な国だったが、１９７０～８５年に続いた

不景気で悪化した治安がなかなか回復しな

い。

話題は安平町から２００８年２月、真夏のサン

パウロに贈られた雪だるまに及んだ。ブラジ

ル北海道協会会館に３１個展示され、１万人近

い市民が押し寄せた。「北海道の地名がブラジ

ル人の記憶に刻み付けられた。北海道の素晴

らしい宣伝になりました」

１２月１０日（木）
ブラジル北海道協会会長

木下利雄さん（７３）

表敬訪問

「ブラジル北海道協会は世代交代の時期を

迎えている。日本文化を継承し、ブラジル文

化を日本にも紹介する真の交流人を育ててほ

しい」。北海道日伯協会設立２０周年式典で現

地の協会を代表して挨拶した。

積丹町出身。１９６１年にブラジルに渡り、理

髪業を１５年間営んだ。その後、日本食レスト

ランを起業して成功した。「２０周年式典が盛大

に開かれたのはよかった。高橋はるみ知事か

らプレゼントをいただくなど歓迎してもら

い、来た甲斐がありました」と語った。

１２月２８日（月）
韓国人留学生

金其垣（キム・キウォン）さん（２４）＝写真左端

徐民鎬（ソ・ミンホ）さん（２４）＝左から２人目

日本語を勉強するため、２００９年４月から１

年間、札幌国際大学に留学。同大の社会人教

養楽部に在学する社会福祉法人北海道リハビ

リー理事長の奥貫一之さん（７０）＝写真右端

＝の案内で、徐さんの友人の留学生（在東

京）を加えた４人で札幌市内を散策中に北方

圏センターに立ち寄った。韓国を含む国際交

流に北方圏センターが果たしている役割を聞

かされた２人は感心しきりだった。

２人とも留学を終えて３月に帰国した。奥

貫さんによると、「寮と大学を往復するばか

りの生活で、日本人と接触する機会が少なか

った」と残念がっていたという。彼らのホー

ムビジットを大学から依頼された奥貫さんは

「そのような機会を多く作ってあげることが

これからの課題ですね」と話した。

１月１８日（月）
駐日フィンランド国特命全権大使夫妻

ヤリ・グスタフソンさん（５１）、アンナさん

表敬訪問

２００９年９月に就任。今回の来道は雪深い一

日と重なり、「フィンランドも今、雪の中に

あり、自分の国にいるような気持ちです」と

北海道への親近感を示した。

通産官僚の出身で、これまで通商とEU

（欧州連合）統合の仕事に従事したほか、同
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●フィンランド語入門講座、受講者
募集～４月開講
北海道フィンランド協会（井口光雄会長）

は初心者を対象にしたフィンランド語入門講
座の受講者を募集しています。講座は同協会
（札幌市中央区南９西３、パークビル４階）
を会場に４月１０日（土）から毎週土曜日の午後
７時～８時半。授業料は１期１０回で１万
５，０００円（テキスト代込み）。来年３月まで全
４０回行います。会員には割引特典がありま
す。講師は同協会の片瀬康勝さん。途中から
の参加もできます。問い合わせ・申し込みは
同協会（�０１１・７８８・２０１１）。

●米国マサチューセッツ州より高校
生ら１０２人来道～札幌で吹奏楽の
合同演奏会（４月１５日）、国際交
流会（同１６日）
北海道と米国マサチューセッツ州の姉妹提

携２０周年を記念し、同州コンコード町のコン
コードカーライル高校ブラスバンドの一行
１０２人が４月１３日（火）～２２日（木）、北海道を
訪れます。
一行は生徒８８人と引率者１４人。１５日（木）午

後６時半から札幌市民ホール（中央区北１西
１）で道立札幌白石高校吹奏楽部と合同演奏
会を開きます。両校は９８年から互いに往来し

て合同演奏会を重ね、今回は６回目。両校と
も吹奏楽の名門で知られます。
カーライル高校の一行は１６日（金）午後６時

半から同市社会福祉総合センター（中央区大
通西１９）で開かれる「高校生を中心とした国
際交流会」に参加します。１７日（土）からコン
コード町と姉妹提携している七飯町を訪問
し、道立七飯高校との姉妹校提携調印を予定
しています。
合同演奏会と国際交流会は事前申し込みが

必要です。問い合わせ・申し込みは北海道・
マサチューセッツ協会（�０１１・２３１・３３９２、
FAX０１１・２３１・３６６６）。

●平成２２年度北方圏センター通常総
会、５月２０日開催
北方圏センターの通常総会が５月２０日（木）

午後２時半から京王プラザホテル札幌（札幌
市中央区北５西７）で開かれます。新年度予
算案や事業計画案のほか、学生会員制度の創
設、北方圏交流基金の助成対象拡大に伴う定
款変更案などが議題となります。
総会終了後、Ｖ・Ｉ・サープリン在札幌ロシ
ア連邦総領事が「ロシア社会の現状と課題～
ロシア人の日本に対する見方」をテーマに講
演します。講演会に続き、会員交流パーティ
ー（会費３，０００円）も予定しています。

２０１０年春季号（１５１号）から本体定価を１００
円値上げし、６００円（消費税込み６３０円）とさ
せていただきます。旧定価の５００円（同５２５
円）は１９８２年春季号（３９号）以来、据え置い
てきましたので、２８年ぶりの改定となりま
す。
定期購読の年間購読料はこれまでの２，１００

円（送料別）から２，５２０円（同）になりま
す。旧定価で年間購読のお申し込みを既にい
ただいている読者の方については、契約更新
時より新定価を適用します。
読者各位におかれては諸般の事情をご賢察

いただき、ご了承をお願いいたします。

北方圏センター掲示板

「Hoppoken」誌定価、２８年ぶり値上げのお知らせ

HOPPOKEN ２０１０SPRING VOL．１５１７６



◇大学生だった１９８０年代。参加
したデモでジグザグをしたら、隊
列の端にいた私の右足の甲を目掛
けて機動隊員が盾を打ち下ろして
きた。間一髪で足を引っ込めた。
別のデモで、デモ指揮をしていた
後輩が逮捕され、救援活動に奔走
した。新宿バス放火殺人事件の被
告に「あなたの生い立ちに同情す
る」という趣旨の手紙を出したら
公安警察に尾行され、親元まで調
べられた。
私が体験したささやかな国家暴
力である。暴力性をもっとむき出
しにしている国ならば、こんな生
ぬるいことでは済まない。命がけ
の覚悟が必要になる。
国家とはそもそも暴力的な存在
だ。国家暴力が発動される最たる
ものに（侵略）戦争がある。国家
をいかにして凶暴化させないかに

民主主義の成熟度が問われる。
歴史を振り返れば、死刑という
刃物を国家権力に持たせると、ろ
くなことがない。日本では悪名高
い「大逆事件」があった。治安維
持法の最高刑は死刑だった。死刑
を最高刑とする治安立法を求める
政治勢力が今もある。
死刑廃止の潮流に背を向け続け
る日本政府。圧倒的多数の民意に
依拠し、民主主義の名の下に死刑
制度を手放したくない暗黙の国家
意思がそこに働いている。
死刑存廃に論点が多々あるのは
分かる。一つ確かに言えるのは、
死刑廃止は死刑存置を克服した社
会の姿であり、その逆では決して
ないことだ。北欧諸国などが死刑
を克服した歴史を知ることは、日
本を再び凶暴な国にしない一つの
視座になると信じている。（寿）

◇この国はどうしてこうなのか、
とつくづく思う。高校無償化の対
象に朝鮮学校を含めるかどうか、
政府の決定が先送りされた。拉致
問題など日朝間の政治問題が背景
にある。朝鮮学校の生徒たちは両
国政府間の対立とは何の関係もな
い。それはそれ、これはこれとい
う対応になぜならないのか。
戦後６０年以上も北方領土を日本
政府の立場からすれば「不法に」
占拠しているロシアに対し、「制
裁しろ」という国民世論は今やど
こにもない。「それはそれ」として
日露間の交流は幅広い分野で行わ
れている。何もかも政治問題と絡
めるところから建設的な対話や交
流は生まれない。国際交流や多文
化共生を標榜する団体が声を上げ
るべき時ではないのか。 （寿）

会員募集 お知り合いに入会をお誘いください。

北方圏センター（会長・南山英雄）は会員の会費で運営されています。
●年会費は法人・団体が１口１万円、個人が１口５千円
（会員特典）バッジ、季刊誌「Hoppoken」、年報を無料配布。季刊誌データベー
スを無料検索できます。契約宿泊施設の優待割引券を進呈します。
●季刊誌「Hoppoken」の定期購読のみもできます。年間購読料２，５２０円（送料別）

北方圏センターについて

�０６０‐０００３札幌市中央区北３条西７丁目（道庁別館）
�（０１１）２２１‐７８４０ FAX（０１１）２２１‐７８４５
E-mail glpn@nrc.or.jp（総務部）

昭和４６（１９７１）年にスタートした「第三期北海道総合開発計画」に北方圏構想が

盛り込まれました。気候風土を同じくする北米、カナダ、北欧などとの交流を通じて

産業経済や生活、文化の向上を図り、北国の風土に根ざした地域づくりを進めること

が目的でした。開拓以来の南方志向の発想を北方志向へと劇的に転換するものでもあ

りました。推進母体の「北方圏調査会」を前身に昭和５３（７８）年、現在の社団法人北

方圏センターが発足しました。

北海道は北米や欧州諸国に国内で最も近く、北方圏諸国とアジア太平洋地域との結

節点に位置するため、世界との交流をさらに広げようと平成８（９６）年、国際協力機

構（JICA）が設置した「国際センター」（札幌、帯広）の管理運営を受託。平成１０

（９８）年には自治大臣（現総務大臣）から「地域国際化協会」に認定されました。設

立３０周年の平成２０（０８）年には今後の方向性を検討する「あり方検討委員会」を設

置。北海道の中核の国際交流団体として一層の役割発揮をめざしています。

編 集 後 記

北方圏センター
ホームページ http : //www.nrc.or.jp

社団
法人

定価６３０円（送料７０円）
（消費税込）

会員無料配布・禁無断転載

二
〇
一
〇
年
四
月
六
日
発
行
（
年
４
回
・
季
刊
）

発
行
所

札
幌
市
中
央
区
北
三
西
七（
道
庁
別
館
）

�
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
�
２２１
―
７
８
４
０

発
行
者

笠
田

能
央

制

作

�
電
通
北
海
道

印

刷

山
藤
三
陽
印
刷
株
式
会
社

購
読
希
望
の
方
は
郵
便
振
替
で
。

一
年
二
、
五
二
〇
円
（
送
料
別
）

郵
便
振
替
口
座
〇
二
七
八
〇
‐
二
‐
二
四
二
一
一

７７ HOPPOKEN ２０１０SPRING VOL．１５１

第１５１号



�
ニ
シ
ン
�

『
鰊
』
と
書
く
。
が
、『
春
告
魚
』

と
も
書
く
。

こ
ち
ら
の
方
が
北
国
の
寒
く
、
雪
に

ふ
さ
わ

囲
ま
れ
る
地
に
と
て
も
相
応
し
く
、
春

が
待
ち
遠
し
い
心
に
光
が
差
し
込
む
よ

う
な
良
い
魚
名
で
あ
る
。

最
近
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

く
と
魚
売
り
場
に
鱗
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
ニ
シ
ン
が
数
多
く
並
べ
ら
れ
て
い

る
。
小
樽
市
の
船
浜
町
で
も
２
月
上
旬

く

き

に
今
年
初
の
『
群
来
』
が
確
認
さ
れ
た

と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
産
卵
の

た
め
ニ
シ
ン
の
群
れ
が
浅
瀬
の
海
藻
に

集
ま
り
、
オ
ス
の
『
白
子
』
と
呼
ば
れ

る
精
子
の
放
出
に
よ
り
海
面
が
白
く
な

る
こ
と
で
あ
る
。
な
ん
と
そ
れ
が
、
幅

１
０
０
〜
３
０
０
㍍
、
長
さ
１
㌔
以

上
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
大
量

の
ニ
シ
ン
が
目
の
前
に
現
れ
、
大
漁
に

結
び
つ
い
て
い
る
証
で
あ
る
。

実
は
私
の
曾
祖
父
が
『
ニ
シ
ン
場

（
ニ
シ
ン
漁
業
）』
を
営
ん
で
い
た
。
後

志
支
庁
の
日
本
海
に
面
し
た
寿
都
町
の

さ
ら
に
奥
の
『
島
牧
村
軽
臼
』
で
あ

る
。
島
牧
村
史
に
よ
る
と
、
明
治
１４

（
１
８
８
１
）
年
、『
阿
部
松
之
助

永
豊
よ
り
軽
臼
に
移
り
鰊
漁
業
を
営

む
。（
の
ち
雇
人
漁
夫
一
四
〇
人
、
漁
船

二
八
隻
を
有
し
、
建
網
七
か
統
を
経

営
）』
と
あ
る
。

私
は
札
幌
市
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、

曾
祖
父
が
軽
臼
に
建
て
た
家
に
疎
開
し

た
。
昭
和
１９
年
の
初
冬
、
小
学
校
入
学

前
か
ら
中
学
校
１
年
１
学
期
ま
で
の
腕

白
の
時
代
で
あ
っ
た
。
目
の
前
は
海
、

後
ろ
は
山
。
ク
ネ
ク
ネ
と
し
た
細
い
山

道
を
登
る
と
小
さ
い
畑
が
あ
る
典
型
的

な
田
舎
で
あ
っ
た
。
当
時
は
す
で
に
ニ

シ
ン
は
幻
の
魚
に
な
っ
て
い
て
、
一
度

も
漁
獲
が
有
っ
た
と
聞
い
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
し
か
し
ニ
シ
ン
以
外
の
魚
は

い
ろ
い
ろ
と
獲
れ
た
。
村
の
殆
ど
の
家

が
漁
師
で
、
少
し
の
農
家
が
川
の
近
く

に
有
っ
た
。
私
の
父
は
ロ
シ
ヤ
の
捕
虜

に
な
っ
て
抑
留
さ
れ
て
い
た
。
兄
と
共

に
小
さ
い
畑
の
手
伝
い
を
す
る
と
、
後

は
２
人
で
前
浜
で
の
魚
釣
り
で
あ
っ

た
。
特
に
夏
休
み
は
毎
日
、
朝
か
ら
薄

暗
く
な
る
ま
で
、
一
日
中
海
に
潜
り
、

ア
ワ
ビ
、
ガ
ン
ゼ
、（
バ
フ
ン
ウ
ニ
）、

ノ
ナ
（
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
）
で
腹
を
満
た

し
て
遊
ん
で
い
た
。

こ
ん
な
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
経
験

か
ら
か
、
魚
を
買
う
時
は
頭
の
付
い
て

い
る
一
匹
ま
ま
を
買
う
こ
と
に
し
て
い

る
。
そ
の
姿
を
ほ
の
ぼ
の
と
眺
め
て
か

ら
描
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
ん
な
こ

と
を
始
め
て
す
で
に
十
五
、
六
年
は
経

っ
て
い
る
。
魚
の
種
類
は
北
海
道
産
と

決
め
て
い
て
、
す
で
に
４０
種
を
超
え
る

数
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
や
お
ら

料
理
に
と
り
か
か
る
の
で
あ
る
が
、
頭

は
も
ち
ろ
ん
、
肝
臓
、
胃
袋
な
ど
殆
ど

平
ら
げ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ニ
シ
ン

で
一
番
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
食
べ
方
は
、
一

匹
ま
ま
焼
い
て
大
根
お
ろ
し
と
醤
油
で

い
た
だ
く
の
が
旨
い
。

ニ
シ
ン
を
描
き
な
が
ら
こ
ん
な
こ
と

を
思
い
出
し
た
。
か
な
り
昔
の
こ
と
に

な
る
が
、
家
の
周
り
で
一
斉
に
ニ
シ
ン

焼
き
が
始
ま
っ
た
。
殆
ど
の
家
が
小
路

に
七
輪
を
出
し
、
網
渡
し
を
載
せ
、
そ

の
上
で
焼
く
の
で
あ
る
が
、
火
事
に
で

も
な
っ
て
い
る
よ
う
に
煙
が
モ
ウ
モ
ウ

と
上
が
り
小
路
の
先
が
霞
ん
で
い
た
の

を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。
今
の
よ
う
に

排
煙
装
置
の
付
い
た
台
所
な
ど
無
か
っ

た
の
で
あ
る
。

ニ
シ
ン
は
煮
付
け
て
も
美
味
し
い

し
、
最
近
は
新
鮮
な
も
の
を
刺
身
に
し

て
出
し
て
く
れ
る
店
も
多
く
な
っ
た
。

こ
れ
が
ま
た
絶
品
で
酒
の
量
が
増
え
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
魚
は
ほ
ん
と

う
に
い
ろ
い
ろ
と
加
工
さ
れ
、
多
く
の

食
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
魚
の
優

等
生
だ
。
魚
卵
は
正
月
料
理
に
欠
か
せ

な
い
数
の
子
と
し
て
、
さ
ら
に
結
納
品

の
一
つ
と
し
て
子
孫
繁
昌
を
表
す
象
徴

と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
何
と
言
っ

て
も
頭
と
尾
を
取
っ
て
二
枚
に
お
ろ
し

て
乾
燥
さ
せ
た
『
身
欠
き
ニ
シ
ン
』
は

日
本
の
全
て
の
人
が
食
し
て
い
て
、
こ

の
呼
び
名
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と

思
う
ほ
ど
名
が
売
れ
て
い
る
。

昆
布
巻
き
に
、
ニ
シ
ン
漬
け
に
、
あ

る
い
は
味
噌
を
付
け
そ
の
ま
ま
か
じ
っ

て
も
美
味
し
い
。
北
欧
、
カ
ナ
ダ
に
行

く
と
マ
リ
ネ
と
し
て
、
豊
富
に
加
工
さ

れ
た
土
産
品
と
し
て
街
の
中
で
も
よ
く

見
か
け
る
。

そ
う
で
す
。
こ
の
『
春
告
魚
』
は
北

海
道
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
世
界

で
愛
さ
れ
て
い
る
魚
の
ベ
ス
ト
・
テ
ン

に
入
る
と
考
え
て
い
る
。
マ
グ
ロ
の
よ

う
に
高
級
魚
で
は
な
い
が
、
人
間
は
こ

の
魚
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
食
文
化
を
生
み
出
す
恵
み

の
宝
魚
な
の
だ
。

ま
た
来
年
も
、
北
海
道
の
海
で
多
く

の
『
群
来
』
の
朗
報
を
念
じ
、
感
謝
し
、

今
夜
も
又
、
酒
の
友
と
し
て
い
る
。

（
美
術
家

阿
部

典
英
）

あ
べ
・
て
ん
え
い

１
９
３
９
年
、
札
幌
市
生
ま
れ
。
集
団
「
１２
稜

空
間
」
と
し
て
北
海
道
芸
術
新
賞
（
７３
年
）、「
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
作
家
集

団
と
し
て
第
１
回
北
海
道
国
際
文
化
交
流
賞
（
８６
年
）、「
北
の
造
形
・

旭
川
大
賞
展
」
優
秀
賞
（
９６
年
）、
札
幌
市
民
芸
術
賞
（
造
形
）（
００
年
）、

洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
・
小
田
襄
賞
（
０７
年
）
な
ど
受
賞
。

作
品
の
主
な
収
蔵
先
は
韓
国
国
立
現
代
美
術
館
、
道
立
近
代
美
術
館
、

道
立
旭
川
美
術
館
な
ど
。
現
在
、
北
海
道
文
化
団
体
協
議
会
会
長
。

【
編
集
部
か
ら
】
道
内
美
術
界
の
重
鎮
、
阿
部

典
英
さ
ん
が
「
さ
か
な
」
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ

ー
を
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
お
届
け
し
ま
す
。
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